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『人形……？』





　薔ば薇らが咲き乱れる園の中で横たわる、漆しつ黒こくの衣装を纏まとった少女──

　非現実的な光景を前に、十一歳の誕生日を迎えて間もないリーリス＝ブリストルはその蒼玉の瞳サフアイアブルーを丸く見開いた。

　黒衣の少女は目を閉じたまま動く様子はなく、黄金の少女リーリスがそのような感想を抱いたのも無理なきことだろう。

　無論、人形ではなく、ましてや死体などでもないとリーリスはすぐに気付く。

　僅わずかに上下する胸の動きが、黒衣の少女が生きた人間であると証明していたのだ。

「まるで童話の茨いばら姫ひめね……」

　王子のキス代わりとなったのは、薔薇の園には似つかわしくない音──

　ジリリリと鳴り響く時計の音であった。

　黒衣の少女は閉じていた瞳ひとみを静かに開く。

　次いで体を起こし、脇に置いてあった懐中時計に触れてアラームを止める。

　寝起きに残る眠気でまどろむといった様子もなく、立ち上がってどこかへ歩き出そうとしたところで、ようやく黒衣の少女はリーリスの存在を視界に捉えた。

（綺き麗れいな子ね。東洋系みたいだけれど……。あたしより三、四つ下ってところかしら？）

　整った顔立ちと烏からすの濡ぬれ羽ば色いろをした髪を持つ小柄な女の子をじっと見つめながら、リーリスは口を開いた。

「えっと……貴女あなたは誰？　こんなところで何をしていたの？」

　此こ処こは厳重な警備が敷かれたドーン機関の《黎明の星紋ルキフル》研究所──

　人を超人たらしめる異質な研究が行われているこの敷地内は、たとえ子供であろうと所員の家族であろうと一般人が立ち入るなど許されるはずもない。

　となれば子供心の好奇心から忍しのび込んだか、もしくは単に迷い込んだかのどちらかだろうとリーリスは予想を立てるも、黒衣の少女の答えはそのどちらでもなかった。

「私わたくし、此方こちらに勤つとめている者ですの」

「え？　勤め──って、まさか研究者だとでも言うわけ……？」

「貴女こそどのようにしてこの敷地に迷い込んだのかは分かりませんけれど、警備の者に見つからぬよう今すぐ外へ出て行くようお奨すすめしますわ」

　再び蒼玉の瞳を丸く見開く少女を案じるわけではなく、存在そのものに興味無さげに黒衣の少女は告げる。

「それと──外へ出た後、二度とこの研究所に近づかないことも重ねて」

「……あ、あたしは関係者よ」

　見るからに年下の少女とは思えぬ物言いに困惑を憶おぼえつつも、リーリスは何とか返す。

　リーリスは祖父──機関を総すべる三頭首ケルベロスの内一人、フィリップ＝ブリストルによる研究所視察に、後継者という立場上後学のために付き従う形で訪れたのだ。

　だが、本来ならば祖父を出迎えるべき研究所所長にして《黎明の星紋ルキフル》の生みの親である九十九つくも月げつ心しん博士は、数年前から患わずらっている病を抑えるための投薬中のため不在だった。

　待ち時間がしばらくあると聞かされ、リーリスは所内を見て回りたいとひとり出歩き、敷地内の薔ば薇ら園えんに足を踏ふみ入れての今となる。

「そうでしたの。……であれば、どうぞごゆるりと」

　黒衣の少女はリーリスの主張を疑う素振りも見せず、漆しつ黒こくの衣装を指で摘つまんで持ち上げ、優雅に頭を下げた。

「それではごきげんよう」

「あ……。ちょ、ちょっと待ちなさいよ……！」

　言い終えるや踵きびすを返して立ち去ろうとする様に、リーリスは慌あわてて呼び止めた。

「……何か？」

　視線だけを少女に向け、黒衣の少女の歩みが止まる。

「あ……」

　思わず呼び止めただけであり、特に理由があったわけではない。












　故にリーリスは言葉に詰まるも、問われて初めて湧わき上がって来る思いがあった。

　このままこの子と別れるべきではない──

　それこそ理由が無いのだが、リーリスは勘とも言うべき自身の気持ちに従い動く。

「少し話をしてもいいかしら？」

「お断りしますわ。そろそろ戻らなければなりませんもの」

「……さっきは驚いたわ。まさかこんなところで人が寝ているなんてね。思わず──」

　すげなく返されるも、構わず少女リーリスは言葉を続ける。

「人形かと思ったわ」

　一瞬、ぴくりと黒衣の少女が反応し、足を止めて呟つぶやく。

「……あながち間違いとも言えませんわね」

　小さな呟きはリーリスの耳に届くことなく、薔ば薇らの芳香とともに風に流れる。

「あ、だから待ちなさいってば」

　再び歩を進め始めた黒衣の少女に、リーリスはその手を取って制止した。

「離してくださります？　研究室に戻らねばなりませんので」

「いいじゃない。貴女あなたが本当に研究所ここの職員だったとしても、薔薇園こんなところで昼寝をしているってことはサボりか何かでしょ？　少しくらいあたしと話をする時間を──」

「違いますわ。午睡シエスタを取ることで疲労は回復し、薔薇の香りは脳の活性化を促しますの。根を詰めるばかりが最適ではありませんのよ」

「そ、そう……。だからこんなところで──って、どこで知ったのよ、そんなこと……」

　あまりにも子供らしくない返答に、リーリスは驚き半分呆あきれ半分といった表情を浮かべるしかない。

「お祖じ父い様さまの教えですの」

　ブリストル家を将来継ぐために英才教育を受けている自分と、目の前の少女は似たような立場なのかもしれない──とリーリスは思う。

　もっとも、幼子といって差し支え無い少女に研究（真ま似ね事ごとだろうとリーリスは考えた）を行わせるなど、どういった了見からのものであるかまでは理解し難くあったが。

「離してくださる？　私わたくし、成すべきことがありますの」

　苛いら立だちの色が僅わずかに混じる声に、これまでかとリーリスが手を離すと黒衣の少女は歩き出した。

「ひとつ訊きかせて貰もらえるかしら」

　歩みを止めない背中に向け、構わずリーリスは問いを投げる。

「貴女の成すべきことっていったい何なの？」

「……………………」

　意外や黒衣の少女は足を止め、どこか誇らしげな表情をリーリスに向けた。

「《神》を──創つ造くりますの」







　しばし後、薔ば薇らの園に残る影は一つ──黄金色の髪イエロートパーズの少女だけだった。

「お嬢様ーっ、こちらにいらしたんですね……！」

　呆あつ気けに取られたまま黒衣の少女を見送ったリーリスは、友人であり従者でもある少女に声を掛けられ、ようやく我に返る。

「間もなく九十九つくも博士がお見えになるとのことで、すぐに戻られるようにと大旦那様が」

「そう、わかったわ」

　捜さがしましたよ、と走り回って乱れた呼吸を整えながらに従者が言ってくる。

　悪かったわね、と少女は返すと先立って歩き出し──

　ふと流れた風が黄金色の髪を後方に引くかのようになびかせたところで足を止め、振り返る。

（……名前を聞くのを忘れたわね）

　薔薇咲き乱れる園を見つめ、先刻の出で逢あいを思い浮かべながらに少女は肩を竦すくめる。

　もう一度会ってみたい──

　あれ程素そつ気けなくされたというのに、少女の胸の内に浮かぶ思いはそれだった。

（次は名前を聞いて──うん、いろいろと話をしてみたいわね）

　もしかしたら──いや、ほぼ確実に先刻同様の態度が次回も待ち受けているだろう。

　当然、話をするなど極きわめて難しいはずだ。

　それでもいい、と思いながら黄金の少女は指で銃を形作り、撃つ仕草を見せる。

（覚悟しておきなさい。あたしはしつこいわよ♪）




　この刻ときこそがリーリス＝ブリストルと九十九朔さく夜やの出逢いであり、これより十三ヶ月後、黒衣の少女は祖父が死去したことにより《操焰ブレイズ》の名を継ぐこととなる。





■第一章『お祖じ父い様さまの下へ』







　あの日から──

　音おと羽はとの別れから、一ヶ月近くの時が流れた。

　連日照りつけていた灼しやく熱ねつの太陽も最近では緩やかにだが落ち着きを取り戻し始め、季節の移り変わりが始まったのだと感じ取れる。

　落ち着いたのは日ひ射ざしの強さだけじゃない。

　音羽を失った痛みもまた、少しずつ──

　とはいえ、ときおり音羽の足そく跡せきを見つけると込み上げて来るものがある。

　寂さびしさと哀かなしさに囚とらわれ、足を止めそうにさえなる。

　だが、前に進まなければならない。

『幸せに、なってね』

　音羽が遺のこした最期の言葉──

　もし俺が立ち止まってしまえば、あいつはきっと哀しむ。

　だから、俺は前に進む。

　いつか胸を張って、音羽に報告出来るように。

（音羽……）

　俺は机の上に置かれたフォトフレームへと、視線を向ける。

　そこにはみんなで撮った集合写真が飾られていた。

　音羽のタブレットに遺された写真をプリントアウトしたものだ。

　その中で、音羽は笑みを浮かべている。

　とても楽しそうに。

「……寂しいですか、トール？」

　写真を見つめる俺に声を掛けてきた銀色の少女の表情は、憂いを帯びていた。

「寂しくないと言ったら噓うそになるな。だけど寂しがってばかりいたら、音羽あいつに心配をかけちまうから……」

「そう、ですね……」

「行こうぜ、ユリエ」

「ヤー」

　最後に写真を一いち瞥べつし、『行ってくるぜ』と心の中で告げてユリエとともに部屋を出る。

　昊こう陵りよう学がく園えんの短い夏休みはとっくに終わっているため、今日も日常が始まるのだ。

　あの日を境に、大きく変わってしまった日常が。

　それは音おと羽はのことだけじゃない。

　困ったことや、気に掛かることが出来てしまった。

　その一つが──

「ユ、ユリエ……」

「──？」

　どうかしましたか、とばかりに小首を傾かしげるユリエ。

　どうかしたのだからこそ、声を掛けたのだが。

　俺は紅潮した顔を伏せたまま用件を伝える。

「繫つながなくて大丈夫だから……」

　視線の先で、ユリエの白く小さな手が俺の手と繫がれていた。

「ナイ。大丈夫です。安心してください」

　何が大丈夫で何を安心しろと言うのだろうか。

　手を繫ぐという行為は心を癒いやす効果があるとの話だが、今この状況においてはまったくの逆効果だ。

　なにしろ今は部屋の中じゃなく、周囲から容赦なく視線が注がれる部屋の外──寮から校舎まで続く道程を歩いているのだから。

「やっぱりあの二人って……」「知ってた」「もげろ」「ううっ……」「泣くなよ……」

　注視とともに囁ささやきが聞こえてくる中で──

「今日もお熱いことで……」

　そう、今日だけじゃないのだ。

　音羽の遺のこしたビデオメッセージを見てからというもの、ユリエは頻ひん繁ぱんにこういった行動を取るようになった。

　その原因は、俺が彼女の胸の中で泣いたことが根底にある。

　あの日以降、俺が音羽のことを思い出している姿を見かけると、ユリエなりに元気づけようとしてくれるのだ。

　労ねぎらってくれようとするその気持ちは嬉うれしいのだが、ほんの少しで構わないから人目を気にして貰もらいたい。

　もっとも、俺の思いは《絆双刃デユオ》であるユリエに欠片かけらも届かないのだが。

　加えて言うと、俺とユリエがついに付き合いだしたと周囲には思われているわけで。

（違う、違うんだ……）

　この状況で何を言っても無駄だと俺だってわかっている。

　だからこそ、心の内でため息をつくだけに留とどめるのだった。

　これが、変わってしまった日常において困っていることだ。

　泣いた俺を優しく受け止めて貰もらって以来、どこか気まずい意識があるからこそ、余計に。







　いつものように教室に入り、しばらくもすると兎耳を揺らしながら月つき見みが顔を出す。

　ＨＲが始まり、室内を見回して月見は苦笑する。

「あの二人はまーだ愛の逃避行をしてるみたいだねー☆」

　二つの空席を交互に見て、白うさモードの月見はからかい混じりの口調で言った。

　リーリスとトラ──

　俺が退院して寮に戻った日に、二人は学園から姿を消した。

　誰にも何も告げず、あまりにも唐突に。

　聞いた話ではあるが、二人で一緒にリーリス所有のヘリで学園から飛び立ったのが、最後に目撃された姿らしい。

　これまで互いに皮肉を交かわすも、仲良く話をするといった様は俺の──そしてクラスの誰もが記憶になく、おかげでしばらくは二人の関係についての話題で持ちきりだった。

　俺とユリエの関係についての誤解も重なり、色いろ恋こい沙ざ汰ただろうというのが大方の予想ではあったが。

　もっとも新たな動きも情報もないため、最近ではまだ戻って来ないのかといった程度で話題の中心になるようなことはほぼ無くなったようだが。

　しばらく前に理事長へ話を聞いてみたものの、彼女からも苦笑とともにわからないという答えが返ってきた。

『貴方あなたのご友人はともあれ、彼女は気まぐれですから』

　──と最後に付け加えて。

（二人ともどこに行ったのやら……）

　リーリスの性格からしてカップル成立の記念旅行にでも出掛けた──なんて噂うわさもあったが、そもそもあの二人にそういった空気は無かったと特にみやびが強く主張していた。

　その手の感情の機き微びに鈍にぶいとはいえ、俺も同意見だ。

　何かしら事情があるはずで、けれども──

（せめて一言くらい欲しかったよな）

　──などとぼんやり考えていると、机に突っ伏した泉いずみがぶつぶつ呟つぶやく声が俺まで届く。

「あーあ、九重ここのえとユリエちゃんはいちゃつきまくるし、トラとリーリスさんは旅行行っちまうし、音羽ちゃんも留学しちまったしで今年の夏はショックなことだらけだわ……」

「……………………」

　僅わずかに俺の視線が下に向くと、ユリエがそっと手を重ねてくる。

『ありがとう、でも大丈夫だから』と口には出さずに小さく笑みを向けると、銀色の少女はこくりと頷うなずいた。

　けれども手は重ねたままで、伝わってくる体温が彼女の気遣いを感じさせてくれるとともに、幾いく分ぶん気持ちが楽になる。

　音おと羽はの死は、俺の意向で周囲に伝えていない。

　理事長にも掛け合い、先の任務の後にドーン機関が関わる海外の学校へ籍せきを移したとさせてもらったのだ。

　元から、音羽は《超えし者イクシード》じゃなく事情があって昊こう陵りよう学がく園えんに籍を置いていると周囲に伝えてあったおかげもあって、特に訝いぶかしがられることなくすんなりと受け入れられた。

　だからときおり、妹は元気でやっているのか、寂さびしいんじゃないのか、といった感じで話題を振られることがある。

　そんなとき俺は、きっと元気にやってるし寂しがってたら心配させちまうから、と笑って返すようにしている。

　苦楽を共にしている友人たちに噓うそをつくことへの罪悪感に、少しばかり胸を痛めつつ。







　一時限目を終え、少しばかり喉のどの渇かわきを覚えた俺は昇降口まで足を運んでいた。

　昇降口の傍そばには自販機（無料）が設置されているのだが──

　外から校舎に近づいてくる二人連れの姿を目にし、ジュースを選ぼうとした指が止まる。

　昊陵学園理事長にして《操焰の魔女ブレイズ・デアボリカ》、九十九つくも朔さく夜や──

　その背後に影のようについて歩く男は《魔女デアボリカ》の付き人であり、教員主任の三み國くに先生だ。

「──研修を終えたらこちらに……ええ、寮で……」

　ところどころ聞こえてくる内容からすると、任務関連の話だろうか。

　昇降口に入って来たところで二人はこちらに気づき、俺は軽く頭を下げる。

　理事長は静かに笑みを浮かべ、三國先生からは特に反応は無い。

「では、後ほど資料をお持ちしますので、それまでしっかりとお休みください。ここのところ少々──」

「三國。先程も言いましたけれど、予定通りの時刻に来なさい。わかりましたわね」

「……はい。それでは失礼します」

　理事長は少しばかり強めの口調で三み國くに先生の発言を遮る。

　頭を下げ、三國先生は警備隊の詰め所方面へと歩を進めていく。

　理事長はというと、俺に一いち瞥べつをくれるも特に何かを言うようなこともなく、階段を昇っていく。

（あまり休んでないのか……）

　黒衣の少女がこちらを見たとき、三國先生が気を遣った理由がわかった気がする。

　彼女の目の下にはクマが浮かび、見るからに疲労の色が濃い。

「……あまり無理をしないようにな」

「くすくす、まさか貴方あなたに心配をして頂けるとは思いもしませんでしたわ」

　背中に声を掛けると、《魔女デアボリカ》は笑みを浮かべながら振り返る。

「あんたとは契約関係にあるからな。気を遣って当然だ」

「望まぬ形での契約であるというのに律りち儀ぎですわね。もっとも、私わたくしの心配をするくらいなら、我が身を案じた方がよろしいのではなくて？」

　一瞬返答に詰まった俺を見て笑うと、理事長は「ではご機嫌よう」と言い残して再び階段を昇っていく。

　理事長執務室へ戻るつもりなのだろう。

　言葉が出て来なかったのは、言われたことがまさに的を射ていたからだ。

《星紋狂衡デイスオーダー》──

　今の俺は、いつその症状が起きてもおかしくないのだ。

　強い意志──魂たましいの力によって肉体に限界を超えさえ、本来であれば己おのれのものとすることが適かなわない高レベルの《黎明の星紋ルキフル》を応えさせる。

　だがそれは一時的のもので、肉体が通常状態に戻った際にときおり目眩めまいや吐き気、苦痛などに襲おそわれる──それが《星紋狂衡》だ。

　ユリエやみんなには伝えていないが、この一ヶ月のうち幾度かその症状は出ていたことは、どうやら理事長にはお見通しだったらしい。

　俺はその理事長を見送るばかり──のはずだった。

「──っ!!」

　階段途中で、黒衣の少女の体が不自然にふらつく姿を目にしなければ。







　数分後──

　俺は黒衣の少女を抱え、三國先生とともに執務室に訪れていた。

　階段から落ちた理事長の下に咄とつ嗟さに駆かけ寄り抱き止めると、彼女はその身が危険に晒さらされたなどとまったく気づいた様子も無く、すやすやと寝息を立てていた。

　普段の言動をよく知っているからこそ年相応の寝顔に複雑な気分を覚えるも、すぐに我に返ってまだ近くに居た三國先生へ声を掛け、そのまま今に至る。

「こちらへ」

　──と隣に案内されると、そこは理事長の私室のようだった。

（ここで生活していたのか……）

　齢よわい十一、二歳にして昊こう陵りよう学がく園えんの理事長を務め、一方で《黎明の星紋ルキフル》の開発に携わる。

　己おのれの目指す場所に辿たどり着くためには非人道的な行為すら厭いとわず、ときに狂気すら感じさせるほどの意志を見せる彼女は自らを《操焰の魔女ブレイズ・デアボリカ》と称す。

　だが、私生活はどのように送っているのか知らないのだと、俺は今更ながらに気づく。

（しかし子供らしくない部屋だよな……）

　煌きらびやかなシャンデリア、豪華な真しん紅くの絨じゆう毯たん、装そう飾しよくが細かに施された家具やテーブル、天てん蓋がい付きのベッドとまるでテレビで極ごく稀まれに紹介される貴族の部屋を思わせるが、俺が感じたように理事長の年頃の女の子が興味を持つような物はざっと見た限りでは何もない。

「このまましばらく休ませておきましょう」












　理事長をベッドに寝かせた後、三み國くに先生は彼女の様子を少し見てからそっと布団を掛けると、声を抑え気味に言う。

「何かあったんですか？」

「……何か、とは？」

　執務室へ戻るなり問うも、逆に聞き返されてしまう。

「随分と無理をしているみたいですから……」

「君には関係の無いことです──と言いたいところですが、君は現状で朔さく夜や様の目的に至る可能性を持つ者ですからね。私から多く語ることは出来ませんが、これだけは伝えておきましょう──」

　淡々とした口調で三國先生は告げる。

「刻ときは近づいています」

　それはいったいどういう意味だろうか。

　三國先生の雰ふん囲い気きから、訊たずねても答えてくれはしないだろう。

　だが先の発言から想像し、浮かぶ答えがある。

《魂》の《力》を極きわめた先に在る、終ついの領域──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》。







　夕食時、俺はぼんやりと日中のことを──三國先生の発言を思い返していた。

（《絶対双刃》、か……）

　昊こう陵りよう学がく園えんの入学時に、以後も幾度となく耳にした言葉であり、俺たち《超えし者イクシード》をいつかその領域に至らせる──それこそが理事長の目指す結末だ。

　刻が近づいていると、三國先生は確かに言った。

（誰かが《位階レベル》の最高位に到達しそうってことなのか……？　そうだとしても、いったい誰が……？）

　思いつく限りでは、雪山合宿で出会ったヴァレリア教官くらいだ。

　最強の《超えし者》と称される教官なら──

「トール……トール……」

「ん？」

　ユリエに呼ばれて我に返ると、いつものポジション──隣に座る彼女はじっと俺を見つめている。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ。ちょっと考え事をしてただけだから……」

「そうですか。では──」

　ユリエの箸はしが俺の皿へ向かい、から揚げを挟み込む。

　もちろん勝手に食べようなどといった行為じゃなく──

「あーんしてください、トール」

「いやいやいやいや……」

　食べさせてあげようというユリエに対し、俺は首を横に振る。

　どうやら音おと羽はのことを考えていたと勘違いされてしまったらしい。

　いつものようにユリエなりの気遣いをしてくれているようだが、事情を知らない周囲からは冷たい視線やら微笑ほほえましいものを見る笑顔やら、様々な感情が向けられる。

「え、えーっと……」

　正面に座るみやびと橘たちばなに助け船を求めると──

「あはは……。い、いいんじゃないかな……？」

「親切は素直に受けておくものだぞ、九重ここのえ」

　事情を知る二人は苦笑しつつもユリエの行為を止めようとはしてくれない。

　以前ならリーリスが割り入ってくるようなシチュエーションだが、今日も戻らずじまいだった。

　結局、恥ずかしさに身を震ふるわせつつから揚げを食べさせて貰もらい、その後はユリエやみやびたちが目を丸くするくらいの速さで夕食を食べ終える。

　その際、橘から気持ちはわかるがよく嚙かむようにな、と二度目の苦笑を頂いたのだった。







　部屋に戻ってしばらくすると、俺は浴室で体を洗っていた。

　訓練後にシャワーで軽く汗を流しているが、それとは別に一日の疲れを取るには風呂へ入るに限る。

　何より、入浴はひとりでのんびり過ごせる平穏なひととき──のはずだった。

「トール、背中を流しますね」

「ぶ────っ!?」

　部屋でテレビを観みていたはずの銀色の少女が、突如浴室に入ってくる。

　即座にぴしゃりと手で視界をシャットダウン。

「ナイ。大丈夫ですので」

　そう口にするユリエはタオルで体を覆い隠してはいるも、さすがにこのシチュエーションは恥ずかしいようで少しばかり頰ほほに赤みが差していた。

「そ、そんなこと言われてもだな……」

　大丈夫だと言われても、年頃の男子には刺激が強過ぎるにも程があるというものだ。

　普段もシャツ一枚（夏場なので以前あげたスウェットは着てない）という目のやりどころに少々困る格好ではあるが、今の状況はその比じゃない。

（いや待て！　風呂に入ってない今ならまだ部屋に戻って貰もらうという道がある!!）

「ユ、ユリエ……！」

「──？」

　振り返るとユリエはシャワーとボディスポンジを手にし、背中を流す準備万端やる気満タンといった感じで待機していた。

「……背中だけ頼む」

「ヤー♪」

　嬉うれしそうなユリエとは対照的に、俺はこっそりため息。

　もっとも、背中を洗って貰うのは気持ちよかったのだが。

　とはいえユリエの格好からして、一緒に風呂へ入る気満々なのが一目でわかるから状況に流されないようにしなくてはと誓ちかう。

　恥ずかしく、むず痒がゆく、けれどなんだかんだで気持ちのいいひとときは、ほどなくしてシャワーで背中を流して貰ったところで終わりを告げる。

「ありがとな、ユリエ。すげー気持ちよかった。後は浸つかるだけだから、もう──」

　ざざーっ。

「──？」

　一歩遅かった。

　俺が声を掛けるのと、ユリエが掛かけ湯ゆをするのはほぼ同時だった。

「イエ、ナンデモナイデス……」

　観念するしか他は無く、今度は俺がユリエの背中を洗う番に。

　俺にスポンジを手渡し、ユリエは体に巻きつけていたタオルを緩めて背中を晒さらす。

「……………………」

「……トール？」

「あ、ああ……」

　白いうなじや華きや奢しやな体つきを直視するのは気が引け、微妙に焦点を外しつつスポンジを動かし始めると──

「トール。優しくして頂けるのは嬉うれしいのですが、もう少し強くして頂いて大丈夫です」

　ユリエからの要望もあって、少しだけ力を籠こめる。

「これくらいでどうだ？」

「んっ……。気持ち、いいです。もっと、強くても……んぅっ……」

　向かいの鏡に映る表情は言葉どおり気持ちよさそうだ。

　少し強めに擦こすった際に漏らす吐と息いきが少々艶なまめかしく聞こえてしまい、こちらとしては居心地が大変よろしくないのだが。

　──と、ここで気づく。

　鏡に映るユリエだが、胸元を隠していたタオルが若干下に落ちていることに。

（っ!!）

　指摘してはいけない何かが見えてしまった。

　慌あわてて顔を逸そらすも、超化された動体視力はしっかりとそれを捉えていたのだった。

「ここ、これくらいかな。流すのは自分でやって貰もらうってことでいいよな……」

「ヤー。ありがとうございます」

　知らぬが仏──こくこくと頷うなずくユリエを背に、湯船に浸つかることにする。

　ユリエは俺から戻って来たスポンジで体を洗い始め、俺は煩ぼん悩のうを少しでも振り払おうと脳内で寿じゆ限げ無むを高速周回で唱え続けた。

　ほどなくして落ち着いた頃、ちゃぽんと音を立てて湯面に波は紋もんを広げつつ、ユリエも湯船に入ってくる。

　向き合うように腰を下ろすユリエだが、浴よく槽そうは決して広いわけじゃない。

　俺の足と足の間に座り込む形になり、当然ながら肌が密着するわけで。

「やはりお風呂は気持ちいいです。とてもリラックスできますね」

　同意を求められるも、こちらは絶賛緊張状態だ。

　せっかく落ち着いたというのに、またしてもさっきの鏡に移ったユリエの姿が脳裏に甦よみがえってきてしまう。

「──？」

　苦悩する俺に小首を傾かしげるユリエだが、腰よう部ぶに俺の足が当たっていることなどまるで気にした様子は無い。

「どうかしたのですか？」

「え、えーっと──そうだ！　どうも勘違いをしているようだから言っておくけど──」

　誤ご魔ま化かしも兼ねて、夕食時に考え事をしていた件──理事長のことも含めて三み國くに先生が口にした言葉を伝える。

「刻ときは近づいている、ですか……。そのようなことがあったのですね」

「ああ。そういうわけで、俺は落ち込んでなんかいないからな。だから心配しなくても大丈夫だぜ。……とはいえ気遣ってくれてありがとな」

「ヤー……」

　僅わずかに俯うつむいた後、顔を上げたユリエはどこか感心したような表情を向けてくる。

「それにしても、心配していたと気づかれていたのは驚きです」

　湯船の中でコケそうになった。

「ですが──」

　雪色の肌スノーホワイトに雫を伝わせながら、ユリエは微笑ほほえむ。

「甘えたいときがありましたら、いつでも言ってください。私が寂さびしいとき、トールはいつも甘えさせてくれましたので」

　胸がどきりとし、鼓こ動どうが速まる。

　ユリエの見せた優しい微笑みがあまりにも魅力的だったから。

「トール？」

　見み惚ほれて呆ほうけてしまった俺を不思議に思ったようで、どうかしたのかとユリエが顔を近づけてくる。

「あ……。ああ、そのときは頼む、な……」

　深紅の瞳ひとみの距離は毎度の如く近いため、俺はこの動どう悸きが聞こえてしまうのではと僅かに距離を離して顔を逸そらす──が、今回ばかりはこちらの態度を妙に思ったのか、ユリエはさらにずいっと前に詰め寄ってくる。

　じ────────────────────────────────────っ。

「「………………………」」

　先にこの状況に変化を求めたのは──俺だ。

「そ、そろそろあがるな。もう十分温まったしさ……！」

　緊張に耐えきれなくなり、ざばぁっと音を立てて立ち上がる。

「あ……」

　小さな口から漏れる小さな呟つぶやき。

「え……？」

　呟きに反応しつつ、俺はユリエが硬直かつ紅こう潮ちようしていると気づく。

　文字通りその目と鼻の先に、男性のシンボルがぶらんとしていることにも。

「うわぁあああああっっ!!」

　慌あわてて股こ間かんを両手で隠しつつ、浴よく槽そうから飛び出す。

　ユリエはというと、先刻までと変わらず硬直＆紅潮したままだ。

「……その、失礼、しました……」

「ヤ、ヤー……」

　背中を向けたまま謝罪すると、心ここに在あらずといった感じのか細い声が返ってくる。

　俺はそのまま風呂をあがることにしたのだが、浴室を出てドアを閉める直前ちらりと背後を見ると、ユリエはまだ同じ体勢で固まっていた。







　一時間ほどして、俺は夜空の下を一人で散歩していた。

　ユリエが風呂から上がってきた後、部屋の中に漂ただよう気まずい雰ふん囲い気きに居たたまれず『遅くなるようだったら先に寝てていいからな』と言い残して逃げ出したのだ。

（それにしても──）

　ぐるりと敷地内を一周し、寮の灯あかりが見えるところまで戻って来たところで、さっき浴室で目にしたものについて思い浮かべる。

　それはユリエの背中に刻きざまれた、痛ましい傷の痕あと──

　銀色の少女が《復讐者アヴエンジヤー》たらんとする呪いだ。

「同じ、か……」

　かつてユリエは言った。

『私もトールと同じ──《復讐者》です』

　自分も大切な人を目の前で殺されたのだと。

　必ずや復ふく讐しゆうを成なし遂とげると誓ちかったのだと。

　他の誰でもない、自分自身に。

　俺たちは同じ──だった。

　　あの日、二度と会うことの叶わぬはずの大切な存在が──

　音おと羽はが俺の前に再び現われるまでは。

　死した者は復讐など望んでいない──

　残された者に望むのは幸せな未来である──

　第三者が復讐を止めようとするときに口にする常じよう套とう句くだ。

　けれど渦か中ちゆうに在らぬ者の言葉にどれほどの重みがあるだろうか。

　故に復讐を止めるなど敵かなうはずもない。

　しかし奇跡の時間、その最期に音羽は俺に願った。

　幸せになって欲しい、と。

　音羽が想おもいを遺のこしてくれたことで、俺は思う。

　ユリエの父さんも、きっと同じ願いを抱いて亡くなったんじゃないだろうか、と。

　振り返り、夜空に向かってそびえ立つ時計塔を──かつてユリエと《絆双刃デユオ》を誓ちかった場所を、彼女を護まもると誓った場所を見上げる。

「復ふく讐しゆう、か……」

　憎にくしみの刃やいばを振り下ろした先には何があるのだろうか。

　死した者が残された者に望んだ未来はあるのだろうか。







　寮に戻るも消灯まではまだしばらくの時間があったため、俺はラウンジで過ごそうとそちらへ足を向けた。

　ラウンジには十数人の生徒の姿が在り、普段から付き合いのある顔がちらほらと見受けられ──

「あ、透とお流るくん」「九重ここのえくん、こんばんはー」

　特に仲のいい相手の一人であるみやびが、次いでその隣に座る吉き備び津つがこちらに気づく。

　そして二人の対面には橘たちばなが詰め将棋の本を片手に座っていたのだが、俺の名を耳にして顔を上げる。

「やあ、九重」

　軽く手を上げつつ挨拶を返し、みやびたちに何をしていたのかと話し掛けると──

「モモちゃんとこれを見てたんだよ」

　──と、テーブルに置いてあったハイティーン向けの雑誌を指す。

　開かれたページの見出しから、秋物服の特集記事を見ていたようだ。

「もう秋物なのか……」

　誌面に載る長なが袖そで姿の女の子を見て、早過ぎないかと思ってしまう。

　日ひ射ざしの強さはピークを越えたものの、それでも半袖で過ごす日は当分の間続くだろう。

「ふふっ、まだ暑いのにね」

　俺の反応を見てみやびが笑い、吉備津もうんうんと同意する。

「あ、そうだ。透流くん、今は時間あるかな？」

「ああ。消灯くらいまでここで時間潰そうかなと思ってさ」

「へー。ユリエちゃんと一緒じゃないなんて珍しいねー」

　ぎくり。

「ま、まあ《絆双刃》だからって常に一緒に居るわけじゃないしな」

「そっかー」

　吉備津はあっさり納得してくれたためそれ以上の追求は無く、ほっと胸を撫なで下ろす。

　だが──みやびがじっと俺の顔を見つめていた。

「み、みやび……？」

「あ……。よ、よかったら透とお流るくんに男の子としての意見を聞きたいなって」

　苦笑気味に雑誌を指すみやびは、どうやら話し掛けるタイミングを伺っていたようだ。

「構わないけど、俺の意見なんかで参考になるのか？」

「十分参考になるよ。自分で合うって思ってても、人から見たら変わるかなって」

「なるほどな。そういうことなら──」

「男の子の意見じゃなくて、九重ここのえくんの好みが訊ききたいんじゃないのー？」

「──っ!!　ちちち違うよっ、違うってばっ。モ、モモちゃんってば変なこと言い出さないで欲しいなって……！」

　赤面してみやびが慌あわて、その様子に「あやしいなー」と吉き備び津つがからかうように言う。

「と、ともかく、お願い出来るかな、透流くん……！」

「私のもお願いするねー。九重くんに選んで貰もらった服を買って、それを着てどきどきさせてあげるからー」

「──っ!?　モ、モモちゃんには月つき見み先生がいるんじゃないかなって……！」

　同性を勧すすめていいのだろうか。

　……まあ本人が幸せならそれはそれでいいのかもしれない。

「うんー。でも九重くんも好きだからー」

「ううう、そうだった……」

「それにー、せんせーから言われてることもあるしー」

　月見に何を言われたのかと、俺たちはその先を促す。

「えっとねー。可愛かわいい服を着てー、九重くんをデートに誘ってー、デート中にせんせーと合流してー、そうしたら九重くんが喜んで美お味いしいものを奢おごってくれるぞーって」

　ほわわーっとのんびりした雰ふん囲い気きで言う吉備津だが、俺とみやびは頭を抱えるばかりだ。

「あれー、みやびちゃんも九重くんもどーしたのー？」

「な、なあ、それって美び人じん局きよくってやつじゃないのか……」

「それは美人局つつもたせと読むのだぞ」

　橘たちばなから飛んできたツッコミに、穴があったら入りたくなった。

　それはともかく、音おと羽はの件を慮おもんぱかってくれてか最近月見が静かだなと思っていたら、ちゃっかり裏で邪悪な計画を進行しているとは。

（本当にろくでもないやつだ……）

　だがその計画には大きな穴──俺が吉備津と二人きりで出掛けることはないだろうという欠点があるので放っておいてもいいだろう。

　いや、そもそも──

「え、えっと、いいかな？　その、意見を聞かせて欲しいって話」

「あ、ああ。わかった」

　思考を中断するみやびの問い掛けに応え、二人が並んで座るソファの後ろ側から誌面を覗のぞき込もうとするも──

「橘たちばなは見ないのか？」

　ティーンズ誌ではなく、再び詰め将棋に視線を落とした橘に訊きいてみると、苦笑混じりの返事が来る。

「私には将棋こちらの方が性に合っているのでね。それに、服はみやびが選んでくれたもので事足りているさ」

「もっといろいろな服を着てもいいと思うんだけど……」

　少しばかり肩を落とし、ため息混じりにみやびが呟つぶやく。

　とはいえ無理強いも出来ず、俺たちは三人で雑誌を見始めた。

「えっと、これはどうかな？」

　様々な秋服を着た写真が並ぶ中、みやびはえんじ色のカーディガンを着た女の子を指す。

「可愛かわいいよね、これー」

「えーっと……」

　みやびと誌面の服を数度視線が往復し、頭の中で着ている姿を思い浮かべる。

「……たぶん可愛いとは思うけど、もうちょっと落ち着いた色の方が似合う気がするな」

「私はこれくらいの明るさならいいと思うけどなー」

「ふふっ。それじゃあ今後お店に行って、色違いも見てから考えてみるね」

　いきなり意見が真っ二つに割れるも、みやびは上う手まく間を取る。

　その後もこれはどうだ、デザインは好きだから色違いがあれば嬉うれしいなどと、盛り上がる二人へ俺なりに思ったことを伝えたりしつつページが捲めくられていく。

（……今の服、ユリエに似合いそうだな）

　途中、そんなことを考えつつも今はみやびと吉備津に意見を求められているからと口を挟まずにいたのだが──

　その二ページ先でみやびが白系の服を指し、俺に振ってくる。

「これってユリエちゃんに似合いそうだよね」

「ユリエにか……。そうだなぁ、似合うと思う。あと、それを言うなら二ページ前のやつも似合いそうかな」

　ユリエの姿を思い浮かべ、次いでさっき気になった服についても言う。

「きちんと気に掛けてるところはさすが《絆双刃デユオ》、だね……」

　微笑ほほえみを向けられ、「かもな」と笑って返す。

「それじゃあ、わたしも《絆双刃》として対抗してみようかな」

　そう言ってみやびは、白い服が載ったページの隣を今度は指す。

「この服、巴ともえちゃんに似合いそうだなって」

「私に……？」

　名を呼ばれ、顔を上げた橘たちばなの表情が困惑したものへと変わる。

「そ、そう言って貰もらえるのは嬉うれしいが、これは少々派手過ぎるのではないか？　それとスカートも短すぎやしないかと思うのだが……」

「制服と同じかちょっと短いくらいだと思うけど？」

「せ、制服は制服だからであって、私服となると話は別だろう」

　妙な理論を展開する橘を見て、続けて誌面に視線を動かし、再び橘へ戻して脳内シミュレートを開始する俺。

　その間も女子陣のやり取りは続いていく。

「巴ちゃんは美人でスタイルもいいのに、勿もつ体たいないなって思うんだけど」

「そ、そのようなことを言われてもだな……。武門の娘として、あまり浮かれた格好をするのは考え物であって──」

「んー、俺も似合うんじゃないかって思うけどなぁ……」

「キ、キミまで何を言い出すのだ」

「何って、似合いそうだと思ったからそう言ったまでだぞ」

「う……」

　俺がみやびの援えん護ご射撃をするとは想定していなかったようで、橘は二の句が継げないといった様子だ。

「私も似合うと思うし、せっかくだから今度お店に行ったら試着してみたらどーかなー？」

「うう……」

　三対一という状況に、さすがに橘もＮＯと言い辛づらいようだ。

「俺は見てみたいけどな。吉き備び津つの言うとおり、店に行って試着だけでもしたらどうだ？　気に入らなかったら買わなければいいだけだしさ」

「み、見たいなどと言われても、どうして私がキミに──」

　困ったような怒ったような──そんな表情で橘が何かを言い掛けたそのときだった。

　寮長がラウンジに顔を出し、あと十分で消灯になるから部屋に戻れと声を掛けてくる。

「タイムオーバーだな。もう少しで橘たちばなを丸め込めそうだったんだけどな」

「わ、私をからかっていたのかっ!?」

「半分な。だけど、見たいって思ったのも本当だぜ」

　目を丸くして口をぱくぱくさせる橘に笑いかけ、「わたしは本気だったんだけどな」とくすくす笑うみやびや頷うなずく吉き備び津つにおやすみと告げ、俺はフロントを去る──はずだった。

『マルス!!』

　突如、耳にその単語が飛び込んでさえこなければ。

　ぴくりと反応し、足が止まる。

　それはフロントに置かれたテレビから聞こえてきたものだった。

　全米が震しん撼かんしたあの飲み物がこの秋ついに上陸！

　──などといったフレーズとともに画面にＭａｌｕｓ＝Ｈｉｇｈという文字とジュースがでかでかと表示され、そいつを飲んだ人々が大興奮のあまり様々な動物に変身して街中を駆かけ回って大騒さわぎの様相を見せる。

　ようは新商品のＣＭで、俺はため息をつきつつ視線を外す。

（気にしすぎ、だな……）

　マルス──林りん檎ごの意を持つその言葉は、一ヶ月前の闘たたかいを思い起こさせる。

《６６６ザ・ビースト》の支配者たる《圜冥主コキユートス》──《第四圜ジユデツカ》のメドラウトとの闘いを。

　あいつは闘いの中で確かに口にした。

《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》──

　今の世界を破壊し、《力》がすべての世界に変えるという《６６６》の計画名だ。

　確かに俺たちはメドラウトに勝った。

　けれど、《６６６》そのものを滅ぼしたわけじゃない。

　組織にはまだ他の《圜冥主》が──俺の魔術の師であるユーゴが危険視する《第一圜カイナ》のクロヴィスがいまだ健在なのだから。

　だからこそ、やつらの計画──《禁忌ノ禍稟檎》とやらも、いまだ存続していると考えるべきだろう。

（聖祭の夜、か……）

　計画の決行日を指し示す言葉の意味は明らかだ。

　クリスマス──

　聖人の降誕を祝う祭典の日を、闇に蠢うごめく悪意は狙い定めている。

　そしてその悪意の中に、あいつの姿も在るはずだ。

　鳴なる皇かみさかき──音おと羽はの仇かたきの姿が、絶対に。





　　　　◇






『あたしはリーリス＝ブリストル。貴女あなたは？』

『……………………』

『ちょ、ちょっと!?　無視して寝ないでってば!!　淑しゆく女じよたる者、名乗られたら名乗り返すのが礼儀でしょ!?』







『あたしはリーリス＝ブリストル。貴女は？』

『……………………』

『……はぁ、また無視？　これで四度目だっていうのに。……まあいいわ、こうなったら何度だって来るわよ。こう見えてもあたし、結構しつこいのよ』

『…………もう十分に理わ解かっていますわ』







『あたしは──』

『七度も名乗られれば嫌でも憶おぼえますわ、リーリス＝ブリストル』

『あ……。ふふっ、ようやくあたしと話をする気になったってわけね♪』

『相手をしなければ、ゆっくりと午睡シエスタが取れないようですので』

『……だったら毎回薔薇園ここに来なければいいだけの話じゃない』

『何か言いまして？』

『いいえ、なーんにも。それより、あんたの名前を教えて貰もらえるかしら？』

『九十九つくも、朔さく夜や』







『起きた、朔夜？』

『今の状態が眠っているように思えるのでしたら、医者にかかることをお勧すすめしますわ』

『はいはい、わかったわ。お茶会の準備が出来てるから──』

『そのような時間はありませんと、先日確かにお伝えしましたけれど？』

『あら、この時間の休息は三十分くらいとってるって研究所の人に聞いたけど？　午睡で十分、往復の時間も長めに取って十分──さて、残った時間はどれくらいあるかしらね♪』

『……わかりましたわ。ただし、十分ですわよ』

『ええ、もちろん。さあ、サラ。お茶を朔さく夜やに淹いれてあげて頂戴♪』







『どう？』

『……どう、とは？』

『美お味いしいお茶を一緒に飲む時間っていうのも、割と悪くないんじゃないかしら？』

『付き合わなければ付き合うまでしつこく誘うでしょうに』

『もちろん♪　きっかけなんて些さ細さいなもの。重要なのは、まず新しい世界を知ること。そしてそれが当たり前になったとき、その世界が大切なものと思えるかどうかだもの』

『糖分の補給は疲労回復となりますわ。貴女あなたの茶会にお付き合いすることにより、研究所へ戻った後に摂せつ取しゆする手間を省いている──ただそれだけのことですの』

『ふぅん……。……その割に最近は随分とリラックスした表情を見せてるわよね♪』







『……何をしている、朔夜』

『お……祖じ父い、様さま……』

『これは月げつ心しん様。いつも祖父がお世話になって──』

『今は私が朔夜に質問をしているところだ。話があるのであれば、しばし後にして頂こう。……朔夜』

『お茶を、頂いていました……。と、糖分補給のために──』

『与えた時間を超過してまでか』

『……申し訳ありません』

『お前の存在意義を答えよ』

『《操焰ブレイズ》の名を継ぎ、神を創つくり出すことですわ』

『そうだ。そのためにお前は世界に生を得た。お前という存在全てはそれを成なし遂とげることだけに価値があるのだ』

『はい……』

『己おのれの価値を改めて認識出来たのであれば戻るぞ、朔夜。……それとリーリス嬢。今後二度と朔夜に無駄な刻ときを使わせないで頂きたい』

『……………………』

『リーリス＝ブリストル。今後研究所へいらしても、貴女あなたの茶会にお付き合いすることは敵かないませんと、今この場にて確かにお伝えしましたわ。それでは──ご機嫌よう』







　昊こう陵りよう学がく園えんは薔ば薇ら園えんの内に在る西洋風あずまやガゼボにて──

「……朔さく夜や様、時間です」

　数年前に《操焰ブレイズ》の名を継いだ《魔女デアボリカ》──九十九つくも朔夜は、彼女の護衛を務める三み國くにの呼び掛けで瞳ひとみを開ける。

　昨日、透とお流るが近くに居なければあわや怪け我がを負う寸前の出来事が起きたため、今日は少しでも疲労を取るため午睡シエスタの時間を設けたのだ。

　睡眠や食事を削れば疲労が蓄ちく積せきし、結果的に効率が悪くなる──

　朔夜自身そのようなことは百も承知で、それでも無理をおした理由があった。

　ひと月程前、《修羅會グラデイエイト》に幕が下りる直前──

　音おと羽はを失った透流が自失する中で、冥くらく、惺しずかな闇やみ色いろの瞳を持つ少年は朔夜に告げた。

『また会おう、《操焰の魔女ブレイズ・デアボリカ》。そう遠くない内に──終ついの刻ときの場で』

　そう遠くない未来──それは残された時間が限られているということに他ならない。

　そこへ辿たどり着かねば己おのれの存在意義は無い。

　故に無理を重ね、結果倒れた。

　しかしまだ終わってしまったわけではなく、時間は残されている。

　ただし、残されし時間がどれほどであるか朔夜も含め、近しい者が知るはずもない。

　なればこそ、朔夜は僅わずかながらだが研究に対する自身の姿勢を改める。

　倒れ伏す寸前の境界で踏ふみ留とどまりつつ、刻が訪れる日まで心を、体を、命を削る歩み方へと。

　狂気と言い換えてもいい執しゆう念ねんによって、《黎明の星紋ルキフル》を最高峰の領域へと至らすべく。

「……………………」

　目の前に置かれた珈琲コーヒーのカップを手に取り、朔夜は口に運ぶ。

　三國の用意した珈琲はかなり濃い目であり、大人でも顔をしかめるほどの苦さであったが、彼女は無表情のまま喉のどを動かす。

　苦くないわけではない。

　香りも、味も、わかる。

　ただ感じないだけだ。

　朔さく夜やにとって食事や睡眠とは、研究の時間を削らざるを得ない煩わしい事柄でしかないのだから。

　程なくして珈琲コーヒーを飲み干すと黒衣の少女は席を立ち、告げる。

「それでは参りますわよ──お祖父様の下へ」





■第二章『どんな結末かたちを望んでいるのかな』







　九月に入って迎えた最初の日曜日──

　タツとともにトレーニングルームで訓練を行い、昼近くに切り上げてきたのだが──

「透とお流るっ……！」

　部屋へ戻る途中、突如喜び交じりの明るい声で名を呼ばれる。

「なっ……!?」

　顔を向け、驚きとともに自分の目を疑う。

　視界に入ったのは寮長に連れられた集団の内一人で──

　見知った、そして懐かしさを覚える女の子だったからだ。

「い、伊い万ま里り……!?」

　かつて俺と昊こう陵りよう学がく園えん入学をかけて決闘を行い、後に南海の孤島で再会した少女がそこに居た。

　伊万里は寮長に「ご案内ありがとうございました！」と礼を述べ、「みんな先に行ってて」と集団（分校で見た憶おぼえのある顔だ）に伝えると、改めて此方こちらに向き直る。

「透流！」

　トレードマークのポニーテールを揺らし、片手を上げて真まっ直すぐ駆かけ寄って来ると──

　同じように手を上げて返したところに、ぱぁんっと小気味いい音を立ててハイタッチをした。

「あははっ、久しぶりねっ♪」

「あ、ああ、本当にな……」

　最後に顔を合わせた分校との合同合宿から一年以上が経たった。

　とはいえ今は懐かしさ以上に驚きの方が勝っているため、俺は呆あつ気けに取られたままだが。

『またね、透流』

『ああ。またな、伊万里』

　かつて伊万里と交かわした再会の誓ちかい──

　その約束がこうも突然に果たされ、驚くなと言う方が無理がある。

「ど、どうして本こ校こに？」

　タツともハイタッチで再会を祝う伊万里に訊たずねると、彼女はぴんと人差し指を立てた。

「ふふっ。研修よ、研修♪　今朝まで都内で警護の任務に参加してたのよ。それで、明日まで本こ校こでお世話になるの」

「へえ、研修か。懐かし──」

　とここまで口にして気づく。

「──ってことは、《Ⅲレベル３》になったのか！」

　かつて俺も通った道だが、昊こう陵りよう学がく園えんは《Ⅲ》に至ると同時に卒業資格を得られる。

　そのため在学中であっても護陵衛士エトナルクの任務に参加して研修を行うのだ。

「おめでとう、伊い万ま里り！」

　ぎゅっと彼女の手を両手で包み込んで祝う。

　護陵衛士になりたいと強く望む彼女と闘たたかったからこそ、資格を得られたという話は我がことのような嬉うれしさでいっぱいになる。

「あ……。う、うん、ありがと、透とお流る……」

　嬉しくも恥ずかしいというやつか、照れくさそうに伊万里は苦笑いを浮かべた。

「しかし研修かぁ……。やっぱり初めてとなると緊張しただろ？」

「あははっ、最初はね♪　だけど、その前に……離して貰もらっていい？」

「ん？　あ、悪い。痛かったか？」

「そ、そうじゃないけど……。はぁ……。気にしてるのはあたしだけ、ね……」

　何やら意味のわからないことを呟つぶやくと、伊万里は元の様子に戻って続きを話し始める。

「えっと研修だけど、今回で四度目だからさすがに慣れてきたし大丈夫だったわ」

　任せてとばかりに伊万里が胸を叩たたく。

「四度目!?　え？　もうそんなに研修に参加してるのか……!?」

「《Ⅲ》になったのは一年の三学期なの。透流が思ってるより頑張ってるんだから♪」

　てっきり二年の一学期末だと思っていたので、話になるほどと納得をする。

（本当に、俺が思ってる以上に頑張ってるんだな……）

　一年目の終了時点で《Ⅲ》に到達していたやつは本校でも数えるほどしかいなかったので、伊万里が分校でどれだけ心と体を鍛え上げたのかがよくわかる。

「さすがは分校のエースってところか」

「な、何よ、変な言い方しないでよね」

「ははっ。しばらく前に理事長がそう言ってたんだって」

　伊万里は口を尖とがらせるも、照れ隠しなのだと表情から察することが出来る。

「へぇ、あの理事長が──」

　──と伊万里が目を丸くしたところでタツの腹の虫が盛大に鳴いた。

　がははと笑い、腹が減ったから先に食堂へ行くぞとタツが去っていく。

「伊万里。ここで立ち話を続けるのも何だし、メシがまだなら一緒に食堂へ行かないか」

「そうね──って言いたいところだけど、せっかく明日までオフだからうんと羽を伸ばしてから分校むこうに戻りたいのよね♪」

　組んだ手を頭上にあげて伸びをする伊い万ま里りの言わんとすることを理解する。

　絶海の孤島に在る分校では、限られた娯楽しかないのだから。

「ようは遊びに出掛けたいってことだな？」

「そういうこと♪」

　俺の言葉に伊万里は爽さわやかな笑顔で返してくる。

「あのときの約束、果たして貰もらうわよ♪」







　寮を出て駅に向かうその途中──

「……なあ、伊万里。どうかしたのか？」

「…………別に」

　ぷくりと頰ほほを膨ふくらませたまま、先を歩く伊万里の背中に声を掛ける。

（うーん、どうしたもんかな……）

　こんな状況になったのは外出先を決めた直後だ。












　伊い万ま里りはこの辺りに詳しくないため行き先を一任されたので、定番だがあらもーどに決めさせてもらった。

　あらもーどに行けば、ユリエやみやびと合流出来る可能性が高い。

　今日はみやびや吉き備び津つと一緒にあらもーどへ行くのだと、午前中のトレーニング時にユリエたちから聞いていた。

　その話を伝えた直後から、伊万里の機嫌はご覧のとおりとなったのだ。

　ちなみに橘たちばなは別件で外出しているらしい。

　さて伊万里だが、ため息をつきながら何やら呟つぶやいている。

「はぁ……。もしかしたら少しくらい可能性あるかなぁって思ってたけど……」

「えーっと、他のところに行くか？」

「んー……。あらもーどでいいわ。ちょっとだけ残ってた未練に酷ひどいとどめの刺され方をされたけど、かえってすっきりしたから」

　振り返ると後ろ歩きをしながら意味不明なことを口にする伊万里。

　だがその表情は、言葉どおりに晴れやかなものへと変わっていた。

「とどめって何だ……？」

「透とお流るは気にしなくていいの。あたしだけがわかってればいい話だから」

「？？？」

　何が何だかわからないが、伊万里自身が納得しているのならいいとしよう。

　それからの伊万里は以前と何一つ変わらない明るさで接してくる。

　分校や研修であった話を聞かされ、本校であった話を訊きかれ──

　あらもーどに着くまでの間、会話は途切れることなく続いたのだった。

　もしもは無いとわかっていて、それでも思ってしまう。

　俺たちが《資格の儀》で闘たたかわなければ、こんな日常もあったのだろうか、と。







　あらもーどに着くと、まずは腹ごしらえと中華料理屋に向かう。

　店までの道中でユリエたちを見かけないかと周囲に気を配るも、残念ながらそれらしき姿を見つけることはできなかった。

「ここのニラ饅まん頭じゆう美う味まいんだぜ」

　店に入り、これまで何度か訪れた中で特にお気に入りの一品を炒飯チヤーハンとともに頼むと──

「……あのね、透流。女の子と一緒に食事をしに来て、いきなり匂いがきつい物を注文するのは、さすがにないんじゃない……？」

　呆あきれた物言いをされてしまい、申し訳無いと頭を下げる羽目になった。

「それとも、あたしは女の子だと思っていないってこと？」

「いやいやいや、そんなことないって。初めて会ったときに言っただろ、綺き麗れいだって。女の子じゃなかったら──」

　ぶふーっ。

　まるで毒霧の如く、伊い万ま里りはお冷やを吹いた。

「い、いきなり変なこと言い出さないでよっ」

「変って言われても……。あのときも今も、思ったことを言っただけだって」

「はぁ……。だからって、その感想であたしが妙な誤解をしたらどうするのよ……」

　顔を真っ赤にして怒鳴る（ただし周囲の客に配慮した声量だ）伊万里に対し、フォローを入れるも本日三回目のため息とともに、再び呆れた物言いをされる。

「妙？」

　直後、本日四度目にして最大級のため息を頂いた。

「……透とお流るがあたしに気があるんじゃないかって誤解するってこと」

「──っ！　そ、そういう意味で言ったんじゃないぞ……!?」

「わかってるわよ。あと、そんなに力強く否定されると、気が無いってわかってても傷つくんだけど」

　ジト目を向ける伊万里に対し、俺は謝罪と反省をするばかりだ。

　そうこうしている内に注文した品が運ばれてきたため、話はここまでと食事を楽しむことにした。

「ふぅ、美お味いしかったぁ♪」

　出て来た料理を平らげると、伊万里は満足したと一目でわかる笑顔を見せてくれる。

「そいつはよかった。これでさっきの件をチャラにしてくれると、俺としてはありがたいんだけどな」

「そうね。ニラ饅まん頭じゆうに免じて今回はチャラってことにしておくわ。でも、今後は気を付けなさいよ？　誤解させて気を持たせたら、その子に悪いでしょ」

　反論の余地無く、今後は自らの言動を注意しようと固く誓ちかうのだった。

　それからしばしの食休み後、伊万里の希望で服屋へ行こうという話になり、彼女は館内パンフレットで店名をチェックし始める。

「えーっと、こことここのお店に行きたいんだけど……。今場所を確認するから──」

「その二つなら、何度も行ったことあるし探さなくていいぜ」

「そうなんだ──誰と？」

「ユリエとな。あと、たまにみやびたちも一緒だな」

　あらもーどに来ると買い物をするしないに関わらず立ち寄ることが多いため、店舗の位置も名前も憶おぼえてしまったのだと説明をし、歩き出す。

　かつてリーリスが初めて俺たちに《焰牙ブレイズ》を見せた場所──南館と北館の境にあるハーバーストリートに出て、賑にぎわいの中を進みつつ立ち並ぶ店を説明していく。

「ここのケーキが美う味まくてさ。ユリエとよく寄ってるんだ。後で行こうぜ」

「ふふっ、楽しみね♪」

「あそこのバイキングは悪くないんだけど、ユリエが小食だからタツたちと来たときに入るようにしてるんだ」

「男の子はカロリー気にしなくていいから羨うらやましいわよねぇ……」

「そこのジェラートはみやびに薦すすめられて行ったけど、ユリエもすげー気に入ってたな」

「そ、そうなんだ。……ところで、ユリエとは二人で来たの？」

「ああ。それがどうかしたのか？」

「ううん……。えっと、みやびとは？」

「一緒に来たぞ。そのときはリーリスや橘たちばなも一緒だったけどな」

「へ、へぇ……」

　などといったやり取りを経て、目的の店に辿たどり着いたまではよかったのだが──

　じと───────────────────────────────────っ。

　よくユリエの服を買いに来る店に入ると、見知った女性店員が眉み間けんに皺しわを寄せて俺にジト目を向けてくる。

　伊い万ま里りはその視線に気づくことなく、やれこの服が可愛かわいい、こっちの服も捨てがたいと目移りしまくりの状態だ。

「ちょっと試着してくるわ。覗のぞかないでよね？」

「覗かないって！」

　こちらの反応を見て笑うと、伊万里は二つある試着室の片方に入っていく。

　もう片方は誰かが使用中のようで、ジト目店員とは別の店員が「お客様、きつくありませんか……？」などと何やら不安そうに話し掛けていた。

　そこへ──

「とーるさん、でしたよね？」

　さっきから俺に視線を向けていた店員が話し掛けてきた。

　初めて訪れたとき以降、毎回ユリエにいろんな服を着せて喜んでいる人だ。

「ど、どうも、いつもお世話になってます」

　何やら不穏なオーラを放つ店員に気け圧おされつつ、頭を下げる。

「いえいえ、いつも沢山お買い物をしてくださるので、お世話になっているのはこちらです──が、一つ訊きかせてください」

「は、はい……」

「マイラブリーエンジェル・ユリエちゃんとは別れたんですか……!?」

「ぶ────っ!?」

「……まさかとは思いますが、浮気じゃないですよね!?」

「ぶふぁ────っ!?　ちちち、違う！　浮気なんかじゃないですって！」

　そもそも付き合ってないという説明は諦めたそのとき、試着室のカーテンが開く。

　先に使用中だった試着室の方のカーテンが。

「ど、どうだろうか！　少々きつくはあるが、問題無く着れたと思うのだが……！」

　そう口にするのは長い黒髪を持つ少女──橘たちばなの姿がそこに在った。

　どうやら服の試着中のようだが──

（ん？　あの服ってどこかで見たような……）

「も、問題無いと仰おつしやられますが、どう見てもサイズがきつそうかと……。お客様はスタイルがとてもよろしいので、別のお洋服をお勧すすめさせて頂ければ……」

　女性店員Ｂ（便べん宜ぎ上そう呼ぶことにする）が申し訳なさそうに言うとおり、橘が着ている服はサイズが小さくかなりパツパツ状態で、今にも胸のボタンが弾はじけ飛びそうだった。

「だ、だが、この服はこちらのサイズ以外に無いのだろう？　無理を言ってすまないが、私はどうしてもこの服が欲しいのだ……！」

　言いながら橘は雑誌を手に取って誌面を指す。

　それは先日寮で見たティーンズ誌で、指した箇所はみやびが橘に似合いそうだと言い、俺も同意したあの服だった。

「橘、店員さんの言うとおりちょっと──いや、かなりサイズが合ってないと思うぞ」

「む？」

　──とこちらを見た橘は一瞬声を失う。

「…………。こ、こここ、ここの、え……？」

「よう。今日は一人で出掛けるって聞いてたけど、もしかしてその服を買いに来たのか？」

「──っ!!　ちち違うっ、これは、その、別の用事でたまたまこちらに、そうしたらこの服が目に止まってだな、キミたちがどうしても見たいなどと強く言ったからっ……!!」

（どうしてもとまでは言ってないような……）

　などと先日の会話を思い返していると、橘は顔を紅こう潮ちようさせてわたわたと両手を動かす。

　しかし、それがよくなかった。

　下手に動いたものだから、パツパツ状態の服が限界突破してしまう。

　ぶちっ!!　胸元のボタンが弾はじけ飛び、胸の膨ふくらみが解放された。

「あ……あ……あ……」

　直前よりもさらに紅こう潮ちようが増し、もはや真っ赤と言っても過言ではないレベルと化し──

「違う！　私は露ろ出しゆつ狂きようではないぞ!!　断じて違うのだ────っ!!」

　絶叫を店内に響かせるや反転し、全力で駆かけ出した橘たちばなはそのまま試着室に突っ込んだ。

「な、何!?　何があったの!?」

《星紋アスター》を浮かび上がらせ、何事かと伊い万ま里りが隣の試着室から飛び出してくる。

「伊万里っ、服、服──っ!!」

「え……？　っきゃあぁあああああ────────っ!!」

　下着姿であることを指摘すると、伊万里は悲鳴を上げてその場に座り込む。

　突然の騒さわぎに店内は勿もち論ろんのこと、付近の客や別店舗の店員まで野や次じ馬うまに集まり、その中にはなんとユリエたちの姿もあったのだった。












　あの後、店内は大騒ぎになった。

　謝罪と弁べん償しようを終えた今は、伊い万ま里りにケーキを奢おごる予定だった店──スイーツシャングリラに場を移したわけだが。

「くぁ──っはっはっは!!　リアルであんなの見る機会二度とねーぞ!!　壁にめり込むってテメーはギャグマンガかっつーの!!」

「う、うう……。一生の不覚……」

　月つき見みは転倒するんじゃないかというほど椅子を傾け、肩を落とす橘を指して大笑いする。

　……あ、コケた。

「そ、それにしても驚いたな。まさか伊万里ちゃんがこっちに来てるなんて」

　気を遣ったみやびが話題を変えようとするも──

「ぶはははははははっ、めり込む委員長っ、ふひゃひゃひゃひゃっっ!!」

　床に転がって尚なお笑い続ける月見がそれを許さない。

「他のお客さんに迷惑だから静かにしろっての」

「ふはっ、くひひっ、だってよ、あの姿、お前だって忘れらんねーだろーが……！　それともあれか、永なが倉くらのエロ画像を脳内に焼き付ける方が大事だったか、んんっ？」

「……誰だ、こいつを連れて来たのは」

「私だよー」

　嘆息する俺に、手をあげてほんわかと答えたのは吉き備び津つだ。

「まさかこんなことになるなんて思わなかったから……」

　苦笑いをするみやびに、「私もです」とユリエがこくこくと頷うなずき同意する。

「不幸な事故と思うしかない、か……」

　事故の当事者二人はというと揃そろって顔を赤くしていた。

「はあ、酷ひどい目にあったわ……」

「ううう、面めん目もくない……」

「あー……。事情が事情だし巴ともえは気にしなくていいわ。透とお流るに責任を取って貰もらうつもりだしね。乙女の恥ずかしい姿を見たんだし……」

「俺にどんな責任を取れって言うんだ……!?」

　ジト目で矛ほこ先さきを向けてきた伊万里に問うも、嫌な予感しかしない。

「男としての責任って言ったら一つしかないでしょ？」

「ま、待って伊万里ちゃん……！　い、いくら何でもそこまでの責任を取らせるのはどうかなって…！」

　慌あわてるみやびを伊万里はじっと無言で見つめ──

「ぷっ♪　あはははっ。冗談よ、みやび。あれくらいで責任なんて言い出したら重すぎるってば。それにあたしはイス取りゲームに参加する気は元から無いわよ」

「い、伊い万ま里りちゃーん……」

　からかわれたと知り、みやびはがっくりと肩を落としつつもどこか安あん堵どした表情を浮かべていたのだが──内心、俺もちょっと安堵していたのは秘密だ。

　そこにユリエが、くいくいっと袖を引いてくる。

「トール。男としての責任の取り方とはどのようなことでしょう？」

「結婚しろって意味だな」

「……………………」

　俺の返答に、ユリエはしばし考え込む。

「伊万里はトールと結婚をしたいのですか？」

　その質問に、伊万里だけじゃなくみやびも、ついでに俺もがくっとコケた。

「そ、それは冗談だってば。それにその話はもう終わってるんだけど……」

「……そうでしたか」

　俺たちは再びコケた。

「ま、まあみんなが変わってなくて安心したわ。それじゃあそろそろ──って、ほーら、巴ともえももう気を取り直しなさいって」

　苦笑しながら橘たちばなの背中を軽く叩たたくと、伊万里はジュースの入ったグラスをかざす。

「再会を祝して、かんぱーい♪」

　俺たちもそれに倣ならってグラスを手に取り、ぶつけ合って小気味いい音を響かせる。

　晩ばん夏かに再会した少女は、まるで爽さわやかな薫くん風ぷうのようだった。

《修羅會グラデイエイト》を境に変わってしまった日常は常にどこか沈んだ空気が漂ただよっていたが、この日はみんながたっぷりと笑い、心から楽しいと思える時間を久しぶりに過ごさせて貰もらった。

　けれど──

　永なが倉くら伊万里という風も、新たな変化の兆きざしであったのだとこの時点では誰一人として知る由はなかった。





　　　　◇






　夜を迎え、伊万里はあてがわれた部屋ではなく、みやびと巴の部屋に訪れていた。

　部屋にはユリエと吉き備び津つ桃ももも遊びに来ており、昼間だけでは語りきれなかったこの一年間に起きた様々な出来事の話題に花を咲かせていた。

　年頃の女の子らしく流行について話したり、訓練や任務で起きた出来事など昊こう陵りよう学がく園えん生らしいものなど話の内容はまさに多種多様である。

　話し手は次々と移り変わり、今は伊い万ま里りが自身の体験した出来事を語っているところだ。

「──って感じでトラブル一つなく終わったのよね。それにしても景色がすっごく綺き麗れいなところだったわ……。いつかプライベートでもう一度行こうって決めたくらいに、ね」

「それほどの絶景でしたか」

　世界的に有名な女優のお忍しのび旅行の護衛が伊万里の初研修任務だった。

　その際に訪れた有名な観光地がどれ程の絶景であったかを語られ、ユリエならずとも一同は興味津々となる。

「あれは見ないと損よ。テレビやネットの画像を見て行ったつもりになんかなったら本当に勿もつ体たいないから。機会があったら──ううん、機会を作って行くことを薦すすめるわ。……もちろん、誰かと一緒にね」

　誰か──

　その言葉が指す意味は明らかだ。

　大切な人、つまりは恋人とともに行くべきだと伊万里は言っているのだ。

　最初に反応したのは桃ももだった。

「だったらせんせーと一緒に行ってみたいなー」

「……わ、わたしは──透とお流るくんと、かな……」

　うっとりと夢を見るかのような表情で言う桃に続き、みやびも恥ずかしそうに告げ、透流の名を耳にしていまだ自身の思し慕ぼに無自覚ながらも巴ともえは胸がどきりと反応する。

　そして──

「……私もトールと一緒に行ってみたいです」

　ユリエもまた、透流の名を口にした。

「と、透流となの……？」

「ヤー。《絆双刃デユオ》はいつも一緒ですので」

　恐る恐る訊たずねる伊万里に対し、ユリエはいつもどおりに返す。

「あはは、だよね……」

「──？」

　やっぱりと伊万里が、巴と桃も苦笑いを浮かべたのだが──

　みやびだけは違った。

　しばし沈黙したまま、視線を膝ひざの上に置いた手に落とす。

「でも──」

　手をぎゅっと握り、みやびは続けた。

「……いくら《絆双刃デユオ》でも、いつまでも一緒ってわけにはいかない、よね……」

「みやび……？」

　どういった意味であろうかと小首を傾かしげるユリエに、みやびは自ら踏ふみ込んだにも関わらず僅わずかに躊躇ためらう。

　けれど、さらに踏み込む。

「《絆双刃》は昊こう陵りようの制度だから……。護陵衛士エトナルクになってもパートナーを組んでいる人たちも居るって聞くけど、それでもずっとっていうのは違うんじゃないかなって……」

　口にしてしまったことへの後悔を滲にじませつつ、それでもみやびは言葉を続ける。

「お互いに信頼して、高め合えて、一緒に笑って、泣いて──《絆双刃》って、すごくいいパートナー制度だよね。わたしも巴ともえちゃんと《絆双刃》を組めて、心からよかったっていつも思ってる。……でもね──」

　一拍置き、みやびは告げる。

　自らの告げる言葉が変化をもたらすと理解していて、尚なお。

「どれだけ強い絆きずなを育んでも、《絆双刃》は人生における伴侶パートナーとは違うかなって……」

「人生、の……」

「う、うん……。透とお流るくんと──け、結婚、する人って意味、だよ……」

　顔を上げずとも、みやびは全員の視線が自身に集まっていると感じ取っていた。

　場の和なごやかで楽しい雰ふん囲い気きを壊していると自覚し、それでも言わずにはいられなかった。

「きっと、ね……。今なら透流くんはユリエちゃんと一緒に行こうって思ってくれるんじゃないかな。……でも、いつかは誰よりも大切な、一緒に人生を歩んでくれる人と一緒に行きたいって思っちゃうかもしれないんだよ……？」

　透流と人生を歩む伴はん侶りよとなる相手は自分だ、などとみやびは言わない。

　どれほど好きという想おもいが強くあろうとも、透流が同じように思ってくれるとは限らないのだと身をもって知っているからだ。

「さっきも言ったけど、わたしは透流くんといつか一緒に行きたいって思ってる……」

　顔を上げ、みやびはユリエを見る。

　普段はほとんど感情の機き微びを見せないユリエではあるが、さすがに戸と惑まどいの色を浮かべながらにみやびをじっと見つめ返していた。

「ユリエちゃんは透流くんとの未来に、どんな結末かたちを望んでいるのかな……？」

「……どんな結末と言われても、私にとってトールはパパのような──」

「お父さんじゃ、ないよ」

　小さくだが首を振り、みやびはユリエが告げようとした言葉を否定する。

「たとえユリエちゃんがどんなにお父さんのように思ってても──」

　みやびはどこか寂さびしげに続きを述べる。

「透とお流るくんが、ユリエちゃんのことを自分の娘のように思ってるとは限らないんじゃないかな……」

「……………………」

　ユリエは答えられなかった。

　これまで透流は言葉で、態度で、行動で、自分ユリエのことを大切なのだと伝えてきてくれた。

　寂しいとき、辛つらいときには誰よりも傍そばに居て、甘えさせてくれた。

　亡き父親のように、温かく包み込んでくれた。

　だが透流は亡き父親ではないと、ユリエもわかっている。

　自分がどのように思われているのか、これまで考えなかったわけではない──ないのだが、透流が伝えてくれた言葉で満足してしまっていたのだ。

　誰にも代わることが出来ない大切な《絆双刃デユオ》だ、という言葉に。

「「……………………」」

　ユリエも、みやびも、他の皆も──

　誰一人として口を開かぬまま、時計の針だけが刻きざまれていく。

　重苦しい雰ふん囲い気きはしばし続き、程なくしてこの沈黙を作り出してしまったみやび自身が断ち切る。

「ご、ごめんね、突然変なことを言い出しちゃって」

　場の雰囲気を変えてしまった自らの発言を謝罪し、みやびは立ち上がる。

「ちょ、ちょっとラウンジに行ってくるね。ティーバッグが少なくなってきてるから……。その、本当に、ごめんね……」

　最後にもう一度謝罪し、みやびは早足で部屋を出て行った。

　振り返ることなく廊下に出たみやびの背後で扉が閉まる。

　扉にもたれ掛かり、小さなため息をつくと少女は呟つぶやく。

「透流くんは──一人の男の子なんだよ」







　ティーバッグの数など方ほう便べんだった。

　みやびは部屋を出る口実が欲しかっただけだ。

（みんなには悪いことしちゃったな……）

　いつか、どこかで言わなくてはならない──

　かねてから考えていたことではあるが、何も伊い万ま里りと再会の喜びを分かち合っている場で口にすべきではなかったと、少女は改めて自責の念に苛さいなまされていた。

「……みやびっ」

　力無く歩を進め、階段を下りようとしたところで声を掛けたのは、彼女と《絆双刃デユオ》を組む少女──ではなく、ポニーテールを揺らして駆かけ寄ってきた伊万里だった。

「伊万里ちゃん……」

　言うまでもなく、巴ともえはみやびの後を追おうとはした。

　しかし伊万里がこういった案件は自分の方が向いているといった思いから巴を止め、代わりに追って来たのだ。

「あたしも一緒に行くわ」

「え……？　で、でもティーバッグなんて一人でも──」

「そんな噓うそ、誰も信じちゃいないわよ」

　口実だとわかっているとあっさり断じられ、みやびはやっぱりと眉まゆを寄せる。

「まあ、とりあえず行きましょっか」

　ぽんと背中を叩たたかれ、みやびは戸と惑まどいつつも頷うなずき、二人は肩を並べて階段を下り始めた。

「さっきも言ったけど、ごめんね。せっかく伊万里ちゃんと久しぶりに会えたって日に、あんなことを言い出して……」

「謝るくらいなら最初から言わないの」

「う……」

「でも──きっと、いつかは誰かが言わなくちゃいけなかったことなのよね。たまたまその役目を担ったのがみやびで、伝えたのが今だったってだけで」

　伊万里に責めるつもりは無く、口調からみやびもその意を汲くみ取とる。

「リーリスさんならもっと上う手まく言えたんじゃないかなって思うんだけどね……」

　リーリスとトラの件について、既に伊万里は知っている。

　日中のあらもーどにて、みやびたちと合流した際にリーリスの姿が見えなかったことから今日は一緒ではないかと訊たずね、現在学園を離れていると聞かされていた。

「そうかもしれないわね。リーリスは空気を読むの上手そうだし」

「うん……」

　自虐めいたみやびの発言を、伊万里はあえて否定せずに答えた。

　慰めはときに否定するよりも傷を抉えぐると知っているからだ。

　みやびは自ら口にしたことでありながらも傷つく。

　けれどそれでも、慰められるより遥はるかにマシだった。

　罰を受ける──傷付けられることで、少しばかりだが救われる場合もあるのだ。

　階段を下り終えると、二人は消灯時刻が近づいているため人影がまばらなラウンジに入って行く。

「でもさ、みやび。……本当によかったの？」

「何が？」

　ティーバッグを選び終え、ラウンジを出ようとしたとき──

　伊い万ま里りは確認とも取れる質問をみやびに投げ掛けた。

「ユリエにあんなこと言っちゃってって意味。女の子としての意識をさせたら、とんでもなく最強のライバルになると思うわよ？」

　そうだね、とみやびは言い、でも──と続ける。

「それでも、いいの。どんな結末になっても、それは透とお流るくんが選んだことだから……。もちろん、そのとき隣に居るのがわたしだったらいいなあって思ってるけどね」

　みやびが笑みを見せる。

　それはどこか寂さびしそうなものであると伊万里は感じた。

（敵かなわないなぁ……。あたしだったらそんな風に思えないし、実行に移すなんてもっと無理な話よね……）

　小さくため息をつき、伊万里は笑みを向ける少女に心から尊敬の念を抱く。

　そしてその思いのすべてをただ一言に込め、伝えた。

「ふぁいと、みやびっ」





■幕間劇『貴様のライバルに』







　黒塗りの高級車が街中を進んで行く。

　運転手を務める十代半ばの少女は、バックミラーを一いち瞥べつする。

　そこには後部座席に座る二人の男女の姿が映っていた。

　一人は彼女の主たる黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女であり、もう一人は東洋人の少年であった。

　少女──リーリス＝ブリストルは緊張した面持ちで、彼女が普段見せる太陽のような笑顔はどこにも見えない。

　少年──虎とら崎さき葵あおい、周囲の友人達からはトラと呼ばれる彼は、隣に座る黄金の少女に声を掛けるでもなく、ただ無言のまま車外を流れていく景色を見つめていた。

　後方へ流れゆく景色は近代的な建物だけではなく、昔ながらの──百年は前からのものではないかと思わせるような歴史を感じさせるデザインのものも多い。

　ただ、それらはすべて洋式のものであり、和を感じさせるようなものは一つとして無い。

　街中を歩く人々も様々な人種はあれど、東洋人の姿は少ない。

　居たとしても、そのほとんどは見るからに観光客といった様相だ。

　そう、此こ処こは日本ではなく、海の遥はるか先に在る遠国──イギリスだった。

　彼らがどのような理由をもってして海を渡り、リーリスの母国に姿が在るのかについては後ほど語るとして、トラは街中の景色が流れゆく様に昔を思い出していた。

　かつて、今と同じように車の中から無言のまま外を見続けていた頃のことを。







　第二次世界大戦以前、虎崎家は海軍用航空機の製造に関わる会社を経営しており、そうした流れから現在は航空宇宙技術開発事業を営んでいる。

　その虎崎家の男子として生を受けた葵は、後継ぎとなる嫡ちやく男なんではないにせよ、将来的に会社を支える人物と成るべく、幼少時より様々な教育を施されていた。

　それは同世代の少年少女とはまったく違う生活であった。

　朝から晩まで決められたスケジュールの中で多くの事柄を学ぶ──

　当然の如く自由に遊ぶなどといった時間があるはずもなく、子供らしさとは縁遠い日々を送り続けていた。

　葵は所謂いわゆる名門校に部類される小学校に通っていたのだが、そのような生活を送っていたため友人と呼べるような相手は誰一人としていなかった。

　また、本人も友人という対等な存在を求めていなかったという点も理由の一つだ。

　だが──

　あるとき、変化のきっかけが訪れる。

　小学校の登下校は車であり、普段は無言のまま車外を流れゆく景色を目に映していながら見てはいなかった。

　それはふとした偶然だった。

　たまたま引っ掛かった渋じゆう滞たいにより、しばし外の景色は流れずに留とどまる。

　窓の向こうには格闘技ジムが在り、中ではスパーリングを行っている様子が目に映る。

　とはいえ葵あおいの瞳ひとみは普段と変わらずその光景をただ映すばかりで、見てはいない。

　──その瞬と間きまでは。

　小柄な男があきらかに大きな相手を吹き飛ばす様に、葵の瞳が大きく見開かれた。

　学業もスポーツも同学年ではトップクラスであった葵だが、小柄な体格故に身長差が物を言う競技ばかりはその限りではなかった。

　身長差があるのだから仕方ない──

　体格の差による敗因に対し、幾度となく自分に言い聞かせて悔しさを封じ続けてきた。

　しかし、このとき目の前で起きた勝敗は、自分のよく知る現実とは違う結果であった。

　小柄な男が勝利を収めた様に、いつの間にか少年は両の拳こぶしを固く握り込んでいた。

　実際にはスパーリングを行っていた二人は同階級であり、ただ身長に大きな開きがあっただけなのだが、遠間で見ている葵にはわかりようもない。

　小が大を倒す──結果だけがすべてであった。

　強くなれば自分も体格の差を覆くつがえせるのではないか──

　少年の心にそのような思いが芽生えたのは、先の結果を見た後では必然と言えよう。

　疑問は葵の中に欲求を生む。

　強くなりたい、と。

　やがて車が動き出した後、少年は運転手を務める老紳士に話し掛ける。

「……寺てら尾お」

「どうかしましたか、坊ちゃま」

「格闘技を学びたい──などと僕が言い出したら、お前は笑うか？」

「いいえ、良きことかと」

　長年虎とら崎さき家に仕える寺尾は、少年の問いとは別の意味合いで仄ほのかに笑む。

　彼が知る限り、少年が自身の望みを口にしたのは初めてとなる。

　これまでは父親や教育係に言われるがまま、用意されたカリキュラムを黙々とこなすだけであった少年が、だ。

　故に呆あきれるはずはなく、むしろ喜びを嚙かみ締しめながら、少年の望みが叶かなうよう少なからず力になろうと老人は誓ちかう。

　この夜、少年は父に武術を学びたいと嘆たん願がんする。

　身を護まもるための術ではなく闘たたかうための武を学びたいという息子の望みに対し、少年の父は当初聞く耳すら持たなかった。

　武などという個の強さなど、現代社会においてほぼ意味を成さないと知っているからだ。

　だが、この日から幾度となく少年は訴え続けた。

　それは少年が初めて見せた熱意であり、その思いは頑かたくなな父の心にもやがて届く。

「好きにしろ。ただし他の学び事に悪影響を及ぼすようなら即刻終わりとする」

　父の言葉に少年は感謝を伝えるとともに頭を下げた。

　許可の裏には、押し付けるばかりではなく坊ちゃまの望みを叶えてはどうか、私が若い頃は世界を巡り腕うでっ節ぷし一つで乗り切らねばならぬことが多々あった──

　などと、葵あおいの父と顔を合わせる度に言い続けた寺尾老人の密ひそかな後押しもあったのだが、それは少年の知る由もなきことだ。

　かくして虎とら崎さき葵はある武術道場の門を叩くこととなる。

　男から学んだ流派の名は、一いつ鬥とう流──

　葵の師となった男は、透とお流るたちの兄弟子に当たる人物だった。







　葵が一鬥流柔剣術を学び初めて一年近くが過ぎ、葵はめきめきと腕を上げていた。

　それこそ近隣の様々な道場──空手や柔道、日本拳法など──へ出で稽げい古こに赴き、同年代を相手の手合わせで引けを取らないどころか大半は勝利を収める程に。

　そのような折、葵は一鬥流の宗家が行う山やま籠ごもり合宿に参加することとなった。

　合宿そのものに興味を抱いたのも確かだが、何より宗家の次期師し範はん──神童と称される同い年の少年がいると聞かされたことが参加の決め手だった。

　どれ程の腕なのか、今の自分がどこまで通用するのか──

　そういった思いが、後に葵の運命を大きく変えることになる出で逢あいへと導く。

「俺は九重ここのえ透流だ。五日間よろしくなっ」

「……貴様が鳴なる皇かみさかきか。僕は虎崎葵──噂うわさの神童とやらの実力、この合宿で見せて貰もらうぞ」

　初日、合宿が行われる山奥の寺を訪れるなり、葵は先に到着していた同世代の少年から自己紹介の名乗りとともに手を差し出された。

　──が、葵あおいはその手を無視し、隣に立つもう一人の少年へと話し掛ける。

　一いつ鬥とう流の次期師し範はんとされる少年──鳴なる皇かみさかきは苦笑いを浮かべるも、そこへ透とお流るが二人の間に割り入ってくる。

「こいつは俺がぶっ倒すって約束をしてあるんでね。どうしても闘やりたいって言うなら、まず俺を倒してからにするんだな」

「お兄ちゃん、それっていかにも負ける人のセリフって感じだよ……」

　少年たちよりも二、三は年下と思われる少女──音おと羽はがため息をつき、「そいつの言うとおりだ──が、いいだろう。貴様に身の程を教えてやる」と葵は冷然と言う。

　少年達のやり取りを見ていた師範代や葵の師は止めることなく、むしろ面白そうだと盛り上がり、葵と透流の仕し合あいをセッティングする。

　結果から言えば、透流の勝利に終わった。

　終始葵が攻め続けて優勢ではあったものの、透流が一瞬の隙すきを突いて放った拳こぶしがそのまま決定打となったのだ。

　失神してしまった葵だが、ややあってひやりとした感覚に目を覚ます。

　音羽に膝ひざ枕まくらをして貰もらっている状態で、山の湧わき水を絞しぼった布を額に乗せられたのだ。

「な、何をする……！」












　自身の置かれた状況を理解するや、気恥ずかしさから怒鳴り体を起こす葵あおい。

　しかしダメージがまだ抜けきっていなかったため、目眩めまいでふらついてしまう。

「葵ちゃん、もっと休んでいないとダメっ……！」

　音おと羽はは無む理り矢や理り葵を寝かせると、再び膝枕をする。

　しかも肩を押さえつけられたため、葵は起き上がりたくとも出来ない状態となる。

「今はゆっくり休んでね、葵ちゃん」

「……葵ちゃんはやめろ。女じゃないんだぞ」

「あ、ごめんね。……んっと、それじゃあ──虎とら崎さきだからトラちゃんって呼ぶね♪」

「……………………」

　そういう意味じゃないと葵は思うも、向けられた屈くつ託たくのない笑顔に何を言っても無駄だと諦める。

「……僕は負けたのか」

「うん。お兄ちゃん強かったでしょ？」

「……ふんっ。次は僕が勝つ」

「いいや、俺が勝つね」

　横から声が聞こえてきて、ここで初めて葵は透とお流るが隣で寝転がっていると気づく。

「何をしているんだ、貴様は」

「こいつに負けてノビてたんだよ……」

　透流は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべ、音羽の傍で申し訳なさそうな笑みを浮かべるさかきを指す

　透流は葵に勝利を収めるや間を置かずに挑戦するも、完敗を喫きつしたのであった。

「ふん、無様だな」

「ははっ、お互い様だ」

　葵の皮肉に、透流は笑顔で返すと拳こぶしを突き出してくる。

　寝転がっているというのもあるが、最初の握あく手しゆとは違い、拳を。

「よろしくな、葵──っと、名前は嫌なんだっけか。じゃあ俺もトラって呼ばせて貰もらうぜ。よろしくな、トラ！」

「……勝手にしろ。それと言っておくが、さっきの仕し合あいだけで僕に勝ったと思うなよ？　確かに負けはしたが、内容的にはほとんど僕が勝っていたんだからな」

　突き出された拳をまたしても無視し、先の仕合の勝敗について葵──トラは言い放つ。

「うーん、確かにそうなんだよなぁ……。最後のあれは一か八かが当たっただけだし……」

「なっ……？」

　透流が素直に認める様に、負け惜しみを口にしたトラは目を丸くする。

「よしっ。次こそもっとスカッと勝つから、また勝負しようぜ、トラ！」

（何なんだ、こいつは……）

　歯を見せて再戦を申し出る透とお流るに対し、少年は戸と惑まどうばかりだった。

「トラ？」

「……つ、次は絶対に僕が勝つ!!」

　吐き捨てるように言うと、トラは透流から顔を背ける。

　結局──

　このとき、二人の拳こぶしが打ち合わされることはなかった。







　再戦の時が訪れたのは、合宿二日目の夜だった。

　二人が熱望したこともあり、一日の締しめ括くくりの組手を終えた後に場が設けられたのだ。

　仕合が始まり、初日と同様に手数と速さで勝るトラが前半から優勢に立つ。

　だが、中盤辺りで透流の動きが昨日とは違うと気づく。

　昨日はトラの動きについていくのがやっとであった透流が、全てではないにせよ攻撃を捌さばき始めたのだ。

（バカな!?　昨日より速──違う！　まさかこいつ、僕の動きを読んで……!?）

　コンビネーションからの下段蹴りをがっしりと受けられ、透流が踏ふみ込んでくる。

（──っ!!　しまっ……!!）

　動揺は焦燥を生み、焦燥は隙すきを生む。

　直後、透流の放った回し蹴りをまともに喰くらい、勝敗は決した。

「……大丈夫、トラちゃん？」

「ぐ、くっ……。僕は……また……」

　同じ相手に続けての敗北、加えて二日連続で年下の少女の膝ひざ枕まくらに世話になるという状況に、トラは二重の屈くつ辱じよくを感じ歯を軋きしませた。

「トラ、大丈夫か？」「吐き気や頭痛はないかな？」

　傍かたわらに立っていた透流とさかきに声を掛けられたことで、師や兄弟子たちが自身を囲んで様子を窺うかがう様から、改めて自身が敗北したのだと少年に知らしめてくる。

「……ふん、でかい口を叩たたいた挙げ句に二日連続でこの様だ。心配などするよりも嗤わらったらどうだ」

「そんなことしないっての……」

　呆あきれる透流、苦笑する、トラの師に至っては減らず口を叩けるなら十分だと言い残し、夕食が用意されている部屋へ行ってしまう。

「お兄ちゃんたちは先に行ってていいよ。私はもう少しトラちゃんが休んだら行くから」

　そう告げる音おと羽はは、トラの肩を昨日と同様に押さえていた。

　言い出したら聞かないと透とお流るとさかきは勿もち論ろん、トラも何となく察していたためこの場は皆が言うとおりにしようと意志が一致する。

「それじゃあ先に行ってるけど──なあ、トラ。大きなお世話かもしれないけど、最後にローキックを出すコンビネーションな。最初に出す二発の攻撃が必ずスピード重視になってて重くないから、ローがバレバレになってるぜ」

「──っ!?」

　トラのコンビネーションはほとんどが三から五発の組み合わせとなっており、ローキックを最後に放つ際は他の攻撃を速度重視で放っていた。

　透流は二回の仕し合あいどちらも守勢に回ることが多かったからこそその癖くせに気づき、今日の勝利に繫つなげたのだ。

「ば、バカか、貴様は！　どうして僕に欠点とも言える癖を伝える必要がある……!?」

「え？　だって癖を直せばもっと強くなるだろ？　そしたら闘たたかうのが今まで以上にすげー面白くなるじゃんか」

　あっけらかんと答える透流に、トラは啞あ然ぜんとするばかりだった。

　気持ちはわかるよ、といった意味合いを含めた苦笑を浮かべるは、透流とともに食事に向かおうとし──

「きーくんっ。あのね、トラちゃんのことが心配なんだ……」

「うん。看みててあげてね」

　懸念する音羽に、は静かに笑むと既に食事に向かった透流の後を追って出た。

「……九重ここのえ妹。お前の兄はバカなのか？」

「あははっ、私もバカだと思う。でも、真まっ直すぐなバカって感じだから、だいたいのことは許せちゃうんだよね♪」

「真っ直ぐ、か……。ただ子供っぽいだけだと僕は思うがな」

「ふふっ、そうかも♪」

　屈くつ託たくなく笑う少女に、少年はペースが乱れるなと内心で思う。

　そのような二人の様子を、物もの陰かげから見守る人影があった。

（誤解はしないけど──心配ではあるんだよね）

　トラに笑顔を向ける音羽を見つめながら、は声に出さずため息をついた。







　合宿三日目──この日も締しめ括くくりの組手後にトラと透とお流るの仕し合あいが行われた。

　先の二戦同様、三度目の対戦もまたトラが手数と速さで優勢に立つ中──

　昨日、透流が指摘した目め眩くらましを目的とした、速さのみの連携をトラが繰り出す。

　締めの一撃も変わらず強いローキックだったため、透流はしっかりと防ぎきる。

（癖くせで出したのか？　……いや、トラこいつの性格からすると忠告を聞く気は無いってところか）

　たった三日であろうと、共に長時間の鍛たん錬れんをこなしていれば大まかな性格くらいは見えてくるものだ。

　元からの我の強さだけではなく、連敗しているとあって自分に対しては特に対抗意識が強いと透流は感じていた。

（相手の忠告は聞かない──それもお前の選んだ道だ!!　容赦なく叩たたかせて貰もらうぞ!!）

　次にローキックで締める連携が来たら、そこで昨日と同じく決める──

　透流の狙いは、果たせずに終わる。

　狙い通りの連携が来たはずが、最後のローキックが来ると思った瞬間に強い衝撃を頭部に受け、膝ひざを突いたのだ。

　勝負ありの声が響き、透流はくらくらと揺れる視界の中、自分を見下ろす少年へと問う。

「左……フック……？」

「僕が馬鹿の一つ覚えで同じ連携を使い続けると思っていたようだからな。それを利用させて貰ったまでだ」

「ははっ……。思いっきり……引っ掛かった、な……。てっきり──」

「ふんっ。貴様の助言を聞き入れるなど以もつての外ほかだが、これ以上貴様に負ける屈くつ辱じよくに比べれば遥はるかにマシだからな。……これで借りは返したぞ」

　借りとはこれまでの連敗ではなく、アドバイスを受けた件についてである。

　聞き入れたアドバイスは活いかすことで初めて意味を成す──トラは見事に実践し、それがそのまま礼の代わりになったのだ。

「明日で五タ分イにしてやる。覚悟しておくんだな」

　背を向け、少年は更なる再戦を口にする──

　しかしその闘たたかいは翌日ではなく、しばしの間を置く形となってしまう。







　合宿四日目──

「……！　……ラ！　トラ!!」

「う……く……。ここの、え……？」

　自身の名を幾度も呼ばれ、目を開ける。

「よかった！　大丈夫か、トラ!?」

「大丈夫か、だと……？　まさか僕はまた貴様に……」

　三度目の敗北を喫きつしたのかとトラは考えるも、そもそも仕し合あいを行った記憶がない。

　何より、自分が今居る場所に見覚えがないのだ。

　トラは状況説明を求めようとするも鋭い痛みが頭部に走り、思わず手で抑える。

　すると、ぬるりといった感触があった。

　何事かと手を見ると赤い液体が付着していた。

（血、だと……？　僕のものか……？　いつ、どこで──）

「動くな。落ちたときに頭を打ったみたいだ」

　透とお流るの言葉をキーワードに、トラの記憶が甦よみがえる。

　合宿では朝一で山頂にある祠ほこらまでの往復ランニングが行われていた。

　年少組の中で透流の体力は抜きん出ており、トラは後こう塵じんを拝するどころか見失わないようにするのが精一杯だった。

　その途中、山の天候が急激に変わって雨となり、少年の身に不運と化して降り注ぐ。

　ランニングは続けられそうにないと、雨足が落ち着くまで木こ陰かげで凌しのごうとしたそのとき、濡ぬれた木の根で足を滑らせてしまった。

　そのまま山の斜面を転がり落ちていったあと、大きな段差から落下して頭部を強打したところまでがトラの記憶している全てだ。

「……どうして貴様がここに居る」

「トラを捜さがしてたからに決まってるだろ」

　上方にて雨宿りをしていた透流は、雨足が弱くなってきたところで山を下り始めた。

　しかし途中で同じように雨宿りをし、談笑する音おと羽はとさかきの二人と合流したところで問題が起きていると知る。

　トラよりも後方に居たはずであるというのに、追い抜いても居ないし引き返してきた姿も見ていないと揃そろって口にしたのだ。

　透流は二人とともに再び山を登りつつトラの姿を捜し求め、やがて道を外れた斜面の下で倒れている様を発見して今に至る。

「運がよかったな。もう少し下に落ちてたら崖がけでヤバかったぞ」

　動けないトラからは見えようもないのだが、二人の居る場所から数メートル後方には崖がぱっくりと口を開いて待っていた。

「まあそれはともかく、助けを呼びに行って貰もらってるからもう少し我慢してくれ」

　雨がしとしとと降り続く中、透とお流るは袖を破き、トラの頭へ止血代わりに巻き付けながらに言う。

「ふん、また貴様に借りを作る羽目になるとはな」

「そんなこといちいち気にするなって」

　三十分ほど後、さかきと音おと羽はが兄弟子達を連れて戻って来た。

　足元がぬかるんで滑かつ落らくの危険があるため、上から投げて貰ったロープを摑つかみ、引っ張り上げて貰うこととなった。

　トラは立ち上がるのがやっとのため、透流は肩を貸してロープを手に取る。

　後は兄弟子達が引っ張り上げるだけ──

　だが、事はそう上う手まく運ばなかった。

　否、むしろ最悪の状況と化す。

　トラがぬかるみに足を取られたのだ。

　またしても滑落し、今度は崖がけを超えて宙空に体が放り出されたトラが見た光景は、ロープを手放して斜面を駆かけ下りてくる透流の姿だった。

「手を伸ばせ、トラぁ────っ!!」

「こ、の……バカモノが!!　来るな、九重ここのえ────っ!!」

　透流がその叫びを素直に聞き入れるような性格であったなら、そもそも滑落の可能性があるこのような場所まで助けに来なかっただろう。

　強く地を蹴り、自らも空中に飛び出した透流は、トラの腕を摑んで引き寄せるも──

　二人はそのまま崖下へと落ちていった。







「心の底から言わせて貰うが貴様は本当にバカモノだな。それも極きわめつけのバカモノだ」

　それが透流の部屋に入り、どかっと座り込んだトラの第一声だった。

　合宿が中止となり、一週間が過ぎていた。

　奇跡的に足の骨折だけで済んだ透流が自宅で一人、のんびりとゲームをしていると、見舞いだと言ってトラが来訪してきたのだが──

「そもそも崖の下が雨で柔らかくなった土じゃなかったら──それもさほど高さが無かったからよかったものの、いったい何を考えていたんだ、貴様は。……いや、バカモノだから何も考えていないのか？」

「いや、崖の下ならたぶん川があると思ってたからさ……」

「無かっただろうが!!」

　実際には考えるより早く体が勝手に動いたのだが、本当のことを告げたとしても怒鳴られるという結果が変わることは決してなかっただろう。

（どうして俺は見舞いに来たはずのやつに怒鳴られてるんだ……）

　やがて罵ば倒とうという嵐は過ぎ去り、トラは大きなため息をついてから頭を下げる。

「……感謝する。貴様が飛び込んで来なければ、僕は軽傷などでは済まず、この場に来ることすら出来なかったかもしれない」

「お互い無事だったんだから良しとしようぜ」

「──っ！　どこが無事だ！　だいたい貴様は──」

　トラは再び怒鳴り声を上げて立ち上がるも、今度は言葉途中に理性を取り戻す。

「……早く怪け我がを治せ。治ったらそちらの道場に顔を出すから、先日の続きをやるぞ」

「ああ。楽しみにしてる」

　そう返して透とお流るが屈くつ託たくのない笑みを浮かべると、さすがに兄妹だなと、よく似ているとトラは内心で思う。

「でも、とりあえず今はこれで勝負しようぜ。ＣＰＵばっか相手だと飽きてきてさ」

「勝負、だと……？　ふ、ふん、いいだろう……！」

　差し出されたゲームのコントローラーをトラは受け取り、電脳世界を舞台に二人の勝負の幕が上がる。

　もしもこの場に第三者が居たならば、声をあげて騒さわぐ二人の姿はまるで昔からの友人のように見えたことだろう。







　やがて小一時間ほどが過ぎ──

　幾度となく行われる勝負の合間に、透流は画面を見つめたままトラに話し掛けた。

「……ありがとな、トラ」

「何を突然……」

「また闘やろうって言ってくれたことだ」

「……ふん、貴様に負けっぱなしで済ますなど、僕のプライドが揺るさんだけだ」

「それでもいいさ。ただ──」

　ふっと透流は笑みを浮かべ、スタートボタンを押す。

「トラが嫌じゃなかったら、これから何度でも俺と闘たたかってくれないか？」

「……話にならないくらいに実力差がつかない限りはな」

　無論、己おのれが強くなり、透とお流るが伸び悩むといった意味合いである。

　とはいえ答えを返しながらも、透流の意図が摑つかめずにトラは話の続きを待つ。

　しばし無言が続く中、ゲームは始まった。

　ただしこれまでのように騒さわぎながらではなく、互いに静かに指を動かすだけだ。

「トラは、さ……。さかきのことをどう思う？」

　唐突にの話題を振られるも、ここまでの話と何らかの関係があるのだろうとトラは答えとも言える質問で返す。

「……気に入っているとでも思うのか？」

「いや、ははは……」

　合宿三日目、透流に勝利したトラはそのままに挑み、敗北を喫きつしていたのだ。

　それも透流を含めた同世代相手には、かつて一度もない程の完敗を──そう、一撃として触れることすら出来ずに。

「ふんっ。確かに負けはしたが、いつか絶対に倒してみせる。もちろん貴様もだぞ、九重ここのえ」

「いつか、か……。そうだよな、俺もそう思ってる」

「……そろそろあいつの話と僕との勝負がどう繫つながるのかを言え」

　透流の声色はどこか哀かなしげに聞こえ、トラは言い知れぬ苛いら立だちが湧わき起こる。

「は──孤独なんだ」

「孤独、だと……？」

「お前もあいつと闘やったからわかるだろうけど、化け物みたいに強いだろ」

「……ふん、神童の呼び名は伊だ達てや酔すい狂きようではないな」

　幼い頃から一いつ鬥とう流を学んでいたと比べ、トラの武術歴はまだ一年に満たない。

　しかしの強さは、年月によるものではないとトラは一度の勝負で感じ取っていた。

「は強い。だけどその強さに、周りがついてこれてない。俺も、トラも。最近じゃ師し範はん代だって手こずるくらいだ」

「……つまり、闘たたかう相手が居なくなりつつあるから孤独だ、と？」

　何が孤独であるのかを察してトラが訊きくと、透流は頷うなずいて話を続ける。

「トラと闘やりあったとき、すげー楽しかったんだ。勝つか負けるかわからない仕し合あいって、こう、なんて言うか──ものすごくどきどきして、いつまでも続けたいって感じがして、やべーとか、よしっとか……。んー、何て言えばいいんだ……？」

「言わなくていい。今ので伝わった」

　言葉には出さないものの、トラも同じであった。

　実じつ力りよく伯はく仲ちゆうの相手と勝敗の見えない闘いを繰り広げる──

　それがどれほど楽しいことであるか、透とお流るとの勝負の中でトラも味わっていたのだから。

「トラとの勝負がさかきの話とどう繫つながるかってことなんだけどさ」

　ゲームの操作を続けつつ、透流は話の核心に入る。

「あいつに、俺が──俺たちが感じてる楽しさを知って貰もらいたいんだ。だけど今の俺じゃ全然届かなくて……。でも、お前と競きそい合っていけば、いつかあいつの強さに届くことが出来るんじゃないかってな」

「……つまり僕は体のいい踏ふみ台ということか」

　透流は自分を見ていない──

　その思いが、トラの中に再び苛いら立だちを湧わき起こらせる。

「違うって。別に俺じゃなくてトラだっていいんだ。あいつに──に闘たたかいが楽しいって思わせることが出来るなら。あいつを孤独じゃなくせることが出来るなら」

「……………………」

「そのためにも、頼みがある」

　画面にＫＯの文字が大きく表示され、キャラクター選択画面に戻ったところで透流はコントローラーを床に置き、真まっ直すぐにトラを見つめた。

「トラ。俺とライバルになってくれ」

「僕が……貴様のライバルに、だと……？」

「頼む!!」

　透流も思いつきで口にしたわけではない。

　これまで幾度か手合わせをしてきた同年代の相手は、透流に一度、多くとも二度負ければその後の勝利を諦めてしまった。

　だが、トラは違った。

　二度の敗北で挫くじけることなく、三度目の勝負を挑み、あまつさえ勝利をもぎ取った。

　そのとき透流は感じたのだ。

　目の前に立つこの少年と競い合えば、いつかはに届くのではないか、と。

「ライバル、か……」

　呟つぶやくトラの心境は複雑だ。

　自分に二度も勝った相手が見ているのは、別の相手なのだから。

　巫山戯ふざけるなと怒鳴り散らそうかとさえトラは考え──

　けれどその考えを改める。

「……いいだろう。ならば僕は貴様のライバルになってやる」

（そして──いつか貴様に、僕を見させてやる）

　少年は己おのれの中に、誰にも告げられぬ誓ちかいを立てる。

「ありがとな、トラ。それと──よろしくな」

　不敵な笑みを浮かべるトラに、透とお流るは拳こぶしを突き出す。

「ふん、せいぜい覚悟しておけ──透流」

　その言葉に秘められた意味を語らぬまま、トラは己の拳を透流の拳にこつんとぶつけた。

「ところでトラ」

「何だ？」

「お前ってびっくりするほどゲーム下手なのな」

「黙れ」







「……到着します、お嬢様、虎とら崎さき様」

　運転手の少女の声で、時は現在に戻る。

　いつの間にか車は郊外を走っており、遠目でも存在を確認出来る丘の上の屋敷へ──ブリストル家を目標とし、向かっていた。

　一分と経たたず車は屋敷の敷地内へと入って行き、やがて止まる。

「最後の詰めだぞ、ブリストル」

「……………………」

　隣に座る少女からは何も返事はなく、横顔からはらしくない緊張が伺える。

　無理もないだろう。

　これから黄金の少女は、彼女自身がこの世に生を受けるより以前から家の主で在り続けた祖父に牙を剝こうとしているのだから。

「ふん、なんだその様は。借りてきた猫とはこういう状態を言うのか？　普段の高こう慢まんな態度はどこに行ったのやら」

「「──っ！」」

　瞬間、リーリスと運転手の少女の二人が表情を変えた。

「虎崎様。僭せん越えつながら言わせて頂きますが、お嬢様に対して余りにも無礼ではありませんか？　常々感じていましたが、貴方あなたは──」

「サラ、いいわ」

　ふぅと一息吐き、リーリスは強い意志の籠こもった瞳ひとみをトラへ向ける。

「少し緊張していただけよ。ほんの少し、ね。……だいたい、人のことをびくびくしてるって言うなら、昊こう陵りように転入してきたあたしを見たときのあんたの方がよっぽどだったじゃない。……透流にばらされるんじゃないかって心配で威嚇してきたくせに」

「っく、今さら昔のことを持ち出すな……！」

　想定外の口撃に思わずトラは声を荒げるも、サラが間に入って両者を諫いさめたことで場は収まりを見せた。

「サラに感謝しなさいよ」

「貴様こそな」

「「ふんっ!!」」

　同時に背を向け合い、車外に出て行く二人の様子にサラは苦笑を浮かべる。

　これからドーン機関という存在を根本から揺るがそうというのに、まるで以前の──昊こう陵りよう学がく園えんで過ごしていた頃に戻ったようだと思いながら。

　どれほど望もうと、もう戻ることの出来ない過去だと思いながら。

「さあ行くわよ、二人とも──全てを終わらせるためにね」





■第三章『やっぱり、そうなんだな』







『またね。そのうち一緒の任務に就くことになったら、そのときはよろしくっ♪』

　週が明け、伊い万ま里りはそう言い残して他の分校生とともに学園を去っていった。

　それから数日が過ぎたのだが──

　ここのところ、ユリエの様子がおかしい。

　何がおかしいのかと言うと──

　じ────────────────────────────────────っ。

　まるで初めて出会った日のように、じっと俺を見つめていることが多いのだ。

　加えて、その後に何か考え込む姿が。

　さすがに気になって意図を訊たずねるも、何でもないといった答えが返ってきただけで、しばらくすると同じように視線を向けてきて、やがて考え込むという繰り返しだ。

　気にはなるが無理に聞き出すつもりはなく、そのうちユリエが話してくれるときが来るだろうと結論づけて今に至る。

　そのユリエだが──

　消灯までまだまだ時間があるというのに、小さなあくびを何度も漏らしていた。

「早いけど今日はもう休んだらどうだ？」

「ヤー……。そうします……」

　目元を擦こすり、ユリエはこくりと頷うなずくと立ち上がろうとし──

　自身の足に引っ掛かり、こけた。

　それも俺の胸に飛び込んで来る形で。

　幸いにも胸の内にしっかりと抱き止めることは出来たのだが──

「大丈夫か？」

　ユリエは何な故ぜか動かず、反応もない。

　もしかして寝ているのか──と思った矢先、小さな返事が届く。

「……ヤー。大丈夫です」

　ゆっくりと体を離し、ユリエはちょこんと俺の前に座る。

　その頰ほほは俺が抱き止めたときにぶつけたのか、少しばかり赤い。

「寝ないのか？」

「今ので目が冴さえてしまいました」

「そうか。じゃあアップルティーでも飲むか？」

「ヤー♪」

　しばしの時間を置き、湯気の立ったカップ二人分をテーブルに置く。

　アップルティーは少しずつ減っていき、やがて最後の一口を口に含んだ直後のことだった。

「トール、結婚したい人はいますか？」

「ぶはふっ!?」ユリエの口をついて出た衝撃的な質問にむせかえる。

「大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫、だ……。けど──い、いきなりどうしたんだ……？」

「先日、みやびたちとたくさんお話をしたのですが、いろいろと思うところがありまして」

（いろいろ、か……）

　気持ち肩を落とした様子を見るに、単なる好奇心からの質問じゃないようだ。

　どんなことを語り合ったのかは気になるが、まずは答えを返すべきだろう。

「今は居ないな。……何よりそういう相手も居ないしな」

「……少し、安心しました」

　後半は苦笑気味になりつつ答えると、ユリエは言葉どおり安あん堵どした様子を見せる。

「何を話したのか訊きいてもいいか？」

「……たとえ《絆双刃デユオ》であろうと、ずっと一緒ではないといった話になりまして」

《絆双刃》は昊こう陵りよう学がく園えんの規則としての相方パートナーであり、生涯の伴侶パートナーではない──

　そんな話が持ち上がったらしい。

「確かにそのとおりかもな……。だけど結婚なんてまだまだ先の話だし、今はそこまで考えなくてもいいんじゃないか？」

「そう、かもしれません……」

「少なくとも、卒業するまではずっと一緒だろ」

「……ヤー」

　卒業するまで──

　自分で口にしておきながら、あまりいい気分じゃなかった。

『俺とユリエは《絆双刃》だ。これからも、ずっと……!!』

　かつて俺がユリエに告げた言葉だ。

　あのときの意志に噓うそは無い。

　今この瞬間だって、そう思っている。

　だけどさっきの話を考えると、確かにいつまでも一緒ではいられないのだろうと納得せざるを得ない。

　そしてそれは俺だけに限った話じゃないのだが──

「トール。もう一つお訊ききしたいことが」

「何だ……？」

　一旦自分の思考を中断し、二つめの質問の内容を促す。

「トールは私のことをどのように思っていますか？」

　俺は再びむせた。

「ど、どうって……」

　深紅の瞳ひとみが俺をじっと見つめたまま、答えを待つ。

「大切な《絆双刃デユオ》だ。誰も代わることが出来ない、唯一人の相手パートナー──それがユリエだ」

　積み重ねてきた時間と、潜くぐり抜けてきた死線とが相まって、かつて同じ言葉を伝えたとき以上に心からそう思う。

「そう、ですか……。ありがとうございます、トール。とても嬉うれしいです」

　どことは言えないがいつもと何かが違う微笑ほほえみをたたえると、ユリエは空となった二つのカップを片付け始めた。

（ユリエが誰かと結婚、か……）

　流しでカップを洗うユリエの姿を見ながら先ほど中断した思考の続きを再開し、そういった未来も十分にあると考えるも──

　胸の奥が締め付けられるような感覚に、この件はこれ以上考えたくないという強い思いに襲おそわれる。

（これ、は……）

　理由にすぐ思い当たるも、否定する。

　以前にも否定したことだから。

　ユリエに抱く想おもいは、あいつの思うようなものじゃないと。

（そのはずなのに、俺は……）







　風で揺れる木の葉の音は涼しさを感じさせ、日ひ毎ごとに秋が近づいて来たのだと実感する。

　再び週末を迎えた今日は、一人で走り込みをしていたのだが──

「ん？　あれって──橘たちばなか？」

　敷地内のある場所で、橘の姿を見かける。

　それも木こ陰かげで一人、横になっているという珍しい姿を。

（昼寝──じゃなくて居眠りだな、これは）

　傍かたわらに落ちている読みかけの本を見て察し、思わず笑みが零こぼれてしまう。

　今日は季節の境目らしい陽気ともあって、木陰でのんびりしていたら睡魔に襲われるのも無理はない。

（起こすのも悪いし寝かせておくか）

　風邪をひくような天気でもないからと、立ち去ろうとしたときだった。

「ん……。……メだ……」

　小さな呟つぶやきにもしかしたら起こしてしまったのかと思うも、橘たちばなの瞳ひとみは閉じられたままだ。

　寝ね言ごとかなと思ったところで、今度は言葉としてはっきりと聞き取れる。

「ダメ、だ……。ここの、え……」

（俺!?）

　何な故ぜか俺の登場する夢を見ているようで、気になってしまい立ち去れなくなってしまう。

「こ、こんなところで不ふ埒らち、な……。人が、来てしまったら……ん、どうする、のだ……」

（どんな夢を見ているんだよ!?）

　思わず叫びたくなるも既すんでのところで我慢する俺。

「何が……げへへ、だ……。恥を知るが、いい……。あ……待ってくれ……。頼む……」

（なっ!?　俺ってげへへ笑いするキャラって思われてるのか!?）

　再び叫びたくなるも、男だったらともかく女の子を叩たたき起こすのは申し訳無い。

　いったいどうしたものかと頭を悩ませている目の前で、橘はなにやら体を捩よじらせる。

「んんっ……。頼む、ふぁっ……人に、見られ、て……んくぅっ、九重ここのえ、九重ぇ……！」

　まるで何かから逃げようとしているようにも見えるが、何だか艶なまめかしい声と相まって別の意味で妙に悩ましい。

　加えて何故か太ももを擦こすり合わせているため、正直直視し辛づらい。

「う……こ、これは……」

　今にも下着が見えそうなくらい際どい位置までスカートが捲めくれ上がっていく。

　その様子に思わず唾つばをごくりと飲み込んで──

（いやいやいや、見るな俺！　ダメ絶対!!）

　頭を左右に振って煩ぼん悩のうを払う。

「と、とにかくこの状態をどうにかしないと……」

　さっきとは別の意味で放置するわけにはいかないし、いつ誰が通り掛かるか分からない以上は早く対処しなければならないだろう。

（誰も来ませんように……！）

　天に祈りながら俺が取った行動は至し極ごく単純──

　スカートを摘つまんで通常の状態に戻す、ただそれだけのことだ。

　橘たちばなの傍そばに膝ひざを突き、周囲を警戒しつつスカートに手を伸ばし、摑つかむ。

　完璧だった。

　──橘が目を覚ましさえしなければ。

「ここ、こ、九重……。キミ、キっ、何、をっ──キミは何をしているのだ……!?」

　終わった。

　どう贔ひい屓き目めに見ても、今の俺は寝ていた橘のスカートを捲っている以外に他ならない。

　あまりに卑ひ怯きよう、あまりに卑ひ劣れつ、もはやどのような言い訳をしても絶叫を避けるなど不可能だろう──が、俺には秘策があった。

「九重ここのえの──」

「すまなかったぁあああああ────っ!!」

　ドズンッ!!　橘が叫ぶ寸前、大地が地響きを立てる。

　両膝を突き、地面を凹へこませる程の勢い（というか凹んだ）で俺は土下座をしたのだ。

「ここの、え……？」

　絶叫ではなく呆あつ気けに取られたような声が聞こえてきた瞬間、俺は顔を上げた。

「このとおりだ！　申し訳無い!!」

　ズズンッ!!　再び地響きとともに頭突き土下座をかます。

「あ、え、ま、まあ、反省しているのであれば……。それに、出来心というものは誰にでもあるものであるからして……」

　機き先せんを制されたためか毒気を抜かれた様子の橘に、ここが勝負所だと再び顔を上げる。

「だが聞いてくれ!!　すべては誤解だってことを!!」

「誤解、だと……？」

（よし、誤解も絶叫も回避したぞ!!　大☆成☆功!!）

　呆気に取られた様子の橘に、心の中でガッツポーズ。

「ああ、実は──」

　聞く耳を持った状態の橘に、どうしてあんな行為をしていたのかと説明をすると──

「すまなかったぁあああああ────っ!!」

　ドズンッ!!　今度は橘が地面を凹ませる。

　絶叫も誤解も回避できたが、土下座ばかりはどうにもならないのであった。

　結局、いつものように俺が慌あわてる羽目になったものの、久しぶりのこのやり取りは少しばかり楽しく思えたのもまた事実だったのだが。

　程なくして橘も落ち着いたところで、俺は例の疑問をぶつけることにした。

「なあ、さっきは何の夢を見てたんだ？　寝ね言ごとからすると俺が出演して橘たちばなに妙なことをしようとしたり、変な笑い方をしてたりって感じの内容だったみたいなんだが」

「──っ!!」

　途端、橘の顔が真っ赤に変わる。

「あ、あれは、そのっ……!!　キ、キミが破は廉れん恥ちな真ま似ねを──せせせ、接せつ吻ぷんを、迫ってきたのだぞ!!　しかもにやけつつ人前でだ!!」

「……なんだ、キスか」

「なんだとはなんだ!?　接吻だぞ、しかも人前でなどと破廉恥にも程があるだろう……!!」

「まあ、そうだな……」

　正直、口には出せないようなことを想像してしまっていたため拍子抜けである。

「だけど、なんで俺なんだよ。しかもキスって──」

　──と、ここで俺はある可能性に思い当たる。

　まさかという思いから橘に顔を向けると、向こうもこちらの考えを察したようだ。

「ちち、違うぞ!!　キミの考えているようなことでは無いからな!!　さ、先程まで読んでいた小説がそのような内容でだな!!」

　慌てふためき、芝しば生ふの上に置かれた本を指す橘。

　曰いわくみやびから借りた恋愛小説らしいのだが、キスシーンが出て来たために読み続けるのが気恥ずかしくなったらしい。

　そして心を落ち着けようと横になったまましばらく瞑めい想そうしていたら寝入った、と。

「事情はわかったけど、どうして俺が相手なんだって……」

　全力で否定はされたものの、そこはやっぱり気になるのは仕方ないと思う。

「普段、一番接している男子がキミだからではないかと……」

「そう言われると納得だな。それにしても──」

　本に再び視線を落として口くち許もとを緩ませる。

「まさか橘が恋愛小説とはなぁ」

「れ、恋愛小説の一つや二つくらい別に構わないではないか。私だってＤＪなのだぞ……」

　それを言うならＪＫだ。

「前に苦手だって言ってたからさ」

「う、うむ……。確かに苦手ではあるが、恋愛感情というものを少しでも理解出来ればと思ってな。しかし、まさかあのような描写があるとは……」

「まあ恋愛物だしな……」

　気恥ずかしそうに頰ほほを染める橘に、まさか小説のキスシーンでいちいち動揺するほどまでの初う心ぶだったのかと内心驚きを覚える。

　もっとも、映画やドラマなどの実写によるキスシーンや濡ぬれ場ばは俺も気まずいが。

「だけどどういった心境の変化で？」

「……やはり晶あきら兄さんの件が大きいな。苦手だからといつまでも避けて通れるものでもなし、とな」

「成果は……聞く必要がないか」

　放っておいてくれ、と憮ぶ然ぜんとした表情で橘たちばなはぷいと顔を背けた。

「でもさ。こういう言い方は偉えらそうだけど、いい傾向だと思うぜ」

「と言うと？」

「普通の女の子らしくていいって言ってるんだって。みやびも言ってたけど、せっかく美人なんだからおしゃれとかに無頓着なのは勿もつ体たいないと思うぜ」

「──っ!!」

　驚き、頰を染めた橘が目を丸くしたままこちらを見る。

（……あ、しまった。伊い万ま里りに注意されてたんだっけ……。まあ橘なら大丈夫だろ）

「い、いや、お世辞とか無しにな。だから今度新しい服を買ったら見せてくれよ。この前のは──サイズがちょっとばかり合ってなかったけど、似合ってたと思うしさ」

　あのとき大騒さわぎになってしまったために言えなかった感想を今さらだが伝える。

「に、似合っていた……？」

「ああ。雑誌を見たときから似合うと思ってたけど、実際に見ると想像以上によく似合ってたぜ」

「そ、そうか……」

　照れた様子で何度も手を組み直す様は、褒ほめられることに慣れていないためだろう。

「で、では、新しい服を買ったらキミに見せると約束しよう。いいな？」

「勿もち論ろんだ、楽しみにしてる」

「……楽しみ、なのか」

　ここで俺は背筋を伸ばし、そろそろ走り込みの続きをしてくると立ち上がる。

「じゃあな。もう居眠りしないようにしろよ」

「楽しみ……楽しみに、か……」

「橘？」

「ひゃうっ!?　あ、ああ。楽しみにしていたまえ！」

　わかったと頷うなずくと、橘に別れを告げて立ち去った。

　途中、風が吹く。

　頰ほほを撫なでる風は心地良く、秋の訪れを文字通り肌で感じさせてくれる。

（変わっていくな、いろいろと……）

　それは季節だけじゃなく、俺たちにも言えることだ。

　橘にしてもそうだが、何らかのきっかけによって変化は訪れる。

　それは小さな変化かもしれないし、大きな変化かもしれない。

　遠い先の日かも知れないし、明日かもしれない。

　訪れたきっかけに気づく気づかないは別にしても、誰の元にも──そう、絶対に。







『大好きな人と一緒に、いっぱいいっぱい……幸せに、なってね』

　この日の夜も、俺は写真を見ながら音おと羽はの言葉を思い返していた。

　幸せとは何だろうか──

　その定義は人それぞれとしか言いようがない。

　では、俺にとっての幸せとは何だろう。

　まず浮かんだのは、強い奴と闘たたかうことだが──

（確かに好きだけど、幸せって言うより楽しいって感じだから、これは趣味かな……）

　勿もち論ろん、趣味に没頭して生きるというのも一つの幸せの形だと思うが、俺が求めている答えじゃない気がする。

　次に浮かんだのはトレーニングだが、これも趣味だろう。

　その後もお金や長生き、地位等々──

　いろいろ思い浮かべてみるがいまいちぴんと来ない。

「とてもさっぱりしました」

　そこへユリエが風呂から上がって戻って来た。

　いつものシャツ姿に加え、珍しく短パンを穿はいているといった格好で。

　珍しいなと思いつつ、同時に目のやりどころに困らなくて助かるなと内心思う。

「髪はきちんと乾かしたか？　始まるまでまだ余裕あるから、慌あわてなくても大丈夫だぞ」

「ヤー」

　まだ少し頰ほほを上気させたユリエはこくりと頷うなずく。

　もうすぐ始まるのは彼女が毎週楽しみに観みている、『まろやか自然百景』なる番組だ。

　日本各地の自然を紹介する番組ではあるのだが、高確率で鳥が出てくるのである。

「トール、アップルティーを用意しますね」

「いや、俺が用意するからユリエは座ってていいぞ」

「ナイ。トールこそ座っていて大丈夫です」

「……いや、もう立っちまったけど」

　立ち上がった俺の姿を見つめるユリエとしばし見合い──

　くすりと笑い合う。

「では」「じゃあ」

「「一緒に用意」」

「しましょう」「するか」

　異口同音の提案に、二人揃そろって笑んでしまう。

　ユリエがカップを用意し、俺がその中にアップルティーの粉末を入れ、お湯が沸くまで二人でポットの前で待つ。

　ぽこぽことお湯が沸き始めた音が聞こえてくる。

　程なくして番組が始まる頃にはアップルティーの用意も済み、俺たちは肩を並べてテレビの前で腰を下ろす。

　今日の舞台は四国方面の島で、カンムリウミスズメなる姿形がどこかペンギンを思わせる鳥に焦点を当てたものだった。

「可愛かわいすぎます……」

（思いっきり目を輝かせてるなぁ）

　画面に釘くぎ付づけのユリエを横目にし、笑い声が漏れないよう懸命に堪こらえる。

　目の輝きは雛ひなの姿を見てさらに強くなった。

「もふもふです。毛玉です。すごいんこみたいです」

　最後は違うと思う。

　画面の中では雛が巣立ちのために海に走って向かう映像が流れており、岩場に辿たどり着いた後──深い溝みぞに落ちた。

「た、大変です、トール……！」

　驚きを上げる視線の先では、溝の幅が狭くなった場所をたくましく登る雛の姿が映る。

「お、すごいな……」

　何とか登り切ったところで再び海へ向かって岩場を駆かけて行く様は、ユリエじゃなくとも自然と頰ほほが緩んでしまうものだった。

　やがて海に辿り着き、先に待っていた親鳥と合流して波に漂ただよう姿とともに番組は終わる。

「可愛かわいかったですね、トール」

　聞くまでもなく満足度百二十パーセントといった表情は、見るからに幸せそうだ。

（ずっと、こんな毎日が続けばいいんだけどな……）

　憎にくしみの刃やいばを振るうことなく、銀色の少女が穏やかな日々を送ることが出来れば──

　彼女の幸せを望むからこそ、今という時間を永遠に望む俺が居る。

（幸せ、か……）

　再び音おと羽はの言葉を思い返し、考える。

　俺にとっての幸せというのはやっぱりよくわからない。

　だけど、音羽が俺に望んだ幸せならわかる。

　それはありきたりのもので、けれどとてもわかりやすいものだ。

　一緒に笑って、一緒に泣いて、どんなときでも手を取り合い、日々を歩んで行く──

　そんな毎日が当たり前過ぎて、幸せだと気がつかないくらいの日常──

　それこそが音羽が俺に望んだ、好きな女の子とともに摑つかむ幸せなんだと思う。

（何となくわかる気がするな……。その日にあった出来事を互いに話して、一緒にアップルティーでも飲みながらのんびりとテレビでも──って、あれ……？）

　ふと、気づくものがあった。

（それって──今と何が違うんだ……？）

　音羽は言っていた。

　大好きな人と一緒に、と。












（そう、だったのか……）

　何の事はない。

　俺はずっと幸せの中にいたのだ。

　ただ気づかなかっただけで、ずっと。

「トール……？」

「──っ！」

　突然、ユリエが俺の顔を覗のぞき込んできたことで息を飲む。

「ど、どうかしたのか、ユリエ……？」

「話し掛けても返事がありませんでしたので」

「ちょっと、考え事を、だな……」

「……………………」

　じっと見つめられていられると、距離が割と近いせいもあって頰ほほが熱くなってくる。

「顔が赤いです。風邪、ですか？」

「ち、ちが……」

　左右に首を振るも、ユリエの顔が近づいて来たので思わず後あと退ずさる。

「ユユ、ユリエ……？」

「逃げてはだめです」

　俺を追い掛け、ユリエはさらに距離を縮めてきて──

　ぴとりと額と額を当てる。

　それはまるでキスをするかのような距離であり、あと数ミリで鼻先が当たる程だ。

「「……………………」」

　高鳴る鼓こ動どうがユリエの耳に届くんじゃないか──

　そんな心配も杞き憂ゆうに終わり、彼女の顔が離れていく。

　ほっとしつつも少しばかり残念な気持ちに囚とらわれる俺に、ユリエは少々困惑したような表情を向けてくる。

「少し熱いですね」

（そりゃ、あんなことされたら熱も上がるって……）

　そんな俺の思いも知らず、ユリエは自身の額に手を当てていた。

「……私も少し熱があるようです。今夜はもう寝ましょう」

「ああ、そうするか」

「ヤー。おやすみなさい、トール」

　明かりを消してベッドに横になる。

　刻ときが静かに刻きざまれる中、俺は普段よりも若干速い鼓こ動どうを感じながらに思う。

　やっぱりそうなんだな、と。

　この夜、俺は気づいた。

　些さ細さいなきっかけから、自らの胸の内の想おもいに。

　今という時間を永遠に望んでいた本当の理由を。




　俺はユリエのことが、好きなんだ、と。





　　　　◇






　ぱらり、と雑誌のページを捲めくる巴ともえの手が止まる。

「みやび、これはどうだろうか……？」

「どれかな……？」

「これとこれとこれなのだが──あ、これもだな」

「えっと、ようは全部だよね……」

　指された誌面──巴がラウンジから借りてきたティーンズ誌を見ながら、みやびは確認を取る。

「そ、そうだな。すまない……」

「ううん、気にしないで。私としては、巴ちゃんと洋服の話が出来るようになったのがすごく嬉うれしいから」

　突然、巴がおしゃれに目覚めた理由の真相をみやびは知る由もない。

《修羅會グラデイエイト》で巴を愛していると口にした元許嫁──アキラと再会した件が、何かしらの心境の変化をもたらしたのだろうか、といった程度の考えだ。

　二人はしばし──そして《絆双刃デユオ》を組んで以来、初めてファッションの話題で盛り上がる。

　巴はまだまだズレた感覚を持っているものの、みやびは嬉しさに駆かられて自分なりの考えや知識をいろいろと述べていく。

　多くは巴にとって知らないことばかりではあるものの、それはそれで楽しくあった。

「あ……。そろそろお風呂に入らないと、消灯までに髪の毛乾かないんじゃないかな？」

「うむ、そうだな。……また後で続きをさせて貰もらってもいいか？」

「うん♪」

　既に湯上がりのみやびとは違い、まだ入浴を済ませていなかった巴は後ろ髪を引かれつつ脱衣所に向かう。

（ふふっ、まさか私からファッションの話題を切り出す日が来るとはな）

　衣服を脱ぎながら自身の変化を楽しむ少女の脳裏に、ふと透とお流るから掛けられた言葉が浮かんでくる。

『似合ってたと思うしさ』

　心地よさとむず痒がゆさに同時に襲おそわれ、巴ともえは口くち許もとが緩んでしまう。

（ふふっ、ファッションを褒ほめられて嬉うれしく思うなどと、私も少しは女らしくなってきたのかもしれぬな。それもこれも──）

　昼間を振り返り、巴は思う。

（みやびから借りた小説のおかげかもしれぬな）

　巴は気づかない。

　特定の相手にもう一度褒められたいという無意識の想おもいが、変化を生んでいるのだと。

　透流が褒めてくれたからこその心境の変化であると、鈍どん感かんなる少女が気づくには何らかのきっかけを必要としていた。







　浴室からシャワーの音が聞こえてくる中、みやびは窓際にて佇たたずんでいた。

　ガラスに映る自身の姿も、寮前に設置された外灯の光も意識の内にない。

　ぼんやりと考え込むのは、自身を含めた人間関係についてだ。

（ずっと、みんなと一緒の時間が続いて行けばいいのにな……）

　永遠など無いとわかっていたことだ。

　わかっていながらに、今がいつまでも続いていくと錯覚していた。

　みやび自身、自分が透流のおかげで変われたのだとわかっていたはずなのに。

　それでも、変わらない日々を望んでしまう自分がいる。

　だが、みやびはもう気づいていた。

　誰もが今、岐き路ろに立っているのだと。

「……ユリエちゃんに伝える役目に、たまたまわたしがなったって伊い万ま里りちゃんは言ったよね。でも──」

　これまで自分が見て、感じた事柄を振り返りながらみやびは独りごちる。

「気づいてるのはわたしだけだと思うから……。もしリーリスさんが居たとしても、やっぱりわたしだったんじゃないかなって……」

　その思いが少女の背中を押した。

　どのような結果を迎えることになろうとも、覚悟の上で。

　透とお流るの隣に居たいと望んでいながらも。





■第四章『約束は諦めろ』







　自覚とはとかく厄やつ介かいなものだ。

　何しろこれまで半ば当たり前と化していた事柄が、まったく違うものに変わってしまうのだから。

「今夜は一緒に寝たいのですが」

「うぇっ!?」

　ユリエへの想おもいを自覚した翌晩、こちらの抱く好意など知る由もない銀色の少女からの提案に、思わず変な声が出てしまう。

「……ダメ、ですか？」

「いやいやいや、ダメじゃない、ダメじゃないけど──ダメじゃない……」

「──？」

　俺の妙な反応に小首を傾かしげるユリエ──

　そんな彼女を見て、心臓がばっくんばっくんと激しく脈打つ。

（おお、落ち着け、俺……！　これまでだって何回も一緒に寝てただろ！　今までと同じように過ごせばいいだけだって!!）

　そう思いはしたものの、いざベッドに入ってもなかなか寝付けない──

　というより、徹夜となってしまった。

　ユリエの吐と息いきが聞こえてくるだけで緊張の度合いが増し、寝返りを打つ度に反応してしまい、挙げ句にはしがみついてこられたことで眠気など吹き飛んでしまった。

　聴覚だけに留とどまらず、いい匂いだとか柔らかいとか嗅覚や触覚にまで訴えられ、抱き締めたいという欲に負けないよう必死で理性を保っていたら、いつの間にか朝を迎えていた。

　朝陽の眩まぶしさに睡眠を諦めて体を起こすと、視線の先には寝苦しかったのか穿はいていた短パンを太ももの真ん中辺りまで下ろし、逆三角形が露あらわになった情景というオチ付きで。

　無論、怒ど濤とうの攻撃による爪つめ痕あとはしかと俺に刻きざまれ、朝食の席で橘たちばなにツッコまれる。

「目の下のクマすごいことになっているぞ、九重ここのえ」

「はは……。寝る前にカフェイン摂とりすぎたせいで全然眠れなくてさ……」

「いったいどれ程アップルティーを飲んだのだ……」

　コーヒー程では無いにせよ、紅茶にもカフェインが入っているのだから程々に──と、橘たちばなから小言が飛んできたところでユリエから一言。

「……部屋に戻った後は一杯飲んだだけだと記憶していますが？」

「へ、部屋に戻る前の話だって！　筋トレ前に少し多めに摂とったんだ。な、タツ！」

　昨日はタツと筋トレを行った──直前にカフェインを摂ると効果が上がるため──ので、言い訳の方向を微妙に修正する。

　うむ、忘れた！　といった返事をタツがしてくれたおかげで、何とか誤ご魔ま化か──

「先ほど寝る前と言っていませんでしたか？」

「ゆ、夕方の間違いだったな。はははは……!!」

　ユリエからの再度のツッコミに、俺は噓うその上塗りをせざるを得なかった。







　自覚は厄やつ介かいなものばかりじゃない。

　たとえば朝──

「おはようございます、トール」

　起きて最初に聞くのが好きな子の声というのは、自覚する以前よりも心地よい目覚めとなる。

　たとえば昼──

「トール、先ほどの問題ですが、こちらの部分から解いていくとわかりやすいかと」

　少々格好はつかないが、苦手な勉強も好きな子に教えて貰もらえるとあれば何とか頑張れる。

　たとえば夜──

「今日は『りゅうちゃん動物園』ですね、トール」

　テレビを見ているときの喜んだり驚いたりするといった可愛かわいい姿は、一日の疲れを癒いやしてくれる。







　心躍る反面、苦しいときもある。

　想おもいを悟られてはならない──

　悟られてしまえば、きっとこの日常は変わってしまうから。

　本当の気持ちに気づいたことで手にしたこの日常が、少しでも長く続いて欲しい。

　その日常を過ごす中で、思い返すことがある。

　かつてあいつが言ったことだ。

『君が得た《力》──愛、だね』

　俺はさかきの言葉を否定した。

　音おと羽はの命を奪ったあいつの言葉なんて、絶対に認めたくないと。

　それは間違いだった。

　どれほどあいつが憎にくくても、自分の気持ちを偽る必要なんてなかった。

　さかきと再会する以前から俺たちは絆きずなを深め、その中で彼女に惹ひかれていたのだから。

　ただ、自分の気持ちに素直に従えばよかったのだ。

　もし──

　もう少しだけ自分の気持ちに素直になれていれば、音おと羽はをもっと安心して休ませてあげられただろうか。

　答えは出ない──

　過ぎた過去を書き換えることなど、二度と出来ないのだから。

　だからこそ、いつか音羽のところに行ったときに胸を張って報告できるような結末をいつかは迎えたい。

　もっともユリエが俺のことを父親のように見ている以上、自分の気持ちだけで突っ走って現状を大きく改変させてしまうわけにもいかないのだが。

（もうしばらくは今のままを望んでもいいよな、音羽……）

　俺には新たな、けれどユリエにとっては変わらない日々が続くことを望む。

　けれど──

　自分の想いに気づいてしまったからには、変わらなくてはならない。

　俺は、俺に想いを寄せてくれる少女に対し、残酷な告白をしなければならないのだから。







　翌日の訓練の最中、たまたまみやびが一人になった姿を見つけた俺は、意を決して近付いて行く。

　後で話をしたい──

　そう伝えるために。

　けれどそれは叶かなわずじまいに終わる。

　何の前触れもなく始まった変革の嵐によって。

『二年生、九重ここのえ透とお流る、ユリエ＝シグトゥーナ、橘たちばな巴ともえ、穂ほ高たかみやび、辰たつ乃の龍りゆう太た朗ろう──以上五名は至急理事長執務室へ』

　授業中だというのに、校内放送で名前を呼ばれる。

　どういうことだと顔を見合わせるも答えが出るわけでもなし、俺たちは揃そろって執務室に向かうことにしたのだが──

「くはっ、キナ臭ぇ匂いがぷんっぷんしやがんな」

　勝手についてきた挙げ句、何故か先頭を歩く月つき見みはあきらかに上機嫌といった様子だ。

　だが兎耳の担任の背中を見て歩く俺たちは、対照的に表情が固い。

　緊急招集というだけじゃなく、呼ばれた顔ぶれは《６６６ザ・ビースト》に連つらなる任務に少なからず関わっているからだ。

「……また《修羅會グラデイエイト》のような催もよおしへの誘いだろうか？」

「可能性は十分あるだろうな」

　授業中ともあって、人気の無い廊下は足音がよく響く。

　その雰ふん囲い気きが、俺たちの緊張をより高めていき──

　程なくして執務室に辿たどり着いた俺たちは、重厚な扉を押し開いて室内に足を踏ふみ入れた。

「全員揃そろいましたわね」

　室内にはいつもと変わらず理事長と三み國くに先生の姿が在あるも、他には誰も居ないことから、

《修羅會》のように使者が来訪しているといった状況じゃなさそうだ。

「どのようなご用件で私たちをこちらへ？」

「彼女の希望でしてよ」

　一行を代表した橘たちばなの問いに、理事長は奇妙な答えを口にするとともに俺たちの後方を指す。

　振り返った先──出入り口の上方には巨大なモニターが設置されており、そこに映った人物を目にして月見を除いた招集されたメンバーは息を飲む。

「なっ……!?」「キミは……!!」

　モニターに映っていたのは俺たちのよく知る人物で──

　黄金色の髪イエロートパーズと蒼玉の瞳サフアイアブルーを持つ少女の姿がそこに在った。

「「「リーリス!!」」」

『久しぶりね、透とお流る、ユリエ、他のみんなも』

　学園から姿を消してから一ヶ月余り──

　毎日顔を合わせていたともあって、過ぎ去った時間以上に懐かしさを感じるのはリーリスも同じなのだと、口ぶりから察する。

　その表情は俺たちが知る自信に満ちたものとは程遠く、どこか張り詰めた様子だ。

「本当に久しぶりだな。いったいどこで何をしてたんだ？　トラは一緒なのか？　今──」

『その辺りについては追々話すわ。今はあたしに話をさせて貰もらえるかしら。貴方あなたたちの明日にも関わる話を、ね』

「あ、ああ……」

　小さく咳払いをし、リーリスは話し始める。

『……通達します。ドーン機関の三頭首バランである我が祖父、フィリップ＝ブリストルは本日をもって正式にその座を退しりぞき、後任としてこの私──リーリス＝ブリストルが後を引き継ぐ運びとなりました』

「──っ!?」

「……正式にということは、以前より内々では決定事項であったということですわね？」

『ええ、そうよ』

　三頭首はその名が示すとおり、ドーン機関における三人の最高幹部のことだ。

　リーリスは自身が語ったようにその内の一人の孫娘であり、《無二なる焰牙アンリヴアルド・ブレイズ》の使い手ともあって《特別エクセプシヨン》と称されて学園の様々な事情に通じている。

　ゆくゆくは機関の中でも重要なポストに就くのだろうと思っていたが──

（まさかいきなりトップの座に就くなんてな……）

　俺も、他のみんなも驚きを隠しきれない。

「フィリップ様には半年程前にお会いしましたけれどとてもご壮そう健けんで、身を引くなど当分は先といった印象でしたが──その辺りについてお訊ききしても？」

『機関の事業方針は三頭首で話し合う──それは貴女あなたも知るところよね。そして機関において最も重要な事業である《黎明の星紋ルキフル》開発研究、及び《超えし者イクシード》の運用について、残念なことに祖父と他の二人とでは大きく意向が異なっていたの』

「……つまり、おめーを担かつぎ上げてフィリップ、だっけか？　お嬢様の祖父じじいを押っぽり出したってぇことか」

　ソファへ座って話を聞いていた月つき見みが楽しげな口調で聞くと、モニターの中でリーリスは首を横に振る。

『このあたしが誰かの思惑で動かされる──そんなことを許せる性格だとでも思う？』

「……では、キミが三頭首の座に就いたのは、キミ自身の意志によるものなのか？」

『その通りよ、巴ともえ。あたしは自分の意志で三頭首となったの。……そう、他の三頭首を説き伏せ、祖父を追い落とす形で、ね』

「血縁を追い落とすなんて、いくら何でも……」

『たとえ血の繫つながりがあろうと、考え方の相違は十分な理由になるわ』

　リーリスが俺の呟つぶやきに答えると、次に問いを発したのは理事長だった。

「……自らフィリップ様に協力を申し出て、己おのが身を差し出した貴女あなたの言葉とは思えませんわね」

『あたしの目的のためには、あの時点ではそれが最適だと思っていたからよ。とはいえそれが完全確実じゃない以上、他の道を用意しておくのは当然じゃないかしら？』

「なるほど、ごもっともですわ」

　あっさりと納得の意志を見せる理事長に、リーリスは理解が早くて助かるといった感じに告げた後──再び、三頭首バランの一人としての表情へと切り替わる。

『さて、それじゃあ本題に入るわよ』

　黄金の少女リーリスは告げる。

　彼女が選んだ道を。

　変革の言葉を。

『本日を以て九十九つくも朔さく夜やを昊こう陵りよう学がく園えん理事長職、及び《黎明の星紋ルキフル》研究所主任より解任し、それに伴い同開発事業を凍結とするわ』

「なっ……!?」

　理事長の顔色が変わり、薄笑いの表情が崩れさる。

　動揺は彼女だけじゃなく、俺たちもまた同じだ。

「理事長が解任だと……？」

「それに《黎明の星紋》の研究を凍結って、どういうことなの……？」

「ほぉ……。これまた随分と面白ぇ話だなぁ、お嬢様よ」

　唯一──三み國くに先生ですら驚きを隠しきれない中で──月つき見みだけがリーリスの発言に対し、楽しげな様子を見せる。












　トラブル大歓迎の性格だからこそだろう。

　だが、当事者中の当事者──

《黎明の星紋ルキフル》研究の中心に居る理事長はそうも行かなかった。

「たとえ冗談にしても口にしていい事柄とよろしくない事柄があると、貴女あなたには分別がついていると──」

『残念ながら一ひと欠片かけらも冗談じゃないの。今後、《黎明の星紋》の開発研究と《超えし者イクシード》の運用はこの私──リーリス＝ブリストルが取り仕切って進めていく。これは他の三頭首バランとの間でも既に協議済みの決定事項よ。ねえ、朔さく夜や──』

　黒衣の少女にとって信じがたい通達は続き、次の残酷な一言によって締めくくられる。

『貴女の役目は終わったの』

「私わたくしの役目が……終わった……？」

　理事長は呆然とした様子で呟つぶやきを漏らす。

　だがそれも僅わずかな時間で──

「認められませんわ！　たとえ三頭首であろうと《黎明の星紋》の、お祖じ父い様さまの研究を妨げるなど言ごん語ご道どう断だんですわ!!」

　自らを《魔女デアボリカ》と称する少女は激げき昂こうし、机を強く叩たたきながら立ち上がる。

『認めようと認めまいと、貴女の意志は関係無いの』

「──っ!!」

　画面向こうで淡々と返す黄金の少女リーリスに、黒衣の少女は怒気を放ち睨ねめ付つける。

　理事長の怒りはわからないでもない。

　寒気が走るほどの狂気を、俺は目の当たりにしているのだから。

『私たち研究者は賢けん者じやであると同時に、愚ぐ者しやでもありますの。己おのれの道こそが絶対なる結果へと辿たどり着くと信じ、貫き通す──そのようなエゴイストですのよ』

　かつて黒衣の少女はそう述べた。

　その道は黒衣の少女のエゴを満たすためのものであり、多くの犠牲を厭いとわない。

　けれど今、昊こう陵りよう学がく園えんの出資元である機関によって道は閉ざされた。

『……元々《黎明の星紋》は九十九つくも博士が個人で研究していたものを、宇宙技術に応用すべく機関がバックアップし始めたもの。人類が宇宙へ進出する時代を見越して、ね』

　宇宙という過酷な環境において、人間という存在は余りにも脆ぜい弱じやくだ。

　その環境に対応するため、機関が着手したのが《黎明の星紋》開発だったそうだ。

『治安維持部隊は研究成果の確認のため、そして更なる飛躍をさせるために設立したってわけ』

「戦いの場こそが、技術開発を最も進歩させる──ということだな？」

　橘たちばなの確認に頷うなずき肯定すると、リーリスは今の話の主題に入る。

『長い時間を掛け、《黎明の星紋ルキフル》は人の限界を超えたわ。その《力》がどれ程のものであるか、それは貴方あなたたち自身が一番よくわかっているわよね』

《位階レベル》に関わらず、俺たちは皆が皆頷く。

　自分たちが手にした《力》は、凄すさまじいものであるとよくわかっているからだ。

『もう、十分なの。既に《黎明の星紋》は求められていた領域に達して──ううん、十年も前にその域は超え、更なる高みを目指して今日まで進化してきたわ。だけど、ここで終わり。この先も犠牲を払い続けてまで高みを目指す必要は無いのよ』

「《黎明の星紋》の開発は現在の《位階》で留とどめる──それで合ってるな？」

『ええ、そうよ。現時点の最高位となる《Ⅸレベル９》にすら誰一人として辿たどり着けていないのに、いつか誰かが辿り着く可能性を信じてその先を目指すなんて九十九つくも博士のエゴに、機関は投資価値を見み出いださなかったってわけ』

「くはっ、合理的な企業判断っつーか、あたしでも同じ答えを出すな、そりゃ」

　その発言に《魔女デアボリカ》はぎっと睨にらむも、月つき見みはどこ吹く風とばかりに笑う。

『これからは汎はん用よう性を高めた新型ナノマシンの開発を進め、それを投与された者を新たな治安維持部隊としていく──それが組織の選択よ。ちなみに《超えし者イクシード》はほとんど現状維持と約束するから安心していいわ』

「……愚ぐ者しやらしい判断ですわね」

『何とでも言いなさいな。既に一年以上前から新型の試験運用は始まっていて、成果も十分に出しているのは貴女あなたもよく知っているでしょう』

「……ええ。貴女から提供されたデータを元にして、ね」

　声に怒りの色を滲にじませる黒衣の少女に、俺たちの視線が集まる。

　それはどういう意味だ、と。

「彼女自身が先程述べたではありませんか。試験運用は一年以上前から始まっている、と」

　リーリスを見据えたまま、理事長は俺たちの視線に答える。

　理解が最初に追いついたのはユリエだった。

「リーリス、あなたは──《超えし者》ではないというのですか？」

『そういうことになるわね』

　モニターの中で、黄金の少女リーリスは静かに笑みを浮かべて肯定した。

　だが俺には、その笑みがどこか痛ましいものに見えた。

『《臨みし者ジエネラル》──《超えし者》の模倣体イミテーシヨン・イクシード……。あたしはその第一号となる被験者よ』

　リーリスは《超えし者イクシード》じゃない──

　ただでさえ組織の変革を目前で語られて理解を追いつかせるだけでも大変だというのに、そこへ新たに明かされた事実に俺たちは動揺や困惑を隠し切れない。

『隠していたことは申し訳無く思うけど、たとえ貴方あなたたちと言えど、おいそれと機密を漏らすわけにはいかなかったの。理解して──なんて言うつもりはないけれどね』

「……誰にだって事情はあるさ」

「ヤー。私もそう思います」

『ありがとう、透とお流る、ユリエも。そう言って貰もらえると少し気が楽になるわ』

　復ふく讐しゆうの《力》を求めて昊こう陵りよう学がく園えんに来た俺、《超えし者》ではないユリエ──

　他人には言えない事情を抱える俺たちが理解を示すと、リーリスの表情が一瞬和らぐ。

『……さて、話を戻すわ。さっきも言ったように、機関は今後《臨みし者》を主軸に──』

「話になりませんわね。貴女あなたは──三頭首バランは、《臨みし者》がいまだ大きな問題をクリアしていないという事実から目を背けて改革を推し進めるつもりでして……？」

『活動限界についてなら、いずれはクリア出来るわ。《超えし者》が誰一人として現時点の最高位にすら達していないって問題よりも、よっぽど易しい話だと思うけど？』

「だから、道を空けろと？」

『そうよ、空けて頂ちよう戴だい』

「完全を目指す者が、不完全で良しとする者に道を空ける道理などありませんわ」

『機関は辿たどり着けない夢想に付き合うような慈善団体じゃないの』

　一歩たりとも下がる意志はなく、互いに主張を退くことなく二人はぶつかり合う。

『諦めなさい、朔さく夜や。これは三頭首としての命令よ』

「抗あらがいますわ。私わたくしは必ずや《絶対双刃アブソリユート・デユオ》に辿り着かねばなりませんもの」

『……決裂、ね』

　こうなることは最初から分かっていたのだろう。

　それが分からないほど、リーリスは聡さとくないはずがない。

　だからこそ、強硬手段に出ることまでも決めてあったのだろう。

『ドーン機関が三頭首、リーリス＝ブリストルの名において宣告するわ──』

　決意を瞳ひとみに宿らせ、黄金の少女リーリスは決別の言葉を口にする。

『明日正午を以て、昊陵学園及び同敷地内の《黎明の星紋ルキフル》研究所は私の統制下に置き、抵抗をする者は如い何かなる人物であれ容赦なく排除する、と』

　宣告を受け、学園の支配者たる《操焰の魔女ブレイズ・デアボリカ》も、また。

「ならば私、九十九つくも朔さく夜やもここに宣言しますわ。昊陵学園及び同敷地内の《黎明の星紋ルキフル》研究所は、現時刻を以てドーン機関の管かん轄かつ下より別離する、と」

　黒衣の少女の宣言を受け、黄金の少女は俺たちに視線を移す。

『聞いてのとおりよ。透とお流るたちは大まかな説明でいいから、この場に居ない生徒や職員に明日は事が済むまで門の外にでも待機しているよう伝えて貰もらえるかしら』

　今回の諍いに事情を知らない人を巻き込みたくないというリーリスの心慮を汲くみ、了承の旨を伝え──

　次いで彼女に自分の考えを、まずは疑問をぶつける。

「……リーリス。一応訊きいておきたいんだが、新型ナノマシンってのは俺たちに投与することは可能なのか？」

『今のところそういった例は無いけれど、可能なはずよ』

「じゃあ投与したとして、今と同じ──いや、今以上の《位階レベル》に達することは？」

『それは無理ね。新型の最高位は今の透流と同じ《Ⅶレベル７》で、これ以上の《力》が必要と考えてないわ。宇宙開発事業に技術転用をしていくにしても、せいぜい《Ⅲレベル３》もあれば十分な話だもの』

　そうか、と返すと俺はこのパターンであった場合に対する案を出す。

「間を取ることは出来ないのか？」

「間っていうのは？」

　俺の発言に彼女は意図を聞き返してくる。

「今後、機関の──護陵衛士エトナルクの主軸を《超えし者イクシード》から《臨みし者ジエネラル》に移すのはわかった。だけど、いきなり《黎明の星紋》の開発を凍結しなくてもいいんじゃないかって思ってな」

　どれ程困難であろうと芽を摘つんでしまえば、可能性はゼロになってしまう。

　せめて規模を縮小する形で研究を続けられるよう計らえないか──

　そう提案すると、リーリスは苦笑で返してくる。

『透流は朔夜のやり方に不服だったんじゃなかったかしら？　それとも同情でもしたの？』

「ああ、不服だ。同情なんてするはずがない。だから今のは──俺の都合だ」

「透流の……？」

　拳こぶしを胸の前で固め、それを見つめながら俺はどうして今の提案をしたのかを説明する。

「俺には《力》が必要だ……。音おと羽はとの約束を果たすためには、今以上の《力》が。そのためにも、《黎明の星紋》の研究はどうにか続けさせて欲しい──それが俺の都合だ」

　このまま凍結となれば、あいつに俺の牙は届かない。

　そうなってしまえば、音おと羽はの最期の我わが侭ままに応えることが出来なくなってしまう。

『そう、音羽の……』

　今は亡き妹の名を耳にし、リーリスの表情が曇くもる。

　ともに過ごした時間は、俺を除けばこの場の誰よりも多いだろう。

　まるで姉妹のように過ごした時間を音羽は、そしてリーリスも忘れるはずはない。

　だからこそ俺の想おもいは伝わるはずだ。

　けれど──

　少なからず心が揺れたであろうリーリスを、戒いましめる声があった。

　そいつは、これまでモニターに映らない位置で話の流れを見守っていた人物のものだ。

『揺れるな、ブリストル』

「──っ!!」

　思わず息を飲む。

　突如聞こえてきた声が誰のものであるかを瞬時に理解して。

「トラ!!」

『……………………』

　俺の呼び掛けにトラの姿がモニター内に現われ、リーリスの隣に立つ。

　その姿は、紛まがうことなく長い付き合いを持つ友人のものだ。

「やっぱりリーリスと一緒だったんだな。いきなり居なくなったから心配したんだぞ」

『……………………』

「トラ……？」

　俺の声が届いていないのかと思った矢先、トラが口を開く。

　だが、出て来た言葉はこちらの呼び掛けに応えるものじゃなかった。

『《黎明の星紋ルキフル》研究は通達通り凍結する。そこの《魔女デアボリカ》がどれだけ抗あらがおうと絶対にな』

　冷淡な声色が、改めて凍結の宣告を下す。

「トラ、お前まで……」

　氷のような眼差しが、どこまでも本気であると知らしめていた。

「本気、なんだな……」

　それでも、と思う。

　トラならわかってくれるはずだ、と。

　この状況下において、それは一縷の望みですらないとどこかで気づいていながらに。

　だからこそ、俺は説こうとした。

「俺には《黎明の星紋》が必要なんだ」

『それがどうした』

「……音おと羽はの最期の我わが侭ままをお前も聞いただろ」

『ああ、聞いた』

「どうしても《黎明の星紋ルキフル》が必要なんだ、あいつとの約束を果たすために……！」

『……………………』

「トラ!!」

『……約束は諦めろ』

　静かな声で、これ以上ない残酷な回答が紡がれる。

　俺の性格をよく知るトラなら、決して受け入れられる話じゃないと解っているだろうに、それでも。

「俺は──諦めない。諦めてたまるか……!!」

　これだけは絶対に譲れない。

　音羽との約束を諦めるわけにはいかない。

「俺の道は俺が決める。だから返す言葉はただ一つだ──抗あらがってやる!!」

　奇しくもリーリスが理事長へ告げ、理事長がリーリスへ返した意志が、俺とトラの間でまったく同じように繰り広げられる。

　同時に、宣戦布告でもあった。

　もはやぶつかり合う以外の選択肢は無く、互いに覚悟を決める。

『ならば僕は貴様の敵として闘たたかおう。この女と同じく──』

　リーリス同様、覆い隠してきた真実をトラは告げる。

　かつて俺に語った実験対モルモツトという言葉に籠こめられた本当の意味を。

『《臨みし者ジエネラル》として、な』







　明日正午、昊陵学園そこで決着をつけるわよ──

　最後にリーリスがそう言い残し、通信は終わりを告げた。

　俺たちは誰一人として口を開かぬまま、刻ときが流れる。

「厄やつ介かいなことをしでかしてくれたものですわ」

　やがて、いまだ怒りの色を滲にじませたまま、理事長が口を開いた。

「三み國くに。今から学内の警備隊、職員、生徒を講堂に。それと、近郊の護陵衛士エトナルクにも明日に備えるよう指示を出しておきなさい」

「……既に手が回っている可能性が高いのでは？」

　学園内なら外からの連絡手段は限られるが、外の──それも機関の施設で待機する護陵衛士エトナルクなら、三み國くに先生の言うように今回の件は通達済みである可能性が高いだろう。

　当然理事長も考慮していて、そう考えるのが妥当だと頷うなずく。

「護陵衛士に対しては、《臨みし者ジエネラル》が主軸となった際に《超えし者イクシード》が排はい斥せきされる可能性を示し唆さしておきなさい。頭の片隅にでも残れば、機関側についたとしても出足を鈍にぶくさせるやもしれませんわ」

　護陵衛士も敵になる状況を考慮し、理事長は布石を打つ。

　もしかしたらという疑念は迷いを生む。

　闘いにおいて迷いが勝敗を分かつときは多々あるからこそ、諍う状況に陥ったときを考慮した手だ。

　とはいえ示唆する内容を耳にし、俺は少々不快な気分を抱えながら口を挟む。

「……噓うそをついて巻き込むのか？　今以上の《位階レベル》の開発を凍結するだけで、他は現状維持だってリーリスは言ってたじゃないか」

「噓ではありませんわ。口約束ならばどのようにでも言えますもの」

「リーリスは約束を破るようなやつじゃない……！」

「それは貴方あなた個人が持つ人物像にしか過ぎませんわ」

　すげなく返され、けれどそのとおりだと俺自身も思う。

　だからこそリーリスの話を続けるのはやめておき、それを察して《魔女デアボリカ》は笑む。

「ともあれ、まさか貴方が此方こちら側に付くとは、少しばかり意外でしたわ」

　俺を見据えたまま、理事長は話を振ってくる。

「……別にあんたのためにじゃない。俺にはこの先も《黎明の星紋ルキフル》が必要ってだけだ」

「利害の一致から、と。私としてはそれでも構いませんけれど」

　くすくすと笑む《魔女》の姿から、善よし悪あしはともかくとしていつもどおりに戻ったのだろうと窺わせる。

　笑みが止んだ後、黒衣の少女は俺から他の面々を見回すように視線を動かす。

「さて、九重ここのえ透とお流るはこのように仰おつしやっていますけれど……？」

　みんなに対して明日はどうするつもりなのかと問う理事長に続き、ユリエに向き直って頭を下げる。

「リーリスたちと事を構えるのは俺の勝手な都合だ。それでも、出来ることならユリエの力を貸して欲しい」

「……トール。音おと羽はの我わが侭ままを成なし遂とげる日まで、私もご一緒しますと言ったことを忘れましたか？」

「ユリエ……」

「ですから、トールとともに抗あらがいます。私たちは《絆双刃デユオ》ですので」

　心強い返答に感謝の意を述べたところで、みやびが口を開く。

「わ、わたしも一緒に闘たたかう。透とお流るくんのために、闘いたいの……」

　みやびは闘う意志を、その理由をはっきりと口に出す。

「今まで透流くんには数え切れないくらいたくさん助けて貰もらったから……。だから少しでもお返しをしたい。ユリエちゃんと比べたらぜんぜん頼りないだろうけど、それでも力になりたいの……」

　みやびの言葉を嬉しく思い──

　同時に胸が痛む。

「ダメ、かな……？」

「……そんなことないさ。みやびが力を貸してくれるなら百人力だって」

　無理矢理に笑みを浮かべると、「そんな風に言われちゃうとプレッシャーだよ」とみやびは苦笑した。

　実力行使ということは、相応の──《臨みし者ジエネラル》で構成された部隊を率いて来ると考えていいはずだ。

　その部隊がどれ程の実力を持つかはわからないまでも、ともに闘ってくれる──

　それも信頼の出来る仲間がともなればとても助かる。

　けれど俺は、その大事な仲間である彼女を傷付けようとしている。

　期待を持たせちゃいけない──

　期待を持たせることがどれだけ残酷であるか、俺にだってわかるから。

「透流くん……？」

「わ、悪い。ちょっと考え事を……」

「……そう、それならいいけど……」

　次に口を開いたのは、みやびの《絆双刃》である橘たちばなで──

「リーリスたちにも何かしらの事情があるのだろうな……。もしかしたら彼女たちしか知らず、そして正当なる理由を抱えているのかもしれない」

　二人とは特に任務中で意見を交わすことが多かったからか、複雑そうな表情で言う。

「理由を知るためには相対し、直接聞き出すしかないだろうな。それにキミが音おと羽はとの約束を果たすために《黎明の星紋ルキフル》が必要と言うのであれば、力を貸さぬ理由が無い」

　そう口にしてから橘はみやびを見て、笑みを浮かべる。

「何より、みやびがあれほど強く意志を示したのだ。ここで力にならずして、いったい何のための《絆双刃デユオ》か」

「巴ともえちゃん……。ありがとう、ふふっ」

　みやびに次いで俺も礼を言い、今度はタツへ意を問うと、力を貸すぜと力強く頷うなずいてくれた。

「あとは──」

　三み國くに先生は問うまでもなく理事長のために動くから、室内で明日の立ち振る舞いを明確にしていないのはただ一人だ。

「あたしは──そうだな。《異能イレギユラー》にはまだぶっ飛ばされたときの借りを返してねーからなぁ……」

　くっくと笑い、月つき見みは舌なめずりをする。

「とはいえ、今回は《超えし者オリジナル》と《臨みし者イミテーシヨン》のやり合いだ。学園側こつちに付き合ってやっから感謝しろよ」

　戦闘狂といった面はさておき、何だかんだで付き合いがいい月見に感謝の念を送る。

　とはいえ本来は《超えし者イクシード》自体が《醒なる者エル・アウエイク》の模倣だという真実を思うと、何だか複雑な発言ではあるが。

　こうして話がまとまったところに、《魔女デアボリカ》の笑みが小さく響く。

「誰一人として欠けることなく防備に就いて下さるとは、とても心強く思いますわ」

「心強く思って頂くのはありがたい話ですが、正直なところ勝算は有るのでしょうか？」

　橘たちばなが口にした疑問は、誰もが思うことだ。

　リーリスやトラ、二人が率いてくるだろう《臨みし者ジエネラル》の部隊を退しりぞけたとしよう。

　だが、たとえ明日は退けたとしても、それで諦めるとは思えない。

　何度だろうと、どんな手を使ってでも学園を統制下に置くために攻め入ってくるはずだ。

　負けるつもりも退くつもりもないが、消耗戦となれば確実にこちらが不利になる。

「三度も退ければ十分ですわ。彼女リーリスはともかくとして、他の三頭首バランには交渉の余地が出てくるでしょう。もっとも──」

　敗北したら何もかもを失う。

　それが分かっていて尚なお、黒衣の少女は薄い笑みを崩さない。

「まずは明日を乗り切らねば、全ては水すい泡ほうと帰すこととなりますけれど」

　くすくすと執務室に響く笑みは、まるでこの状況を愉たのしんでいるかのようだった。

　いや──《魔女》のことだ。

　今回の件もまた、《超えし者》をより高みに導く試練の一つと捉えているのだろう。







　一時間後、全生徒、全職員及び警備隊を含むすべての学園関係者が講堂に集められ、理事長直々に今回の件について説明が行われた。

　抗あらがうか、傍観するか──

　どちらを選ぼうとも自由であると理事長は語る。

　凌しのぎきった暁には特例として前者へ《昇華の儀》を行う、もしくは報奨金が出され、後者の場合も特に利は無い代わりに罰則も無いと付け足して。

　ついでに、機関側につくという第三の選択もあるがそれはやめた方がいいと冗談めかして言った。

　学園側こつちが凌ぎきる可能性を考慮したら、確かにその選択はしない方が無難だろう。

　ほどなくして集会は終了となり、抗う道を選択した者は夜に再び講堂に集合するよう告げられる。

　傍観者であると主張して講堂を去るのは難しいと配慮してのものだろう。

　もっとも理事長の性格からすると、自らの意志で闘たたかわない者に用は無いといったところじゃないだろうかと思う。

　やがて夜を迎えて指定された時刻に講堂へ改めて向かうと、日中の四割ほどが集まった。

　また、十人を少し超えた程度だが、学園側についてくれるという護陵衛士エトナルクの姿もあった。

　その顔ぶれの中には任務でたびたび顔を合わせる園その田ださんも居て、久しぶりの再会が妙な形になってしまったなと笑っていた。

　その後、護陵衛士や警備隊員（学園の卒業生で全員が《超えし者イクシード》だ）をリーダー格として複数の部隊を編成し、防備について大まかな打ち合わせを行う。

　俺とユリエは三み國くに先生とともに本丸とも言える校舎及び研究棟の防備、みやびと橘たちばなは研究棟の防備、月つき見みは単独で遊撃、タツは園その田ださん中心の部隊に組み込まれた。

　編成と配置、そして大まかな行動が決定すると解散となり──

　寮へと戻る道すがら、橘が難しい表情を浮かべる。

「明日はこれまでとは違った形で厳しい闘たたかいになるだろうな」

「《臨みし者ジエネラル》、か……」

　理事長からの情報によると、《臨みし者》は《超えし者イクシード》とほとんど変わりないそうだ。

《焰牙ブレイズ》の具現化は勿もち論ろん、身体能力の超化や《位階昇華レベルアツプ》によって段階的に《力》を得ていくなど聞いている限り、そしてリーリスやトラを見ている限りは変わりなさそうに思える。

　──が、違う点は有る。

　汎はん用よう性を重視している分、《適性アプト》に必要な値が《超えし者イクシード》と比べてかなり低いとのことだ。

　それでいて超化値は《超えし者》と同等との話だから、その点において《黎明の星紋ルキフル》を上回っていると言えよう。

　もちろん、欠点もある。

　適合者は週に最低一度、ナノマシンの調整を行わなければならないらしい。

　行わなかった場合は超化の効果が薄れていき、眠気や怠だるさなどの不調を起こし、やがてナノマシンが再調整まで機能停止するという点が、理事長が言っていたいまだクリア出来ていない大きな問題だそうだ。

　言われてみれば、確かにリーリスとトラは日曜に姿を見せない日が多かった気がする。

　加えて、先の《修羅會グラデイエイト》の最中、二人の動きが突如悪くなったことも思い出す。

　あのときは体調が悪いという話だったが、長なが丁ちよう場ばだったために新型ナノマシンの調整が出来なかったところに原因があったのだと理事長が教えてくれた。

　調整を行うための携帯型の特殊噴射式注射ジエツトインジェクターを数本持ち込んでいたものの、それも尽き、最後の闘いがあと一日──いや、数時間でも遅くなっていたなら結末は変わっていたかもしれない、とも。

　また、調整を一回行うだけでもかなりの大金が必要となるため、現時点では主流にしていくには程遠いはずだったそうだ。

「しかしまさか、理事長でも《臨みし者ジエネラル》の部隊がどれだけの規模か把握してないとはな」

　曰いわく、《臨みし者》は宇宙開発に向けて研究がなされていたため、終ついの領域を目指す理事長は報告書に目を通すだけに留とどまっていたらしい。

　そのため、明日は自分の知っている数──リーリスやトラを含む新型の被験者三十三人を超える《臨みし者》が、制圧部隊として送り込まれてくると考えていいだろうと楽しげに言っていた。

「いつから今回の件のために動いてたかはわからないが、集団戦の練度は確実に学園側こつちよりも上だろうな」

「私も同感だ。言ってしまえばこちらは寄せ集めだからな」

「ですが巴ともえ、こちらには《位階レベル》という利点があります」

「そ、そうだよね。《Ⅳレベル４》以上の《臨みし者》はリーリスさんとトラくんだけって話だし、何とかなるよね……？」

　話に混ざってきたユリエに続き、みやびは不安を少しでも振り払おうとばかりにこちらの利点を上げる。

　もちろんそれは理事長の把握している範囲での話だ。

　とはいえ汎用性が高まろうと、それは入口だけ──

《超えし者イクシード》と同様、《Ⅲレベル３》を超えて《Ⅳレベル４》へ至るのは相当難しいことに変わりない。

「月つき見みや三み國くに先生もいるし、個々の戦力で言えば学園側こつちの方がたぶん上だろうな」

「……だが如い何かに個の力が優れようとも、戦術を伴った数の力が勝利を収めた戦いは古今東西数多く残っていると、忘れてはならないぞ」

「うう……」

「あ……。み、みやびっ、私は別に我々が不利と言ったわけではなくてだな──」

　たとえ優位な部分があろうとも、気を引き締めて臨むべきと橘たちばなとしては伝えたつもりなんだろうが、逆に消沈させてしまう。

　みやびの反応で自分の考えが伝わってないと気づき、慌あわてて弁明する様を見て俺はこっそりと笑った。

「……トール。一ついいですか」

「何だ？」

「音おと羽はとの約束があったとはいえ、よかったのですか？」

　何の話かと思えば、利害が一致したとはいえ理事長側についた件だった。

　橘とみやびの様子からこちらの声は届かないだろうと判断し、ユリエの疑問に答える。

　……ちなみにタツは兎跳びで先頭を進んでいる。

「正直なところ、研究規模そのものは縮小した方がいいと思ってるさ。今回の件を乗り切れたら、その辺りをリーリスたちと話し合うつもりだ」

　かつてリーリスは言った。

　理事長のやり方を認められるわけがない、と。

　ならばそこに交渉の余地はあるはずだと俺は語る。

　自らの意志で終ついの領域を志す者以外は、《魔女デアボリカ》の試練に巻き込めないようにする──

　俺との契約が無かったとしても、だ。

「そういった形になれば一番いいんじゃないかって思ってるんだ」

　考えを述べたところでユリエは頷うなずいて同意の旨を示し、言った。

「そのためにも、まずは明日を乗り切らないといけませんね」

　そして──明日がやってくる。

　未来あしたへの岐き路ろとなる明日が。







　正午を報せる鐘の音が、爽さわやかな青空に鳴り響く。

　それは同時に闘たたかいの始まりを報せる合図でもある。

『こちらチームＳⅠ！　南方より複数の機影接近!!』

　南方面の監視塔で見張りに立っていた部隊からの報告がイヤホンから聞こえ、緊張が一瞬で最高潮へと達した。

　空か海──

　海上に孤立した島という立地上、突入するにはどうあってもそのどちらかしかない。

　かつて分校が《神滅部隊リベールス》に襲撃されたときに状況は近い。

　ただし今回は時間が宣告されているため、迎え撃つ手はずは整えられた。

　とはいえ人員不足は否めず、哨しよう戒かい班以外のほとんどは校舎を中心として近辺に配備されているのだが。

「約束通りの時刻とは律儀なことですわね」

　主賓を出迎えるといった名目で、今は俺たちとともに校舎前に出て来ている理事長がくすくすと笑う。

　代わりに普段はともに行動することが多いみやびと橘たちばなは、昨夜に取り決めた配置──

　研究棟の防衛を担当しているため、この場には居ない。

『六機確認！　機種は──』

「……各機二十名以上──最大で二百名近い部隊といったところですか」

　国内に配備されている機関の輸送機は三み國くに先生が把握していたため、新たな報告から相手の戦力を推し量る。

「くはっ、てっきり十倍くれー用意してっと思ったんだがなぁ」

　月つき見みは肩透かしだと言わんばかりだが、こちらの戦力だってそれほど多くない。

　機関の決定に抗あらがう選択をした学園側の《超えし者イクシード》は八十名弱──

　少なく見積もっても倍の開きはあると考えていいだろう。

「油断は禁物です。伏兵を用意していないとは限りませんし、個々の実力は未知数なのですから」

「へーいへい、わかってま──」

『チームＮⅡ、報告！　北東より機影を複数確かくに、ん……。──なんだ、あれは？』

　イヤホンを通じて、哨しよう戒かい班のリーダーの困惑した声が聞こえてくる。

「どうしました？」

『複ふく葉よう機き……？』

　返答ではなく、疑問を呟つぶやく声。

　どういうことだと学園前の広場で待機していた俺たちは、北東方面に視線を送ると──

　レトロな印象を持つデザインの航空機が、独特のエンジン音を響かせて学園へと近づいて来る様子が見える。

　それも十機近い数がかなりの低空飛行で迫る。

「──っ!!」

　学園上空に差し掛かる直前、複ふく葉よう機きの後部から煙が吹き出した。

　全機ほぼ同時だったことから、意図的なもの──煙幕だと見て取れる。

「……リーリスらしい演出ですわね」

　まるで航空ショーの幕が開いたかのように上空が白く染まる様を見上げながら、理事長は笑みを浮かべる。

　ただし開いたのは、《超えし者イクシード》の未来を決める闘たたかいの幕だが。

　煙幕が消えきらないところへ、今度は南から接近してきた輸送機が学園上空を通過していく最中、機体から次々と人影が飛び降りてくる。

「来たぞ!!」

「総員、持ち場を離れないよう交戦準備を。倒せずとも構いません。無理をせず、遊撃隊が来るまで持ち堪えなさい」

　各々が《焰牙ブレイズ》を構える中、三み國くに先生が全隊に指示を飛ばしたそのとき──

『こちらＥⅡ！　海より揚よう陸りくをされました！　数は──うぁああああっっ!!』

　西側の監視塔に配備された部隊から、強襲の報告と合わせて叫び声が届く。

「さっきのは演出だけじゃないってわけか」

　上空に意識を──それも念入りに向けさせておいて、時間差で外堀からも侵攻する。

　六つの監視塔に配備された部隊それぞれから、続々と報告が入って来る。

　それによると、海中を潜水して揚陸作戦を仕掛けて来たようだ。

　通信はどこも途切れ、ものの十分もしない内に学園のそこかしこから剣けん戟げきや鬨ときの声が響き渡ってくる。

「あれが──《臨みし者ジエネラル》……！」

　校舎周辺の防備に就いていた生徒や警備隊が、護陵衛士エトナルクと同じ装いをした部隊と交戦する様子が遠目に映る。

　現時点では互角、もしくは少々押され気味か。

　それでも急遽編成された部隊と考えれば上出来と言えるだろう。

　だが機関側はここからまだ空くう挺てい部隊が増えるであろうこと、さらには海からの揚よう陸りく部隊も加味すると戦況は時間が経たつほどに厳しいものと化すだろう。

　だからこそ、三み國くに先生は次のような指示を出した。

　決して深追いせず、相手を倒そうなどと考えなくていい、と。

　防衛に専念し、負けない闘たたかいをせよ、とも。

　如何なる理由による指示かと言うと──

「さぁて、そんじゃあちょっくら行ってくるとすっか」

　不敵な笑みを浮かべ、肩に《牙剣テブテジユ》を担ぐ月つき見みに遊撃任務が与えられているからだ。

　けれどその出足は、学園に向かって再び迫り来る一機の複ふく葉よう機きを目にして止まる。

「ほう、そういう演出と来やがったか」

　月見が、そして俺たちもまた気づく。

　迫る複葉機の翼で、風にたなびく黄金色の輝きに。

　操縦席を挟んで対の位置には、長い付き合いのある姿も捉える。

「リーリス、トラ……!!」

「くはっ、随分と派手な討ち入りだなぁ、おい!!」

　空からの陽動と突入、海からの強襲、そして再度空から──

　それも《臨みし者ジエネラル》の将が直々にというよもやの急襲に、驚きを禁じ得ない。

「っしゃ、いつぞやのように《牙剣》でぶった斬って──って言いてぇところだが、まあ今日のところは雑魚で我慢してやっか!!」

　月見は駆かけ出し、迫る複葉機と入れ替わる形となる。

　あまりの低空飛行にあわや墜落でもするんじゃないかと思った矢先、複葉機は機首を上げて一気に上空へと昇っていき──

　巻き起こした風が吹き荒れる中、地上に着地する二つの影があった。

　言うまでもなく、複葉機から飛び降りたリーリスとトラの二人だ。

　リーリスとトラに対峙するのは俺とユリエ、三國先生、そして理事長の四人だ。

　二人が一気に飛び込んで来たことで周囲から人が集まろうとするも、三國先生が制して持ち場を離れないよう厳命する。

「久しぶりね、透とお流る──と言っても、モニター越しとはいえ昨日も顔を合わせたけど」

　上空へとエンジン音が離れていく中、リーリスはぱちりとウインクを飛ばしてくる。

「……………………」

「あら、どうかしたかしら？」

「状況が状況なんでな。どう反応していいのやらってところだ」

　遠くから鬨ときの声や剣けん戟げきなどが響いてくる中で、俺は何とか返事を戻す。

　こんな状況であるというのに、リーリスはあまりにもいつもどおりで──

　けれど、護陵衛士エトナルクの装よそおいで俺たちの前に立つ二人の姿は、紛れもなく敵対する立場なのだと知らしめてくる。

「似合うかしら？」

　リーリスはその場でくるりと回り、ふわりとスカートが浮く。

「……ああ、いいと思うぜ」

　コートの色が紺ではなく黒という違いはあれど、纏まとうのは二年後になると思っていた。

　まさかこんな形で二人の護陵衛士としての姿を目にするなんて、思いもしなかった。

「理由を訊きかせて貰もらえないか？」

　どうしてこんな状況を迎えてしまったのか──

　何も知らないまま抗あらがう方がいいのかもしれない。

　理由を知れば、振るう拳こぶしが鈍にぶるかもしれない。

　それでも知りたかった。

　リーリスはトラに視線を送り、トラは小さく頷うなずく。

「……わかったわ。そうじゃないと透とお流るは納得してくれそうにないものね」

　トラにも訊ききたいことはある。

　しかし今はリーリスの話に耳を傾けるときだと、彼女に真まっ直すぐ視線を送る。












「どこから話せばいいのか──ううん、言えることは全部言った方がいいのよね。少しややこしいかもしれないけれど、そこは勘弁して貰もらえるかしら」

　頷うなずき、承諾した旨を告げる。

「始まりは五年ほど前の話になるわ。ある日あたしは祖父に付いていく形で、イギリスの《黎明の星紋ルキフル》研究所を訪れたの」

　そこで偶然出会ったのは、今よりもさらに幼い日の黒衣の少女──九十九つくも朔さく夜や。

　リーリスは彼女と話をしようとするも、すげなく断られた。

《神》を創つ造くるという理由によって。

「《神》、だって……？」

　リーリスが頷く姿に、思わず理事長に視線を向ける。

「随分と懐かしいお話ですわね」

　当事者である理事長からは否定の言葉一つ出て来ない。

　にわかには信じ難い話だが、事実なのだと受け止める他ない。

「断る理由は荒こう唐とう無む稽けい、話す内容も年相応とはほど遠い──変わった子だと思ったわ。でもね、そんな朔夜に強い興味を持ったというのもまた事実よ」

　リーリス自身、どうしてそこまで理事長に興味を持ったのか、わからないままに踏ふみ込んでいったらしい。

　研究所に幾度となく足を運び、半ば無む理り矢や理りではあったもののお茶会をする間柄にまで進展した。

　だがある日、理事長の祖父によってその時間は失われてしまう。

「そのとき、あたしはようやく気づいたの。どうして朔夜に興味を持ったのかって……。あたしはあまりにも子供らしくない朔夜が怖くて、そして──」

　リーリスは俺から理事長へ視線を移す。

「貴女あなたは怒るだろうけど、あのときあたしはこう思ったの──」

　蒼玉の瞳サフアイアブルーに浮かんでいたのは──憐れん憫びんの色。

「この子は可哀想だって」

「……それはそれは、随分と蔑さげすまれた想おもいを向けられていたものですわ」

　だからどうしたとばかりに、理事長はまるで意に介した様子もなく笑む。

「ええ、そうよ。貴女は可哀想。子供らしさを奪われ、自らの意志を持たず、貴女の祖父である九十九月げつ心しんによって、研究を継ぐためだけに創られた人形だから……」

「人形って……。リーリス、いくら何でもそれは──」

　憐あわれんだ挙げ句、人形だと断じるのはあまりにも酷ひどい物言いじゃないかと続けようとするも、リーリスは首を振る。

「朔さく夜やは──普通の子として生まれるはずだったのよ」

「普通、とは……？」

　自身は逸脱してしまった銀色の少女が問う。

「遺伝子操作によって、この子は高い知能を備えてこの世に生を受けたのよ。生後数ヶ月で会話が出来るほどのね」

「噓うそ、だろ……」

　天才──その二文字の裏に隠された事実は、俺にそれ以上の言葉を紡がせない。

　あまりにも馬鹿げている。

　事実だとリーリスは首を振り、理事長もまた否定しない。

「老齢だった九十九つくも博士は自らの研究を引き継がせるための操り人形として朔夜を創り出したのよ。たとえ自身が死したとしても、求めた結末に必ず辿たどり着くために」

「《絶対双刃アブソリユート・デユオ》、か……」

　黒衣の少女が幾度となく口にしてきた言葉は、彼女の祖父であり、《黎明の星紋ルキフル》を生み出した人物が求めた結末だった。

　少しずつ明らかになり、繫つながっていく。

　だが、まだ、終わりじゃない。

「《神》を創り出す、それが理事長の成すべきことなんだよな？　それと《絶対双刃》が──終ついの領域がどう繫がるんだ？」

　俺の疑問に答えたのはリーリスじゃなく、他ならぬ理事長だ。

「正しく言えば、その二つは関連性がある別のものですのよ」

「どういうことだ……？」

「終の領域とは《魂》が究極の高みへと至った段階を指しますの。そのとき《超えし者》は真の意味で人を超え、こう呼ばれますの──」

　黒衣の少女は笑みを浮かべて告げる。

「《神如き者エル・セラフィム》、と」

　今なら、理事長を荒こう唐とう無む稽けいと感じたリーリスの気持ちがわかる。

　本気であるなどと今さら問うつもりは無いが、正気とは思えない。

　いや、だからこそ俺はこの少女に感じたのだろう──狂気を。

　背筋が薄ら寒くなる中、リーリスは再び語り出す。

「九十九月心は亡くなったわ。でも、彼の狂気は呪いと化して生きている。今いま尚なお、朔夜の心を蝕むしばみ続け、人に戻ることを許さずに」

「……だからあなたは研究を力尽くで止めようと？」

　呪いという言葉に思うところがあったのだろう。

　ユリエは饒じよう舌ぜつにリーリスへ訊きく。

「それは最善なのですか？　無む理り矢や理り呪いを断ち切ったとして、それで理事長が人に戻れるのですか？」

　俺にはそれが、彼女自身への問い掛けに聞こえた。

　父を殺され、《復讐者アヴエンジヤー》としての道を歩むと決意したユリエ自身への問い掛けに。

　かつてユリエは言っていた。

　背中に刻きざまれた傷は呪いだと。

　呪いを解かない限りは未来永劫憎にくしみの炎に身を灼やかれ、前に進むことを許されないのだと。

「今の話を聞く限りでは、私にはあなたのやり方が正しいとは思えません……」

「《黎明の星紋ルキフル》で《超えし者イクシード》を終ついの領域へ──《神如き者エル・セラフイム》に至らせるべきだ、と？」

「ヤー」

「……あたしもそれが一番だと思うわ。だからこそ朔さく夜やの研究について調べ、目的を知ったとき、あたしはあたしに誓ちかったの。あたしが《神如き者》になるって──九十九つくも月げつ心しんが創り出した地獄からこの子を救うための光に、《深淵の光芒アビス・レイ》になってみせるって……！」

「……随分と勝手な話ですわ。私を可哀想だなどと憐れみ、救おうなどと驕おごるとは……」

「ええ、そうよ。あたしが勝手にそう感じただけ。あたしが勝手に考えただけよ」

　それは子供心に生まれた正義感なのかもしれない。

　ただただ、目の前の相手を助けたい──それだけの想おもいだったのだろう。

「だけど、ね──あたしは届かないの。ううん、あたしだけじゃない。透とお流るも、トラも、他の誰だろうと、すべての《超えし者》は決して《神》に至ることはないの──絶対に」

「だから、今回のような強硬手段に出たと……？」

「……そうよ。呪いを解く道が無いのであれば、その道を諦めさせる──あたしにはもうそれしか出来ないもの……」

　リーリスは自分を責め、苦しむ。

　そんな彼女に俺は少なからず──怒りを覚えた。

「どうして諦めるんだ！　終の領域に、《神如き者》に至ることが出来ないなんて自分で決めるなよ！　そんなのリーリスらしくないだろ!!」

　怒りは言葉となり、口を突く。

　今にも泣き出しそうな表情を浮かべるリーリスを見て、胸が痛みながらも。

「……それ以上言うな、透とお流る。貴様の言っていることは、誰よりもこの女が自分で一番わかっていることだ」

「どういうことだ、トラ……」

　これまでただ一言すら発しなかったトラが、ここで間に割って入ってくる。

「《神》とは──どのような者だと貴様は考える」

「どんなって……」

「答えろ、透流」

　唐突ではあるも、この場においては答えるべき質問なのだろう。

　それこそが《黎明の星紋ルキフル》の目指す結末なのだから。

（《神》、か……）

　俺は思いつくものを片っ端から口に出していく。

「人知を超越した存在、いろんな信仰の対象、世界の創設者、全知全能──」

「そうだ。森しん羅ら万ばん象しようを知り、因果を司つかさどり、世界を創り出す──それが《神如き者エル・セラフイム》であり、この女たちが求める結末に至るための必要不可欠な存在だ」

「結末──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》ってことか……？」

「《絶対双刃》とは概念。……そうだな、《魔女》」

「ええ。事象と述べた方がより正しくありますけれど」

　何らかの要因により起こる現象──それが《絶対双刃》の真実だと語られ、ならば《神如き者》とどういった形で繫つながるのかと続きを待つ。

「《黎明の星紋》は《神如き者》に至るための《力》──だけど透流。貴方あなたなら《神如き者》に至ったとして、それをどうやって証明する？」

「どうって……」

　皆まで言わずあえて糸口だけを与え、自身で考えさせることでより理解力を深めさせようというリーリスの意図を汲くみ取とり、俺は必死に脳を回転させる。

「《神如き者》である証明を──《神》の《力》を行使する……？」

「《神》の《力》……。もしや、先程トラが言ったことが……？」

　ユリエが何かに思い当たったようで、俺はそこからトラの言葉を思い返し、口に出す。

「森羅万象を知り、因果を司り、世界を創り出す……」

「この世の全てを知り、運命を決めた先で創り出すものは──」

　砕いて呟つぶやくユリエの言葉から、何かがぴんと来る。

「未来、か……？」

　俺の出した答えに理事長は笑み、リーリスは頷うなずき、トラはようやく辿たどり着いたかと呟つぶやく。

「そうだ、《神》の《力》とは世界の行く末を識り、己の望む結末みらいへと導くものだ。そしてその《力》を証明させるには──本物と対峙させればいい」

「《神如き者エル・セラフイム》と《神如き者》がその《力》を以てして対峙する──」

「その事象こそが──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》ですわ」

　今こそ真実が明らかになる。

　終ついの領域に至った者同士が刃やいばを交わす、究極にして絶対なる闘たたかい──

　それが《絶対双刃》なのだと。

（だけど──）

　疑問が浮かぶ。

《黎明の星紋ルキフル》で《神如き者》に至ったとして、対峙すべきもう一人の《神如き者》はどこにいるんだろうか。

「──っ!!」

　雷に打たれたかのように、俺の記憶から甦よみがえる言葉があった。

　奇しくもそれは、月つき見みが口にした何気ない一言だった。

　本物オリジナルと模倣イミテーション──

「まさか……!?」

　俺はユリエを見る。

《超えし者イクシード》が模倣した存在──《醒なる者エル・アウエイク》を。

（だけどユリエにそんな《力》は──）

　俺が答えにほとんど辿り着いたと悟り、黒衣の少女が薄い笑みを向けてくる。

「確かにユリエ＝シグトゥーナにも可能性はあるでしょう──が、彼女ではありませんの」

　光に成るべくして、成れなかった黄金の少女リーリスが悲痛な表情を浮かべる。

「結末みらいを視る《力》を持つあいつの神託ことばで、あたしはこの道を選ぶしかなかったのよ」

　幾度となく拳こぶしを合わせ、ともに強くなってきた友が告げる。

「そいつの名は、誰よりも貴様自身が知っているはずだ」














『鳴なる皇かみさかき──あいつが、《神如き者エル・セラフイム》だ』











〈了〉







『裸○○○○法』


　　　　　　初出：ＭＦ文庫Ｊ夏の学園祭２０１４特別小冊子「ＭＦ文庫Ｊラプラス」









「お帰りなさい、トール」

　ランドリールームから戻ると、銀色の少女が出迎えてくれる。

「ただいま、ユリエ。そっちはどうだったんだ？」

　同じく洗濯物を回しに（もちろん女子専用の方へ）行っていたユリエへ訊きくと、チリンという鈴の音とともに頷うなずきが返ってくる。

「ヤー、幸いにも。もし空いていなければ、明日が大変なことになるところでした」

　曰いわく、いま着ている下着以外に予備が無いとのことだ。

　十二セットという普通なら十分な下着の数も、模擬戦や体力強化訓練を連日行う昊こう陵りよう学がく園えんでの生活においては少々心許ない量らしい。

　もっとも、年頃の男子としてはそういった実情（下着の枚数）を聞かされても反応に困るのだが。

　ともかく、ユリエとて洗濯物を溜めたくて溜めたわけじゃない。

　ここ数日、暑さと慣れないエアコンによって体調を崩してしまい洗濯が出来なかったのだ。

　まあ、無事に洗濯を回せたなら何よりということで、俺は気を取り直してテレビに視線を映す。

「今は何を観みていたんだ？」

「健康になる睡眠法についてです」

　ニュースで特集を組んでいたらしく、画面には睡眠法の名称と血行促進や新陳代謝アップといった効能が表示されている。

「っと、もうすぐ集合時間だし、そろそろ出るとするか」

「ヤー。楽しみです♪」

　今日はこれからいつもの面々と一緒に近隣で開催中の七夕祭りへと出掛けることになっているのだ。

　テレビを消し、俺たちは集合場所──ラウンジだが──へと向かうことにした。




　七夕の夜──とはいえ空は黒雲に覆われ、織姫と彦星の再会は来年に持ち越されそうな天気だった。

　ただし祭り会場である幅広の通りは、星が見えないことなどお構いなしの混雑っぷりだが。

「ユリエ、ぼんやりしてるとはぐれるぞ」

　短冊や吹き流し、投網の切り紙で飾られた彩り豊かな笹飾りに見とれて足を止める銀色の少女へ注意を促す。

「ヤー、すみません」

　我に返ると、ユリエは俺と肩を並べて歩き出した。

　先を進むみんなとは多少距離が空いてしまったが、巨体で長身のタツが目立つからはぐれることはないだろう。

「すごい人出ですね、トール。あらもーどより多いです」

「去年は二日間で、三十万人近い来場者数だったらしいしな」

「ギムレーの人口の十倍も……」

「ははっ、そりゃ驚いて当然の人数だな」

　目を丸くして驚くユリエに、俺は彼女の言葉からふと疑問が浮かび、そのことを問う。

「ギムレーの祭りって、どんな感じだったんだ？」

「一番大きなお祭りの話ですが、伝統衣装を着て、街の広場中央に焚いた火を囲んで踊るものです」

「へぇ、盆踊りみたいなものってところか。伝統衣装ってのは？」

　白いブラウスに色鮮やかな刺繡を施し、黒を基調としたロングスカートには赤いラインとワンポイントとして花の模様が、そして赤色の長い腰帯だとユリエが説明をしてくれるも──

「え、えーっと……」

　美術センスと縁遠い俺には、いまいち想像が出来なかった。

「インターネットで探せば、見つかるかもしれません」

「なるほどな。だけど俺としては、画像で見るよりも、ユリエが着ているところを見てみたいかな」

「…………」

「ユリエ？」

　銀色の少女は、何な故ぜか視線を落として沈黙し──

「……ナイ。恥ずかしいので見せません」

「そ、そうか……」

　やがて、頰ほほを少しばかり赤らめて返すユリエに、俺は彼女の恥ずかしいという基準は相変わらずわからないと思うのだった。

「え、えーっと、ギムレーの祭りについて、もう少し聞かせてくれないか？」

「ヤー。広場の外周には、お菓子のお店が数軒出ていました。パパとママと三人で、焼き林りん檎ごを食べたことを今でもよく覚えています」

「焼き林檎って言われると、林檎飴を想像するなぁ」

「……？」

　チリンと鈴の音を響かせて小首を傾かしげるその様は、どうやら馴染みがないようだ。

　さっそく林檎飴の屋台を探し、見つけて購入する。

「これが林檎飴だ。まず飴を舐めて、次に林檎を食べて、最後に両方一緒にってのがおすすめだな」

「……飴の甘さと林檎の酸味が合わさって、とても面白い味ですね。食感もしゃりしゃりとしゃくしゃくが絶妙な組み合わせとなっていて、とても美お味いしいです」

　どうやら気に入ってくれたようで、勧すすめてよかったと喜ぶ。

「ところでトール」

「ん？」

「みやびたちはどこへ行ったのですかね？」

「……へ？」

　気がつけば、目印にしていたタツの姿はどこにも見えず──俺たちは、みんなとはぐれてしまっていた。

「ま、まあ道は広いけど一応一本道だ。適当に進んでれば、どこかで合流出来るだろ」

「そうですね。そうしましょう」

「それじゃ進もうぜ。せっかくだから、祭りを楽しみながらな」

「ヤー♪」




　一時間ほど後──

「合流出来なかったな……」

　最奥まで到着した後、Ｕターンをして入り口まで戻って来たのだが、みんなの姿はどこにも見当たらなかった。

「どこかで追い抜いてしまったのかもしれませんね」

　祭り会場は幅広の道路で行われているが、もしみんなとすれ違ったとしたらタツの巨体で気づいたはずだ。

　となれば、やはりユリエの言う通り気づかずに追い抜いてしまった可能性が大きいだろう。

「ごめんな、俺のせいで……」

「ナイ。トールと一緒でしたから、とても楽しかったです」

　微笑ほほえむユリエに、俺は彼女が楽しんでくれたことを喜ぶ。

「あ、透とお流る──っ!!」

　そこへ、リーリスたちが会場から出て来た。聞けば、みんなで型抜きに熱中していたときがあったとのことで、俺たちはその際に追い抜いてしまったようだ。

「さすがにもう一周する時間は無さそうだな」

「あら、あたしなら構わないわよ」

「リーリスは《特別エクセプシヨン》だから門限は気にならないだろうけど、俺たちはそうもいかないって」

　結局、リーリスも含めて学園に戻ることに決めたのだが──駅が見えたところで、鼻先に冷たいものが当たった。

「タイミングよかったな」

　ホームで電車を待っている際、いよいよ本降りとなってきた雨に呟つぶやくと──

「ふんっ、それはどうかな」

　トラが呆あきれたように言う。どういうことかと尋ねると、電車を降りた後のことを忘れたのかと、さらに呆れの度合いを増した声で答えが返ってくる。

　その言葉通り、学園まで戻っても雨の勢いは衰えることなく、俺たちは全員ずぶ濡ぬれとなって帰寮した。

「それじゃあ行ってくるからな」

「すみません、トール。譲って頂いて……」

　夏場とはいえ、雨に打たれた体は冷え切っていて、温めなければ風邪をひくことになるだろう。

　ということで俺はユリエに風呂を譲り、トレーニングルームに備え付けのシャワー室を使うことにした。

　だが──

「トール」

　部屋を出ようとしたところで呼び止められ、足を止める。

「今日はとても楽しかったですね」

「そう言って貰もらえるなら何よりだ」

　みんなとはぐれた原因を作った身としては、銀色の少女が楽しんでくれて本当によかったと思う。

　だが、ユリエが俺を呼び止めた理由は、そのことを伝えるためだけじゃなかった。

「引き止めてしまって申し訳ないのですが、一つお願いが……」

　少し上目遣いで俺を見る様子に、ふと何かがぴんとくる。

「……今夜一緒に寝たい、とか？」

「ヤ、ヤー」

　祭りの楽しかった思いを抱えたままに、人の温もりを感じながら眠りたいのだろう。

　楽しい時間を過ごした後は、妙に寂さびしくなるものだから。

「ああ、いいぜ」

「……トール♪」

　その気持ちがわかるから、ユリエの頭を撫なでながら承諾する。

　一緒に寝るという行為は相変わらず恥ずかしいし緊張するが、それ以上に銀色の少女へ寂しい思いをさせたくないという気持ちが上回ったからだ。

「じゃあ、また後でな」

「ヤー♪」




　ラウンジを除き、寮内の施設は消灯の一時間前に使用終了となる。

　使用時間を少しばかり超過してシャワー室を出ると、俺はラウンジでクラスメイトとしばし雑談をしてから部屋へ戻った。

「ただいま、ユリエ──って、あれ？　もう寝てるのか……？」

「……ナイ。まだ起きています」

　ユリエは俺のベッドで横になり、タオルケットにくるまって銀色の髪だけを覗のぞかせている。

（祭りで疲れたんだろうな……）

　加えて昨日までは体調不良だったから、幾ら《超えし者イクシード》だろうと疲労が溜まってもおかしくない。

「まあ、今日はもう寝ようか」

　電気を消し、ベッドで横になる。

　その俺の袖そでをきゅっと握り、ユリエが体を寄せてくるというのがいつもの流れなのだが──今日は何かが違った。

　それは肌だ。腕に当たるユリエの柔らかな肌の面積が妙に広い。

　何となく気になり、暗闇に慣れ始めた目をユリエに向けると──

（え……？）

　ユリエの肩が見えた。パジャマを着ていれば見えないはずの肩が。

　その意味が指すものは──

「ユ、ユリエ!!　もももしかして今……!?」

「……すみません。シャワー前に洗濯物を取りに行くのを忘れてしまい、着替えが無かったもので」

　そう、ユリエは裸だった。

　どうやら下着どころか、パジャマも含めてすべての衣服を洗濯してしまったらしい。

　俺が戻る前に布団へ潜り込んでいた理由をここで理解する。

「お、俺が今から取りに──」

「女子専用の施設にトールが行くのはどうかと思いますし、何よりランドリールームは施錠されている時間です」

「た、確かに……」

「仕方ありませんので、今夜はこのまま休ませて頂きます」

「このままって……それでいいのか!?　恥ずかしいとかは……!?」

「……恥ずかしくないと言えば噓うそになりますが、一緒に寝たいと言い出したのは私ですから」

（妙な律りち儀ぎさを発揮しなくても!!）

　そう思うも、混乱と困惑で声が出ず、口はぱくぱくと動くだけだ。

「大丈夫です。裸睡眠健康法だと思えば問題ありません」

（なるほど。そう言えば祭りに行く直前にテレビでやってるのを観みてたもんな……って、いやいやいやどこが大丈夫なんだ！　大問題だっての──っ!!）

　だが、心の絶叫は届くことなく銀色の少女は目を閉じる。

「それではお休みなさい、トール」

　そして──

　完徹。裸の美少女が隣で寝ている状況で、眠れるはずがない。

　俺の服を貸せばよかった──そんな当たり前のことに気がついたのは、ユリエが寝息を立て始めてからしばらく経たってのことだ。

　思い至らなかったのは、混乱の極きわみにあったためだろう。

　さすがに起こすのも申し訳無く、俺は眠れない一夜を過ごした。

（疲れた……）

　部屋に差し込む爽さわやかな朝陽とは真逆に、頭に霞がかった状態の俺はベッドから出て寝起きの──寝てないが──アップルティーを飲むことにする。

　やがて部屋の中に甘い香りが漂ただよい始めると──

「ん……トール……？」

　それに惹ひかれてか、銀色の少女が目を覚ました。

「おはよう、ユリエ。まだ早いし、もう少し寝てて大丈夫だぞ」

「ナイ。起きます……」

　眠そうではあるも、ユリエはそう言って体を起こす。

　このとき、俺は失念していた。

「起きるならユリエも飲──」

　徹夜する羽目になった原因を。

　寝不足のためにぼんやりとしていた頭は──肌色が見えた瞬間、一気に目が覚めた。

「ま、待ってくれユリエ！　ダメだ！　今起き上がったら──」

「……？」

　忠告は遅かった。

　朝陽の中、眠そうに目を擦こすりながら体を起こすユリエ──

　その雪色の肌スノーホワイトが、俺の記憶に刻きざまれた。


《了》







『アナザー・デュオ　─例えばこんなビギニング─』


　　　初出：ＭＦ文庫Ｊ夏の学園祭２０１５特別小冊子「文庫ＪＣｏｌｌｅｃｔｉｏｎ」









　それはティーンズモデルをしている妹に、差し入れを持って行ったある夏の日のことだった。

　チリン──昊こう天てんの下、撮影現場である海浜公園に響いた涼やかな音色に足を止め、俺は息を吞む。

　銀色の髪を風に揺らめかせた少女の姿を認め、不覚にも見み惚ほれてしまったために。

　カメラ等の機材を向けられている様子から、どうやら彼女は妹と同じくモデルのようだ。

「え……？」

　一瞬、我が目を疑う。

　銀色の少女と俺の視線が合ったからだ。

　どうして俺を見るんだ──という疑問は直後に霧散する。

「お兄ちゃんっ♪」

　駆かけ寄ってきた音おと羽はが、胸の中へ飛び込んできたことで。

「子供じゃないんだから……」

「来るの待ってたんだもん♪」

「……待ってたのは俺じゃなくて、こっちだろ」

「えへへ♡　でも、お兄ちゃんに来て欲しかったのも本当だよ♪」

　差し入れのアイスが入った袋を見て、妹は屈くつ託たく無く笑う。

「調子がいいな、音羽は」

「もうっ、本当だよぉ」

「わかったわかった。それよりこれ、他の子の分もあるからな」

「ありがとう。みんなに渡してくるね。……あ、そうだ。あと一時間くらいで終わるみたいだから、一緒に帰ろうね、お兄ちゃんっ」

　そう言い残し、音羽は他のモデルの子たちの元へ駆けて行った。

　これまで付き添いで撮影現場へ訪れた際に見た顔が何人も居る。

　黄金色の髪イエロートパーズに負けないくらい明るい性格の外国人の子や、和を意識させる黒髪が特徴的な委員長気質の子、大人しい性格とは裏腹に中学生とは思えないスタイルのいい子等々……。

　音羽から差し入れを受け取ったらしく、遠目にだが彼女らに頭を下げられ、軽く手を上げて返す。

　三、四歳は年下の女の子たちとはいえ、ああも華やかかつ可愛かわいいとなると何だか照れくさいものだ。

　その後、木こ陰かげのベンチでのんびりしながら撮影を見ていると、あの銀色の少女が撮影を終えたらしく、音おと羽はたちの元へ近付いて行く。

　音羽は彼女にアイスを渡すと、入れ替わりに噴水へ駆かけて行った。

「とーるお兄さん、ですよね？」

　その銀色の少女が近づいて来たと思ったところで突然話し掛けられ、俺は驚きで声が出てこない。

「違いますか？」

「え？　あ、ああ、透とお流るは俺だけど──君は？」

　先刻見み惚ほれたということもあり、これ以上ないくらいにどぎまぎしつつ訊たずね返す。

「ユリエ＝シグトゥーナです。音羽さんから、とーるお兄さんの差し入れを頂戴したので、そのお礼をと思いまして……」

　どうやら差し入れたアイスを受け取り、話し掛けてきたようだ。

「気にすることないって。それより、溶けないうちに食べてくれ」

　彼女が手にしたカップアイスを指すと、ユリエちゃんは頷うなずき──

　俺の隣に座って食べ始めた。

（何な故ぜここで食べる!?）

　他のモデルの子たちのところに戻ると思ったのに想定外だ。わざわざお礼を告げに来たことも含め、何か意図でもあるのだろうか。

　噴水前で撮影中の音羽を見ながら、何か話さなければと頭を悩ませていると──

「とても美お味いしいです」

「音羽の好きなアイスなんだ」

「そうでしたか」

　銀色の少女が口元に小さく笑みを浮かべたことをきっかけに、会話が始まる。

　やがて彼女はアイスを食べ終えるも──立ち上がろうとしない。

「えっと……み、みんなのところに戻らないのか？」

「……今日、初めて会う方ばかりなので、何を話していいのか……」

　それは俺も同じでは──と思っていると、ユリエちゃんは音羽に視線を向けながら言葉を続ける。

「音羽さんとは何度か……。撮影で一緒になると、まだ日本に慣れていない私に、いつも話し掛けてくれるのです。私はとても感謝をしていて、そのことをとーるお兄さんから伝えて貰もらえないかと思いまして……」

　彼女が隣に座った意図は、この話を俺にしたかったようだ。

「どうして俺から？」

「……恥ずかしいので」

　と僅わずかに頰ほほを染めて俯うつむく姿はとても可愛かわいいく、頭を撫なでて頷うなずいてあげたくなる──が、俺は誘惑を振り払って首を左右に動かした。

「恥ずかしくても、そういうのは自分で言った方がいいと思うぜ。その方が音おと羽はも絶対に喜ぶしさ」

「……そうですね。確かにそのとおりです」

　目を丸くし、僅かに間を置いてから彼女はこくこくと頷く。

「頑張れ」

「ヤー」

　今度は誘惑に耐えきれず、軽く頭を撫でると彼女はもう一度こくこくと頷いた。

　そのとき、撮影スタッフがユリエちゃんを呼ぶ声が聞こえてくる。

　撮影の順番が来たようだ。

「すみません、私はこれで」

「ああ。音羽とこれからも仲良くしてやってくれよな」

「ヤー。私の方こそ、そうして頂きたいです。それと──」

　立ち上がり、銀色の少女はその深紅の瞳ひとみでじっと俺を見る。

「とーるお兄さんも、仲良くして頂けるととても嬉うれしいです」

　表情に変化は無くとも、少しだけ頰を染める彼女に、俺は頷いた。

「ああ。これからもよろしくな」

「ヤー♪」

　小さくも可愛い笑顔を見せ、銀色の少女は昊こう天てんの下を駆かけて行く。

　それが、俺と銀色の少女との馴れ初めだった。


《了》








あとがき









　半年ぶりのご無沙汰となりました、柊ひいらぎ★たくみです。

　前回のⅩ巻が入稿レッドゾーンだったため、あとがきの冒頭パロディネタを入れるのを忘れてしまい、もうネタ考えるのも面倒だしってことで今回も入れてません。

　ちなみに今回も入稿レッドゾーンです。

　関係者の皆さま、ご迷惑をお掛けして本当に本当に本当に申し訳ありませんでした!!




　さて今巻からクライマックスシリーズとなる第三部、《神へ至りし者》編が開幕です。

　大層なものというわけでもないですが、一巻から地道に仕込んで来たネタがようやく盛り込めて嬉しく、同時にここまでシリーズを続けさせてくださった読者の皆さまには感謝の念が堪えません。次巻以降も応援よろしくですよっ！

　Ⅹ巻で予告した通り、ようやくタイトルの意味も出すことが出来て感慨深く、ここから一気にスパートかけていくぜって気分です。

　……また半年くらい刊行空きそうですけども。どこがスパートだ。




　さてさて今回のサブタイトルですが、アニメ版アブソにてサラ役を演じて頂いた声優の西田望見ネキ（現在はマ＊＊＊Δデルタでめざましぃご活躍をされてますね!!）から教わったデンマーク語です。収録時に教わったから実に一年半くらい前の話となりますね。

　ともあれ、ようやく陽の当たるところに出せて本当によかったなーと思いつつ、西にし田ださんには心からの感謝を！　そして今後も応援させて頂きます!!




　さてさてさて謝辞です。

　浅あさ葉ばさん、今回もヤバ過ぎるスケジュールでありがとう。今回特にユリエがお気にです。

　担当のＫさん。いつもすぐにもう無理ぃって言ってごめんなさい。




　それではまたⅫ巻で。

　先にも書きましたが、次は冬を予定しています。

　最近はほぼ半年間隔の刊行ですね。手が遅くてごめんなさい──のしのし。


柊★たくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　いよいよ第三部です。

　　「勝ったッ！　第３部完！」ってやつですよ。

　　そしてそのセリフを言うためには、もう一つの条件があるわけで……。

　　そう、まずは腕だけをムキムキにしたアンバランスな男にならねばならないのです！

　　というわけで今巻もいつものように──




　　おっぱい！おっぱい！




　　さあ、クライマックスシリーズ開幕です!!




　イラストレーター

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　腰痛もちのイラストレーター。

　　自分に合った座椅子が欲しい今日この頃。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／浅葉ゆう

　　装丁／AFTERGLOW
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